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資
料
紹
介

田
辺
市
教
育
委
員
会
所
蔵
『
請
川
村
役
場
文
書
』
の
昭
和
二
十
八
年
七
月
水
害
関
係
資
料

西
山
　史
朗

は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
田
辺
市
教
育
委
員
会
所
蔵
『
請
川
村
役
場
文
書
』
か
ら
、
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）
七
月
の
水
害
に
関
す
る
資
料
の
紹
介
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
和
歌
山
県
立
文
書
館
で
は
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
か
ら
同
五
年
（
二
〇
二
三
）
に
か
け

て
、
田
辺
市
域
の
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
を
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
災
害
に
関
す
る
資
料

の
調
査
を
行
っ
た（

１
）。

こ
の
調
査
の
一
環
と
し
て
、
令
和
五
年
、
田
辺
市
役
所
本
宮
行
政
局
の
町

史
資
料
室
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
『
請
川
村
役
場
文
書
』
を
確
認
し
、
和
歌
山
県
に
お
け
る
昭
和

二
十
八
年
の
水
害
に
関
す
る
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
請
川
村
は
、
現
在
の
田
辺
市
本
宮
町
請
川
地
区
に
か
つ
て
存
在
し
た
村
で
、
昭
和
二
十
八
年

当
時
は
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
に
属
し
て
い
た
。
同
村
の
運
営
な
ど
に
関
す
る
文
書
が
『
請
川
村

役
場
文
書
』
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
八
年
和
歌
山
県
は
、
二
度
の
水
害
に
襲
わ
れ
て
い
る
。
一
度
目
の
水
害
は
、
七
月

十
八
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
の
豪
雨
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
、「
二
八
水
害
」、

「
七・一
八
水
害
」、「
一
八
水
害
」、「
紀
州
大
水
害
」
の
ほ
か
、
と
く
に
有
田
川
流
域
の
被
害
が

甚
大
だ
っ
た
こ
と
か
ら
「
有
田
川
水
害
」
と
も
称
さ
れ
る
。

　
二
度
目
の
水
害
は
、
九
月
二
十
五
日
に
来
襲
し
た
台
風
十
三
号
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
直
接

的
な
被
害
こ
そ
七
月
の
水
害
時
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
。
し
か
し
、
有
田
川
流
域
の
花
園
村
（
現

か
つ
ら
ぎ
町
花
園
）
の
金
剛
寺
で
は
、
七
月
の
水
害
に
よ
っ
て
山
崩
れ
が
発
生
し
、
複
数
の
天

然
ダ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
本
台
風
に
よ
っ
て
決
壊
し
た
た
め
、
復
旧
中
の
下
流
の
村

は
再
び
被
害
を
受
け
た
。

　
ど
ち
ら
も
和
歌
山
県
内
に
多
大
な
損
害
を
も
た
ら
し
た
水
害
だ
が
、
と
く
に
七
月
の
水
害
で

は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
合
わ
せ
て
一
、〇
〇
〇
人
以
上
、
全
壊
流
失
家
屋
約
八
、六
〇
〇
戸
と

甚
だ
凄
ま
じ
い
被
害
が
発
生
し
た
。
被
害
の
大
き
さ
、
悲
惨
さ
な
ど
も
相
ま
っ
て
、
和
歌
山
県

に
お
け
る
昭
和
二
十
八
年
の
水
害
と
い
え
ば
七
月
の
豪
雨
被
害
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
本
稿
で

取
り
上
げ
る
の
は
、
本
水
害
で
あ
る
（
以
下
、「
七・一
八
水
害
」
と
表
記
す
る
）。

　
七・一
八
水
害
に
関
し
て
は
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
の
刊
行
時
点
ま
で
の
県
内
各

種
災
害
の
歴
史
・
記
録
を
ま
と
め
た
『
和
歌
山
県
災
害
史
』（
以
下
、『
災
害
史
』
と
表
記
す

る（
２
））

に
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
県
内
各
市
町
村
の
被
害
状
況
や
水
害
発
生
後
の
対
応
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
請
川
村
含
む
当
時
の
東
牟
婁
郡
内
も
取
り
上
げ
て
お
り
、
当
地
域
の
具
体
的

様
相
も
知
り
得
る
。
し
か
し
『
災
害
史
』
で
は
、
被
害
の
実
態
と
、
水
害
発
生
直
後
の
行
政
の

対
応
な
ど
の
記
述
に
注
力
し
た
も
の
で
、
各
種
復
旧
・
支
援
活
動
、
と
り
わ
け
地
域
ご
と
の
中
・

長
期
的
な
復
旧
・
支
援
の
過
程
や
実
態
に
ま
で
は
十
分
に
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
な
い
。

　
今
次
の
調
査
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た『
請
川
村
役
場
文
書
』の
七・一
八
水
害
関
係
資
料
に
は
、

県
・
東
牟
婁
地
方
事
務
所
（
当
時
）・
隣
村
か
ら
の
復
旧
支
援
に
関
わ
る
文
書
や
、
村
か
ら
県

宛
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
の
写
、
住
宅
や
学
校
等
の
公
共
施
設
の
建
築
に
関
わ
る
文
書
や
図
面
、

各
種
団
体
か
ら
の
見
舞
状
、
村
民
の
陳
情
書
等
、
諸
々
の
復
旧
や
支
援
活
動
に
関
す
る
資
料
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
資
料
群
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
請
川
村
と
周
辺
地
域

は
ど
の
よ
う
な
復
旧
過
程
を
辿
っ
た
の
か
、
い
か
な
る
支
援
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た

事
柄
が
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
七・一
八
水
害
関
係
資
料
は
歴
史
的

価
値
が
非
常
に
高
く
、
ま
た
、『
災
害
史
』
の
内
容
を
よ
り
増
補
し
得
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

　
以
上
を
ふ
ま
え
て
本
稿
で
は
、
ま
ず
請
川
村
及
び
『
請
川
村
役
場
文
書
』
の
七・一
八
水
害

関
係
資
料
及
び
七・一
八
水
害
の
概
要
を
述
べ
る
。
そ
の
う
え
で
『
請
川
村
役
場
文
書
』
の
七
・

一
八
水
害
関
係
資
料
を
も
と
に
請
川
村
の
復
旧
過
程
を
ま
と
め
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
重
要
と

思
わ
れ
る
事
項
等
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
資
料
を
取
り
上
げ
な
が
ら
み
て
い
く（

３
） 

。

一
、
請
川
村
の
概
要

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
請
川
村
は
、
現
在
の
田
辺
市
本
宮
町
請
川
地
域
に
あ
っ
た
（
地
図
１
）。

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
の
間
は
和
歌
山
藩
新
宮
領
で
あ
っ
た
。「
請

川
村
は
大
川
の
落
合
に
あ
り
て
十
津
川
幷
に
近
辺
山
中
の
諸
貨
皆
此
地
に
集
る
故
に
商
売
多
く

や
ゝ
富
豪
の
者
あ
り
」、「
村
居
筌
川
熊
野
川
に
合
流
の
処
に
あ
り
故
に
川
の
名
を
取
り
て
村
名

（１）
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と
す
（
中
略
）
今
請
川
と
い
ふ
は
筌
川
の
訛
り
転
せ
し
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に（

４
）、

熊
野
川
と
筌
川
（
現
在
の
大
塔
川
）
と
が
合
流
し
、
か
つ
、
付
近
の
荷
が
集
積
す
る
場
所
で
あ

る
が
ゆ
え
に
商
業
が
盛
ん
で
裕
福
な
者
も
い
た
と
い
う
。

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、
廃
藩
置
県
に
伴
っ
て
和
歌
山
県
の
管
轄
と
な
り
、
同
十
四
年

（
一
八
八
一
）、
東
牟
婁
郡
に
属
し
た
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
周
辺
の
十
一
ヶ
村
と

合
併
し
、
東
牟
婁
郡
「
請
川
村
」
と
な
っ
た
。
合
併
後
の
村
名
は
、
旧
請
川
村
が
各
村
の
中
心

だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
村
役
場
も
同
地
に
設
置
さ
れ
た
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
、
合
併

後
の
昭
和
二
十
八
年
の
時
点
で
も
「
熊
野
川
に
沿
う
山
深
い
請
川
村
で
は
あ
り
ま
す
が
村
の
中

心
地
で
あ
り
商
店
街
を
為
す
被
害
地
請
川（

５
）」、「

村
経
済
の
七
割
を
負
担
し
た
商
店
街
で
あ
り
又

熊
野
川
の
経
済
の
中
心
地（

６
）」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
旧
請
川
村
地
域
は
熊
野
川
流
域
の

経
済
の
中
心
地
で
あ
り
続
け
た
。
昭
和
二
十
八
年
三
月
時
点
の
請
川
村
の
人
口
は
二
、一
九
二

人
、
世
帯
数
は
四
六
九
戸
で
あ
る（

７
）。

　
請
川
村
の
周
辺
に
は
、
三
里
村
・
本
宮
村
・
四
村
・
敷
屋
村
（
以
上
、
現
田
辺
市
本
宮
町
〔
敷

屋
村
の
一
部
は
現
新
宮
市
熊
野
川
町
〕）、
九
重
村
・
玉
置
口
村
・
小
口
村
・
三
津
野
村
（
以
上
、

現
新
宮
市
熊
野
川
町
）、
高
田
村
（
現
新
宮
市
）
が
あ
っ
た
（
地
図
２・３
）。

　
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）、
請
川
村
は
、
三
里
村
・
本
宮
村
・
四
村
・
敷
屋
村
（
一
部
）

と
合
併
し
て
本
宮
町
の
大
字
と
な
り（

８
）、

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）、
本
宮
町
が
田
辺
市
と
合

併
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
東
牟
婁
郡
か
ら
離
脱
し
た
。

地図１　和歌山県地図（2024年現在）
　　　　（国土地理院より。一部加工。）

（２）

地図２　�「和歌山県管内図　昭和38年１月１日現在」
　　　　　（『災害史』より。部分。）
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地図３　請川村周辺地図
「新宮」〔五万分一地形図田辺二号　大日本帝
国陸地測量部、明治44年測量・大正５年鉄道補
入、大正10年発行〕を加工。地図中央付近が請
川村の中心部で、○印が村役場の位置を示す。

写真１　請川地区中心部（筆者撮影）
　写真中央から右に至る道路が国道168号。左に
至る道路が県道241号（請川線。県道45号と合
流する。）で、旧道にあたる。この付近にかつて
請川村役場（地図３の中央○印）があった。

（３）

写真３　請川地区遠景（筆者撮影）
　請川地区の南側、大塔川に架かる成石橋から請川地区を望む。中央付近手前にみえる橋は、県道
45号が通る旧請川橋。『本宮町史　通史編』（本宮町、二〇〇四）には、当時の請川橋がほぼ水没
している写真が載る。

写真２　請川地区遠景（筆者撮影）　
　請川地区の北側、熊野川を挟んで対岸の本宮町高山から請川地区を望む。中央付近にみえる橋は
国道168号が通る請川橋。
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二
、
請
川
村
役
場
文
書

　『
請
川
村
役
場
文
書
』
は
、
田
辺
市
役
所
本
宮
行
政
局
の
町
史
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る

役
場
文
書
で
あ
る
。
全
体
的
に
状
態
は
内
・
外
と
も
に
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
ビ
ニ
ー
ル
紐
で

綴
り
直
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
酸
性
紙
の
経
年
劣
化
以
外
に
著
し
い
劣
化
は
と
く

に
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、『
請
川
中
学
校
　
請
川
小
学
校
　
■
害
復
旧
関
係
書
類
』
の
簿
冊

に
は
破
れ
と
水
濡
れ
に
よ
る
破
損
・
固
着
箇
所
も
あ
っ
た
。

　
簿
冊
は
、
明
治
中
期
か
ら
昭
和
中
期
に
か
け
て
の
村
会
議
事
録
の
ほ
か
、
行
政
、
教
育
、
財

政
、
災
害
、
道
路
河
川
管
理
、
兵
事
に
関
す
る
も
の
が
現
存
す
る
。
当
時
の
村
の
あ
り
か
た
や

運
営
、
ま
た
、
周
辺
地
域
の
様
子
を
知
る
う
え
で
非
常
に
貴
重
な
資
料
群
で
あ
り
、
一
部
は
『
本

宮
町
史（

９
）』

で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
複
数
の
簿
冊
の
う
ち
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
が

七・一
八
水
害
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
（
表
１
）。
こ
れ
ら
は
水
害
の
被
害
状
況
、
各
種
復
旧
支

援
・
施
策
な
ど
に
関
す
る
文
書
が
綴
じ
ら
れ
た
簿
冊
で
あ
り
、
関
係
省
庁
・
和
歌
山
県
・
東
牟

婁
郡
・
請
川
村
・
各
種
団
体
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
作
成
し
授
受
し
た
文
書
・
報
告
書
の
正
本
や
案

の
ほ
か
、
県
内
外
の
市
町
村
や
団
体
か
ら
の
見
舞
状
・
電
報
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。

①
『
昭
和
二
十
八
年
　
洪
水
関
係
書
類
』（
写
真
４
）

　
和
歌
山
県
・
東
牟
婁
地
方
事
務
所

か
ら
の
支
援
な
ど
に
関
す
る
各
種
通

知
や
依
頼
、
被
害
状
況
報
告
書
、
各

種
団
体
と
の
や
り
取
り
に
関
す
る
文

書
や
、
名
簿
、
メ
モ
な
ど
が
綴
じ
ら

れ
て
お
り
、
特
定
の
内
容
に
偏
っ
た

も
の
で
は
な
く
、
多
岐
に
わ
た
る
内

容
を
も
つ
簿
冊
で
あ
る
。

②
『
自
昭
和
二
十
五
年
至
　
〃
　
二
十
九
年
　
村
会
会
議
録
』

　
七・一
八
水
害
が
起
き
た
年
を
含
む
請
川
村
会
議
録
の
簿
冊
で
あ
る
。
七・一
八
水
害
に
関
す

る
も
の
で
は
、
災
害
復
旧
に
関
わ
る
特
別
会
計
予
算
、
校
舎
再
建
、
応
急
住
宅
の
設
営
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（４）

写真４　表紙

表１　『請川村役場文書』のうち、七・一八水害に関する簿冊の一覧
資料名 略記名 年代 作成 簿冊の内容（表紙があるもののみ記載）

①『昭和二十八年　洪水関係書類』 『洪水』 昭和28年 ―
『昭和二十八年七月十八日水害　罹災者物資支給簿　請川村』
『昭和二十八年七月十八日　物資買付簿　請川村』
『昭和二十八年七月十八日　罹災者名簿　水害対策本部』

②『自昭和二十五年至　〃　二十九年　村会会議録』 『村議』 ― ―

③『七一八水害　復旧緊急融資についての関係書類綴』 『復旧融』 1953年
７月27日 請川村役場

④『昭和二十八年七月十八日水害　寄附芳名簿』 昭和28年 請川村

⑤『昭和二十八年七月十八日水害　救援及義捐関係』 『救義』 昭和28年 請川村

『昭和二十八年七月十八日　四村災害救援計画　四村（印）』
『水害御見舞　四村民一同』
『知事分　七．一八義捐金配分表』
『昭和二十八年七月十八日水害義捐金芳名簿』
『県分　義捐金配分表』
『十三号台風義捐金芳名簿』
『昭和二八．七．一八　同九．二五災害　義捐金領収書』

⑥『昭和弐拾八年　七．一八　台風十三号　応急住宅関係』 『応急住』 昭和28年 ―

⑦『昭和廿八年　七．一八災害　同十三号台風災害　応急仮設住宅関係』 『応急仮』 昭和28年 請川村
『応急仮設住宅入居者名簿』
『七．一八災害応急家屋修理台帳』
『九．二五災害応急家屋修理台帳』

⑧『請川中学校　請川小学校　■害復旧関係書類』『害復旧』 ― 請川村
教育委員会

『昭和28.7.18水害公立学校建物及校地災害報告　請川中学校』
『昭和28.7.18水害公立学校建物及校地災害報告　請川小学校』
『昭和28.7.18災害公立学校建物及校地災害報告』
『昭和28.7.18水害公民館災害報告書』
『請川中学校々舎増築工事仕様書』

⑨『昭和二十九年請川小学校　請川中学校建築関係』 『請小中』 昭和29年 ―

『中学校運動場』
『中学校建築』
『住宅建築』
『中学校工作物復旧』
『公民館』
『物品検収簿　請川村公民館』
『請川村公民館設計書』

⑩『自昭和二十八年至〃三十年　請川小学校　静川小学校建築関係』 『請静建』 昭和28年 ―

『請川小学校建築嘆願書』
『請川小学校建築についての嘆願書』
『静川小学校新校舎建設促進要望書』
『昭和29年度災害関係参考資料（様式集）』
『公立学校施設補助事業事務処理要項』

⑪『昭和三十年四月二十五日　請川小学校　公民館落成祝賀会に関する綴』 『請公落』 昭和30年 ― 『請川小学校　請川村公民館落成式出席者名簿』
『中学校落成式　経過の報告　その他』
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③
『
七
一
八
水
害
　
復
旧
緊
急
融
資
に
つ
い
て
の
関
係
書
類
綴
』

　
七・一
八
水
害
か
ら
約
十
日
後
、
東
牟
婁
地
方
事
務
所
か
ら
災
害
復
旧
に
関
わ
る
緊
急
融
資

の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
通
知
が
な
さ
れ
て
い
る
。
③
の
簿
冊
は
緊
急
融
資
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
緊
急
融
資
の
申
請
書
と
そ
れ
に
付
属
す
る
調
査
資
料
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

④
『
昭
和
二
十
八
年
七
月
十
八
日
水
害
　
寄
附
芳
名
簿
』（
写
真
５
）

⑤
『
昭
和
二
十
八
年
七
月
十
八
日
水
害
　
救
援
及
義
捐
関
係
』（
写
真
６
）

　
七・一
八
水
害
で
大
き
な
損
害
を
被
っ
た
和
歌
山
県
に
対
し
て
、
県
内
外
、
個
人
・
団
体
を

問
わ
ず
多
く
の
支
援
が
な
さ
れ
た
。
④
の
簿
冊
は
、
そ
の
寄
付
者
、
寄
付
内
容
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
⑤
の
簿
冊
も
、
和
歌
山
県
内
外
か
ら
の
水
害
義
援
金
・
寄
付
金
、
支
援
物
資
の
一

覧
や
メ
モ
が
あ
る
ほ
か
、
配
給
に
関
す
る
文
書
や
、
見
舞
状
な
ど
の
文
書
が
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、

支
援
状
況
や
そ
の
体
制
が
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
と
な
る
。

 

　 

　
　
寄
付
を
し
た
個
人
・
団
体
は
多
数
で
、
寄
付
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
る
。
傾
向
・
概
算
と
し
て
、

『
寄
附
芳
名
簿
』
か
ら
は
、
金
銭
以
外
に
、
米
・
パ
ン
・
麺
・
野
菜
類
・
調
味
料
類
・
菓
子
・
茶

な
ど
の
食
料
品
、
箸
・
歯
ブ
ラ
シ
・
タ
オ
ル
・
毛
布
・
文
房
具
・
嗜
好
品
な
ど
の
日
用
品
、
衣
類
、

医
薬
品
が
寄
附
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
救
援
及
義
捐
関
係
』
所
収
「
礼
状
奉
送
先
」

か
ら
は
、
県
内
外
の
一
〇
〇
以
上
の
団
体
か
ら
寄
付
・
支
援
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

⑥
『
昭
和
弐
拾
八
年
　
七
．
一
八
　
台
風
十
三
号
　
応
急
住
宅
関
係
』（
写
真
７
）

⑦
『
昭
和
廿
八
年
　
七
．
一
八
災
害
　
同
十
三
号
台
風
災
害
　
応
急
仮
設
住
宅
関
係
』

　
損
害
を
受
け
た
家
屋
の
修
復
、
仮
設
住
宅
の
設
営
に
関
す
る
簿
冊
で
あ
る
。
台
風
十
三
号
の

被
害
に
関
す
る
文
書
も
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
⑥
の
簿
冊
に
は
、
家
屋
の
被
害
状
況
、
応
急
住
宅

施
工
に
関
す
る
各
種
規
定
、
修
復
費
用
、
着
工
・
竣
工
届
、
入
居
者
名
簿
な
ど
の
文
書
が
あ
る
。

⑦
も
同
種
の
文
書
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
応
急

住
宅
の
青
焼
き
図
面
、
被
災
住
宅
の
場
所
と
、
応

急
住
宅
の
建
設
場
所
を
記
載
し
た
文
書
も
含
ま
れ

て
い
る
。
両
簿
冊
か
ら
は
、
応
急
住
宅
の
建
設
か

ら
払
下
げ
ま
で
の
過
程
、
住
宅
の
形
態
、
費
用
、

場
所
な
ど
が
具
体
的
に
判
明
す
る
。

⑧
『
請
川
中
学
校
　
請
川
小
学
校
　
■
害
復
旧
関
係
書
類
』

⑨
『
昭
和
二
十
九
年
請
川
小
学
校
　
請
川
中
学
校
建
築
関
係
』

⑩
『
自
昭
和
二
十
八
年
至
〃
三
十
年
　
請
川
小
学
校
　
静
川
小
学
校
建
築
関
係
』（
写
真
８
）

⑪
『
昭
和
三
十
年
四
月
二
十
五
日
　
請
川
小
学
校
　
公
民
館
落
成
祝
賀
会
に
関
す
る
綴
』（
写
真
９
）

 

　 　
⑧
～
⑪
の
簿
冊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
題
の
と
お
り
、
請
川
中
学
校
・
請
川
小
学
校
・
静
川
小
学

校
及
び
公
民
館
の
被
災
状
況
、
建
て
替
え
の
経
緯
、
費
用
そ
の
他
に
関
す
る
文
書
が
綴
じ
ら
れ
た

簿
冊
で
あ
る
。
⑧
は
、
文
部
省
へ
報
告
す
る
た
め
の
、
学
校
の
復
旧
建
築
に
関
わ
る
各
種
の
申
請

書
及
び
報
告
書
の
綴
で
あ
る
。
校
舎
や
教
職
員
住
宅
の
被
害
箇
所
、
流
失
物
、
被
害
額
、
復
旧
計
画
、

校
舎
平
面
図
な
ど
が
あ
り
、
請
川
中
学
校
増
築
工
事
の
仕
様
書
も
あ
る
。
⑨
は
、
小
・
中
学
校
復

旧
建
築
に
関
わ
る
も
の
で
、工
事
請
負
契
約
書
、着
工
届
な
ど
建
設
に
関
す
る
各
種
届
出
や
認
定
書
・

成
功
認
定
書
、
工
程
表
、
工
事
見
積
書
、
平
面
図
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
⑩
は
、
材
木
の
払
下
げ

申
請
、
売
買
契
約
書
や
校
舎
図
面
、
嘆
願
書
、
要
望
書
、
参
考
資
料
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
⑪
は
、

請
川
小
学
校
及
び
公
民
館
の
落
成
式
に
関
す
る
簿
冊
で
あ
る
。
当
日
の
式
次
第
や
挨
拶
の
原
稿
、

祝
辞
の
電
報
、
招
待
状
、
出
席
者
名
簿
、
領
収
書
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
簿
冊
も
、
七
・

一
八
水
害
後
の
村
内
学
校
施
設
の
復
旧
に
関
す
る
も
の
で
、
校
舎
復
旧
の
経
緯
が
判
明
す
る
。

（５）

写真５　表紙

写真６　表紙

写真７　表紙写真８　表紙

写真９　表紙
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三
、
請
川
村
に
お
け
る
七・一
八
水
害
の
被
害
と
復
旧

　『
災
害
史
』
の
記
述
を
も
と
に
七・一
八
水
害
に
つ
い
て
概
括
し
た
う
え
で
、
請
川
村
に
お
け

る
被
害
の
実
態
と
復
旧
過
程
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　
昭
和
二
十
八
年
七
月
十
七
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
、
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
が
和
歌
山
県

北
部
を
襲
い
、
有
田
・
日
高
両
郡
東
部
な
ど
で
短
期
間
に
膨
大
な
雨
量
（
五
～
六
〇
〇
ミ
リ
）

を
記
録
し
た
。
県
内
の
各
河
川
は
増
水
し
、
か
つ
て
和
歌
山
県
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
明
治
二
十
二
年
大
水
害
以
上
の
水
位
を
記
録
す
る
大
洪
水
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
山
津
波
、

河
川
の
氾
濫
が
生
じ
、
和
歌
山
県
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
和
歌
山
県
全
体
及
び
郡

別
の
被
害
の
規
模
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
２・３
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
八
年
の
和
歌
山
県
「
住
民
登
録
人
口
」
は
九
九
四
、〇
〇
〇
人
で
、「
世
帯
数
又
は

戸
数
」
は
二
一
七
、八
〇
三
戸
で
あ
る）

（1
（

。
つ
ま
り
、
七・一
八
水
害
で
は
人
・
家
屋
と
も
に
和
歌

山
県
全
体
の
お
よ
そ
四
分
の
一
が
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
と
な
る（
表
２
）。
こ
の
う
ち
、
有
田
郡
・

日
高
郡
は
他
郡
と
比
し
て
飛
び
ぬ
け
て
被
害
が
大
き
く
、
有
田
郡
で
は
郡
人
口
の
七
割
が
、
日

高
郡
で
は
郡
人
口
の
六
割
近
く
が
罹
災
し
て
い
る
（
表
３
）。

　
請
川
村
が
属
し
て
い
た
東
牟
婁
郡
は
、
昭
和
二
十
八
年
時
、
全
二
十
七
の
町
村
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
郡
人
口
は
七
四
、六
六
一
人
、
世
帯
数
は
一
六
、一
三
三
戸
で
あ
る）

（（
（

。
人
口
と
罹
災
者

数
の
割
合
だ
け
で
見
れ
ば
、
西
牟
婁
郡
と
と
も
に
、
ほ
か
の
郡
と
比
べ
て
相
対
的
に
は
被
害
が

少
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
請
川
村
で
は
十
七
日
に
三
五
七
ミ
リ
を
、
十
八
日
に
は
一
七
五
ミ
リ
を
記
録
し
た
。
熊
野
川

は
明
治
二
十
二
年
大
水
害
以
来
の
増
水
と
い
わ
れ
、
十
八
日
午
前
九
時
三
十
分
の
時
点
で
、
危

険
水
位
の
七
．
五
メ
ー
ト
ル
を
、
十
五
時
に
九
．
六
七
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
た
。
新
宮
に
繋
が

る
道
路
は
濁
流
に
の
ま
れ
、
田
辺
市
と
本
宮
村
間
の
道
路
も
寸
断
さ
れ
、
陸
の
孤
島
と
な
っ
た
。

　『
災
害
史
』
で
は
、
三
里
村
・
本
宮
村
・
請
川
村
・
四
村
・
敷
屋
村
・
九
重
村
・
玉
置
口
村
・

小
口
村
・
高
田
村
・
三
津
野
村
・
北
山
村
の
被
害
状
況
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
三
里
・

本
宮
村
・
請
川
村
・
敷
屋
村
・
九
重
村
・
三
津
野
村
・
小
口
村
・
高
田
村
に
つ
い
て
は
罹
災
者

数
や
被
害
家
屋
数
な
ど
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
表
４
を
作
成
し
た
。

人
と
そ
の
被
害
を
受
け
た
面
積
と
申
し
ま
す
か
、
範
囲
と
申
し
ま
す
か
、
そ
う
い
う
よ

う
な
こ
と
で
は
到
底
日
高
、
あ
る
い
は
有
田
、
そ
の
他
の
地
方
に
比
べ
ま
し
て
及
び
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
部
分
的
に
受
け
た
被
害
と
い
う
も
の
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
つ
た

　
水
害
発
生
後
、
東
牟
婁
郡
を
視
察
し
た
県
議
会
議
員
坂
久
五
郎
（
東
牟
婁
郡
西
向
村
〔
現
串

（６）

表３　東牟婁郡被害状況

東牟婁郡

人口 74,661人
罹災者 5,305人
重軽傷者 107人

全半壊流失浸水住家 126戸
流出埋没水田畑 424町歩

　（参考）

海草郡
人口 111,716人

海草郡罹災者 35,805人
死者・行方不明者合計 28人

那賀郡
人口 84,348人

那賀郡罹災者 32,319人
死者・行方不明者合計 ２人

伊都郡
人口 95,020人

伊都郡罹災者 21,111人
死者・行方不明者合計 190人

有田郡
人口 96,232人

有田郡罹災者 67,746人
死者・行方不明者合計 526人

日高郡
人口 119,102人

日高郡罹災者 68,313人
死者・行方不明者合計 298人

西牟婁郡
人口 97,618人

西牟婁郡罹災者 5,991人
死者・行方不明者合計 ２人

　『災害史』148〜149頁掲載の表をもとに作
成。ただし、人口は『28年度版和歌山県統計
書』を参照した。

表２　和歌山県被害状況

人的被害
罹災者総数 243,298人
死者 615人

行方不明者 431人

家屋の被害
全壊 4,231戸
半壊 5,280戸
流失 4,451戸

田畑の被害

浸水家屋床上 12,023戸
浸水家屋床下 26,742戸
流失・埋没 7,084ha
冠水 11,291ha

道路被害 9,437ヶ所
橋梁流失 2,947ヶ所
堤防決壊 9,806ヶ所
被害総額 800〜1,000億円

　『災害史』25頁掲載の表及び136頁をもと
に作成。
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本
町
〕
出
身
）
に
よ
る
報
告
の
一
文
で
あ
る）

（1
（

。
ほ
か
の
郡
と
比
べ
る
限
り
で
は
被
害
は
少
な

く
、
幸
い
死
者
も
出
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
報
告
と
表
４
と
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
各

村
内
に
お
け
る
人
的
・
物
的
被
害
は
決
し
て
軽
く
は
な
か
っ
た
。
東
牟
婁
郡
の
罹
災
者
は
五
、

三
〇
五
人
で
、
請
川
村
周
辺
地
域
の
罹
災
者
総
数
が
四
、六
八
三
人
で
あ
る
か
ら
、
同
地
域
の

罹
災
者
総
数
だ
け
で
東
牟
婁
郡
内
罹
災
者
数
の
八
割
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
な
か

で
も
三
里
村
・
本
宮
村
・
請
川
村
・
敷
屋
村
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
本
宮
村
・
請
川
村
・
敷

屋
村
で
は
村
人
口
の
半
数
近
く
が
罹
災
し
、
本
宮
村
で
は
総
戸
数
の
半
分
が
損
害
を
被
っ
て
い

る
。
ま
た
、
各
村
全
体
の
耕
地
は
、
冠
水
も
含
め
る
と
総
面
積
の
八
割
弱
に
被
害
が
及
ん
だ
と

い
う
。
こ
の
ほ
か
、
公
共
建
築
物
に
も
被
害
が
出
て
お
り
、
請
川
小
学
校
・
敷
屋
村
役
場
が
全

壊
し
、
本
宮
村
公
民
館
・
請
川
村
役
場
・
請
川
中
学
校
・
敷
屋
小
学
校
・
敷
屋
中
学
校
は
大
破

し
た
。

　
請
川
村
を
含
む
熊
野
川
流
域
の
村
々
に
は
、
十
八
日
の
午
後
以
降
、
調
査
班
や
救
助
隊
が
進

入
し
よ
う
と
し
た
が
、
熊
野
川
の
氾
濫
に
よ
り
道
路
が
通
行
で
き
る
状
況
で
は
な
く
、
翌
十
九

日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
被
害
状
況
の
詳
細
が
判
明
し
た
と
い
う
。
以
降
、
各
種
の
復
旧
支
援
活

動
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
請
川
村
で
も
復
旧
に
向
け
て
動
き
始
め
る
。

　
以
上
が
『
災
害
史
』
に
み
る
請
川
村
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
七・一
八
水
害
の
被
害
状

況
概
略
で
あ
る
。「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
通
り
、『
災
害
史
』
で
は
東
牟
婁
郡
全
体
や
、
請

川
村
な
ど
の
被
害
概
況
も
詳
細
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
中
・
長
期
的
な
、
具
体
的
に
は
八
月
以

降
の
復
旧
支
援
の
過
程
や
実
態
に
ま
で
は
ふ
れ
て
い
な
い
。『
本
宮
町
史）

（1
（

』
で
も
同
様
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
内
容
を
補
う
か
た
ち
で
、『
請
川
村
役
場
文
書
』
七・一
八
水
害
関
係
資
料
を
も
と
に
、

請
川
村
を
中
心
と
し
て
復
旧
に
関
わ
る
動
向
を
表
５
と
し
て
ま
と
め
た
。

　
表
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
文
書
の
内
容
か
ら
日
付
・
時
期
が
判
明
、
あ
る
い
は
推
測
で
き
る

も
の
の
み
を
時
系
列
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
文
書
上
で
は
復
旧
に
関
す
る
施

策
や
活
動
が
確
認
で
き
る
が
日
付
な
ど
が
判
明
し
な
い
も
の
は
表
５
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
表
の
内
容
の
ご
と
く
現
在
把
握
し
て
い
る
限
り
で
も
、
請
川
村
の
復
旧
の
過
程
や
支

援
状
況
の
実
態
に
つ
い
て
詳
細
に
知
り
得
る
。

　
表
５
を
通
覧
す
る
と
、
水
害
発
生
以
降
も
復
旧
・
支
援
活
動
が
継
続
し
て
お
り
、
村
役
場
で

も
復
旧
に
関
す
る
業
務
・

処
理
に
追
わ
れ
て
い
る
状

況
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

金
銭
・
物
資
等
の
配
布

は
、
昭
和
二
十
八
年
十
二

月
ま
で
継
続
さ
れ
て
い

た
。
家
屋
補
修
工
事
及
び

応
急
住
宅
等
の
建
設
は
八

月
中
に
着
手
・
完
了
し
て

い
る
が
、
昭
和
二
十
九
年

（
一
九
五
四
）
の
八
月
末
に

至
る
ま
で
、
関
係
書
類
の

作
成
と
提
出
、
払
下
げ
な

ど
の
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
学
校
施
設
の
修
繕
・
建

築
に
つ
い
て
は
、
村
内
住

宅
や
交
通
等
の
復
旧
を
優

先
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

ほ
か
の
復
旧
作
業
に
比
べ

れ
ば
着
手
及
び
完
了
の
時

期
は
遅
い
。
表
５
に
お
い

て
、
学
校
施
設
復
旧
に
も

関
わ
る
動
き
は
七
月
二
十
九
日
の
大
塔
国
有
林
資
材
払
下
げ
が
初
見
だ
が
、
実
際
に
学
校
施
設

の
復
旧
建
築
に
着
手
し
た
こ
と
が
窺
え
る
の
は
昭
和
二
十
八
年
末
頃
で
あ
る
。
そ
の
後
、
復

旧
の
動
き
が
活
発
に
な
り
請
川
中
学
校
が
昭
和
二
十
九
年
三
月
に
竣
工
し
た
。
次
に
小
学
校

の
復
旧
活
動
が
本
格
化
し
、
静
川
小
学
校
は
同
年
十
二
月
に
、
請
川
小
学
校
が
昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）
三
月
に
竣
工
し
た
。

（７）

表４　三里・本宮・請川・敷屋・九重・三津野・小ロ・高田各村被害状況一覧
三里村 本宮村 請川村 敷屋村 九重村 三津野村 小口村 高田村 計

人口 3,910人 1,056人 2,192人 1,547人 1,378人 2.263人 1,565人 1,306人 15,217人
世帯数 823戸 228戸 469戸 329戸 426戸 443戸 311戸 272戸 3,301戸
罹災者数 1,224人 559人 1,015人 881人 385人 505人 27人 87人 4,683人
重軽傷者数 107人 107人
全壊戸数 23戸 35戸 57戸 19戸 ― 31戸 ２戸 ー

982戸
半壊戸数 67戸 26戸 28戸 52戸 ３戸 21戸 ー １戸
流失戸数 37戸 60戸 48戸 29戸 ８戸 ３戸 ー ー
床上浸水 50戸 16戸 22戸 51戸 81戸 34戸 ４戸 14戸
床下浸水 94戸 ４戸 15戸 27戸 ６戸 12戸 ー ２戸
田畑流失埋没 2,800反（約277ha）
田畑流失冠水 1,323反（約131ha）
道路決壊 133ヶ所（国道・県道・市町村道）
橋梁流失 54ヶ所
堤防決壊 43ヶ所

　『災害史』229頁掲載の表をもとに作成。ただし村人口は『昭和28年版和歌山県統計書』
を参照している。また、九重村の世帯数は玉置口村との合算であり、村人口は『昭和29年版
和歌山県統計年鑑』を参照している。
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こ
の
ほ
か
に
も
、
町
村
議
会
や
県
議
会
・
国
会
議
員
ら
に
よ
る
支
援
活
動
も
行
わ
れ
て
お
り
、

復
旧
に
関
わ
る
様
々
な
活
動
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
表
５
だ
け
で
も
復
旧
の
お
お
よ
そ
の

過
程
が
知
ら
れ
る
が
、
次
章
で
は
、
表
５
か
ら
特
記
す
べ
き
事
柄
に
関
す
る
資
料
を
取
り
上
げ

て
【
復
旧
施
策
】・【
応
急
住
宅
】・【
教
育
】
に
分
別
し
、
請
川
村
の
復
旧
過
程
及
び
支
援
の
実

態
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
資
料
編
は
本
稿
末
尾
に
掲
載
す
る
。

（８）

写真10　本宮村の被災状況を写した写真（和歌山県立文書館所蔵『遠藤茂旧蔵資料』より）。
　位置は未詳。水害後の熊野川流域の村々の写真は『和歌山県水害記録写真集　
1953』（和歌山県、1954）にも多く掲載されている。

凡例（表５）      
・ 本表は『和歌山県災害史』・『和歌山県議会史』・『本宮町史』及び『請川村役場文書』七・一八水害関係資料をもとに作成した。
・ 表中、ゴシック体で記した箇所は請川村とその周辺地域に関する事項を、明朝体で記した箇所は和歌山県全体の事項を示している。
・ ゴシック体で示した箇所のうち、塗りつぶし処理を行っている箇所は『請川村役場文書』を出典とした事項である。ただし、時

系列でまとめる都合上、年月日が判明しないものは採録していない。
・ 塗りつぶし処理以外の箇所は『和歌山県災害史』・『和歌山県議会史』・『本宮町史』を出典としているが、具体的箇所は省略

した。なお、おもに『和歌山県災害史』162頁～・168頁～・184頁・192頁・197頁・202頁～・228頁～の内容を参照した。
・ 表中の「差出・送り主等」・「宛先・受取り主等」内の記載は資料中の表記にしたがった。
・表中の「請川村役場文書の出典」には簿冊名の略名を記載した。略名は以下の通りである。
　 『洪水』（『洪水関係書類』）、『村議』（『村会会議録』）、『復旧融』（『復旧緊急融資についての関係書類綴』）、『救義』（『救援及義捐関係』）、
『応急住』（『応急住宅関係』）、『応急仮』（『応急仮設住宅関係』）、『害復旧』（『■害復旧関係書類』）、『請小中』（『請川小学校　請
川中学校建築関係』）、『請静建』（『請川小学校　静川小学校建築関係』）、『請公落』（『請川小学校　公民館落成祝賀会に関する綴』）

・表中の「請川村役場文書の出典」のうち「　」で記載しているのは資料の元々の文
ぶんしょ

書番号である。 
�
表５　災害発生以降の動向（和歌山県災害対策救助隊・和歌山県国家地方警察隊本部・西牟婁地方事務所・請川村周辺地域）

年 月日 時刻 内容 差出・送り主等 宛先・受取り主等 請川村役場
文書の出典

昭和28年
(1953) ７月18日

５：30 和歌山観測所が、紀の川・熊野川増水注意の大雨気象情報を報告。
三里村第一巡査駐在所から、三里村浸水し応援乞う電話報告あり。

５：40

本宮村本町付近道路が浸水し始め、管内全駐在所に対し緊急警戒を
発令。内勤全署員の緊急出動を命じ、人命救助と避難措置に重点を
おいた。減水とともに被害者、交通状況の調査を行う。
災害発生と同時に事務分担を定め、治安対策本部を開設し、災害関
係案内図を作成して管内の要所に掲げる。

６：00 各署へ気象情報連絡開始。以下、警察では動員命令、被害状況の入
電、避難誘導、救助等の活動あり。

７：30 請川中学校運動場が浸水し始める。
９：00 隊長から知事へ、災害状況連絡及び災害対策本部設置を要請。

９：25

全県下に「災害救助法」発動。災害救助対策本部を副知事室に設置。
東牟婁地方事務所でローソク・マッチを調達するも高田桧杖村から
上流は国道に浸水あり、輸送見込みなし。県に毛布・タオル・衣類
等救援物資を要請。

９：30

隊長室に警備対策本部を設置し、県災害本部に常駐員派遣。本部及
び和歌山・下津・岩出・粉河・妙寺・橋本の各地区署全職員に非常
待機命令発令。
請川中学校校舎が浸水し始める。
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年 月日 時刻 内容 差出・送り主等 宛先・受取り主等 請川村役場
文書の出典

昭和28年
(1953)

７月18日

10：00
県保安丸（特別機動隊５名乗船）が人命救助及び被害調査のため広
方面へ出航し、災害第一報を関係省庁へ打電。
特別機動隊２ヶ分隊を箕島地区へ出動。

10：10 「災害救助法」発動の旨、中央災害救助対策協議会・地方災害救助
対策協議会・東京事務所へ打電。

10：30 野上地区方面へ本部員12名を派遣。

11：00 副知事室において災害対策に関する緊急部長会議を開き、被害調査
のため紀南方面２班、紀北方面１班の派遣を決定。

11：10 第２回被害状況を、中央災害救助対策本部・近畿災害救助対策本
部・東京事務所へ打電。

11：20 初島方面へ避難した罹災者に対する炊出用主食を輸送する。日赤支
部救護班は13時前に簑島方面へ出発。

11：30 初島町役場からの情報により、初島町・下津町避難者に対する衣
料・寝具の配給要請があり急送。

11：35 有田・日高方面の救援物資輸送積込みのため倉出しを始める。

12：00 請川中学校校舎内の浸水、最高水位床上40㎝ほどになり、敷地では
男性の胸の辺りまで水位が上がる。

12：10 新宮地区署長に対し、三重県鵜殿地区署と連絡を取るよう指令。
12：30 知事、災害現地調査のため有田方面へ出発。

13：00 県保安丸、日高方面現地調査班及び救援物資を搭載して出航。
大阪府へ、ヘリコプター手配を依頼。

13：15
副知事室において第二回部長会議を開き、農林部長が被害状況等を
説明する。
毎日新聞社のヘリコプターが到着し、取材後、災害地へ応急食60人
分を投下する。

13：30 請川地域では減水が始まる。

13：40 那賀郡貴志村等から連絡員が来、救護要請があったため毛布200
枚、ローソク1000本を小型自動車で急送。

14：00 保安隊二個中隊出動要請を決定。
14：10 保安隊二個中隊、警備隊派遣を要請。
14：30 医大医療班、初島・箕島方面へ派遣。
15：30 熊野川が最高水位に達する。
15：10 大雨警報解除。
15：29 保安隊出動要請打電。
15：30 保安丸帰着。大阪府知事より見舞い電報あり。

同時刻か
熊野川が濁流に飲まれ高田村桧杖地内の国道が浸水のため通行不
能、田辺市本宮間の中辺路道路も決壊し、通信交通網も寸断されて
いるため被害地との連絡途絶。
夕刻、減水を待って救援第１班の先発調査班を派遣。

16：00 水害のため孤立に陥った者の救援のため極東空軍に航空機出動を要請。
16：10 保安隊司令官乗船舟艇が有田方面へ出航。

同時刻か

箕島方面へパン1200人分、菓子2000人分急送。
東京事務所より、本県選出代議士で和歌山県水害対策本部を組織
し、山口代議士が本部長となり、20日に自由党臨時総務会を開催し
説明するための資料送付の要請。
熊野川上流の増水状況と本宮請川両村全面の報告（地方事務所長）
を確認するよう、新宮・田辺両地区署へ打電。本宮・請川方面全滅
の噂あり。

18：15 保安隊50名到着し、19：15現地へ出発。
18：30 保安隊第二陣30名到着。

19：00
海草郡管下罹災者に対し、毛布・タオル各750枚、ローソク3500本
急送。
極東空軍に依頼し翌未明に食糧投下を実施することを決定。大阪府
防災課に食糧準備手配を依頼。

19：30 大阪府広報課を通じて、神戸キンプベイ大佐に救命ボート13艘、浄
水セット５台、水陸両用舟艇３隻派遣を依頼。

20：30 御坊地区署長から、保安隊二個中隊、警官一個中隊の救援派遣要請。

21：30 伊丹から保安隊240名到着。誘導班として本部員９名を箕島地区署
へ派遣。

22：10
新宮地区署から、本宮地区署管内被害調査と連絡のため警部以下
12名（地方事務所員あり）を21時に出発させた旨報告あり。
※以下、県内各地への警官派遣、報告、招集等の動き多々あり。

23：30 国警パトロールカーからの連絡により、御坊町・由良町・印南町・
南部町分として2500俵分の精米及び乾パン等要請あり、手配する。
和歌山県町村会、各地からの水害通知あるや政府関係機関・各政党
本部・県選出国会議員に救援打電。

『救義』
「和町村会第351号」

７月19日

２：00 毛布（県外購入）1500枚、タオル15000枚、ローソク10000本を
県庁玄関に投入。

（早朝）
熊野川流域被害地に、救援第２班の現地調査救援班を派遣。救援班
の報告をうけ高田村、三津ノ村の被害が判明。派遣連絡員より、
塩・味噌・醤油・梅干・干魚・ガソリン・野菜類の急送要請あり、
西牟婁地方事務所へ依頼。

６：00 那賀地方事務所に対し、第３回救護物資毛布・タオル各1000枚を
急送。

（朝） 辻原弘市・坊秀明・世耕弘一が来県し、東京方面のことを話し、ま
た、現地の状況を視察する。

８：30 救護物資搬送等のため職安所の照会により日雇人夫10名を臨時雇入。
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年 月日 時刻 内容 差出・送り主等 宛先・受取り主等 請川村役場
文書の出典

昭和28年
(1953)

７月19日

９：00
機帆船を借り上げ、有田方面へ毛布4993枚、ローソク6000本、タ
オル2200枚を、西牟婁方面へ毛布1000枚、ローソク1120本、タオ
ル1000枚を急送。

９：40 県保安丸で西牟婁・東牟婁方面の災害状況調査班と、東牟婁救援物
資の毛布1005枚、タオル1000枚を派遣・急送。

10：00

御坊地区署長より、井戸水消毒用カルキ及び便所消毒用石灰等多量
輸送要請があったため予防課へ連絡。
日高地区土木出張所・地方事務所・保健所に相当被害あり救援依頼
があったため本庁職員21名を派遣。
東京出張所より、官房長官を中心として官房係官で救助対策中央本
部協議会を設置した旨あり。

11：00
箕島町罹災者に毛布・タオル各500枚を急送。
日高地方に対し、毛布・タオル各5000枚、パン3000個、ローソク
10000本、鍋2000個を輸送。

（午後）

被害状況等を資料としてまとめ、要望事項を東京方面へ送る。
熊野川流域被害地の救援班により、本宮村・請川村・三里村の状況
が判明する。この間、支隊本部においては派遣調査員の報告に基づ
き救援物資の調達輸送に傾注。
支隊長から県本部へ飛行機による物資救援要請あるも悪天候により
不可能。付近消防団員の協力を得て物資輸送に着手。

14：30 毎日・朝日・産経各新聞社に対し日高川及び有田川流域被害状況を
ヘリコプターで調査し、災害状況連絡を依頼。
請川村柿・上郷・下郷・大津荷・耳打に物資を支給。 『洪水』

第二次分救済用物資配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第804号」

第二次分救済用物資配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第804号の１」

第一次分救済用物資配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第804号の２」

和歌山県町村会、被害地視察のため来県した大臣国会議員らに緊急
援助の懇請、県水害対策本部と連携を保つ。

『救義』
「和町村会第351号」

古座町長から見舞状が送付される。 古座町長 請川村長 『救義』

７月20日

15：00 保安隊16名が御坊沖到着、上陸開始の報。
15：20 保安隊からフリゲート艦８隻和歌浦到着の報。

19：30

極東空軍に対して食糧投下誘導のため、巡査部長を伊丹飛行場に派遣。
鳥屋城署長から、石垣村宇井部落全滅、食糧皆無のため食糧空中投
下の依頼。
※ 以下、各地の調査派遣、被害状況報告等あるも本表では一部を除

き省略する。

７月20日

県議会で水害対策全員協議会を開催。被災状況・救援状況・公安状
況のほか各郡議員らが地元状況を報告。
国会でつなぎ融資額決定の連絡あり。
坂久五郎議員ら視察団が28日まで熊野川水系を視察する。
※『災害史』の記載のうち日付等不審あり。
新宮市紀南食糧卸組合の米６俵を国警ジープで三津ノ村へ輸送。本
宮、請川、三里までは人肩でローソク、マッチの一部を届ける。

災害救助法による救助方法と期間を通知。 東牟婁災害救助支隊長 各分隊長 『洪水』
「東民第804号の４」

大阪府中河内郡長吉村未亡人会から義捐が送付される。 大阪府中河内郡
長吉村未亡人会 『救義』

7.18水害救援対処方法及び協力を通知。 四村長 請川村長 『救義』
「四庶号外」

日本勧業銀行和歌山支店支店長から見舞状が送付される。 日本勧業銀行
和歌山支店長 請川村長 『救義』

和歌山県町村職員恩給組合職員から見舞状が送付される。 和歌山県町村職員
恩給組合職員 請川村役場職員 『救義』

大宏商会から見舞状が送付される。 大宏商会 請川村長 『救義』
海草郡西山東村長から見舞状が送付される。 海草郡西山東村長 請川村長 『救義』

７月21日

14：30 串本地区応急無線従事員、新宮地区応援のため開局。
国務省、農林政務次官、国会水害対策委員長ら和歌山来県の予定あり。
三津ノ村へ米30俵、九重村へ40俵をトラック輸送。西牟婁地方事
務所依頼の物資及び県第二次補給物資が調達され、トラックで四村
へ出発するも田辺本宮間のトラック不通箇所あるにより夕刻までに
到着できず。

民生部長より災害救助法による炊出し及び収容施設供与の旨、を通知。 東牟婁地方事務所長 各村長 『洪水』
「東民第814号」

請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打、婦人会に物資が支給される。 『洪水』
田辺市長から見舞状とから義捐が送付される。 田辺市長 請川村長 『救義』

「東民第804号」の罹災者用救済用物資配給割り当て変更を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第809号」

罹災者用救済用物資の配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第811号」

罹災者に対する現地調達物資の斡旋、配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第812号」

新宮市衣料品店組合、二見屋衣料店寄贈品配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第813号」

物資が送付される。 四村救援物資係 請川村長 『救義』
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年 月日 時刻 内容 差出・送り主等 宛先・受取り主等 請川村役場
文書の出典

昭和28年
(1953)

７月21日 学校図書株式会社・株式会社好学社から見舞状及び被災地区教科書
の準備ある旨を報告。

学校図書株式会社�
株式会社好学社 『救義』

７月22日

０：30 保安庁へ、日高川・貴志川・有田川・熊野川方面の食糧輸送のため
隊員2000名の派遣要請。

11：45 八幡村長から、有田川奥地に対する食糧投下の早急実施依頼あり、
対策本部へ連絡。

（午後） 新宮市連合婦人会の活動により市民から約30000点の衣料品が寄
贈され、市内の学校からは学用品が寄贈される。
新宮市内各学校職員により児童生徒のために寄付された雑誌を送付。 東牟婁地方教育長 各村対策本部 『救義』

12：30 和歌山CIC極東空軍への食糧投下要望に応えるため、具体的事項を
対策本部係員が直接交渉するよう通報あり。

16：25 本宮署長より、応援活動中の機動隊一個分隊を23日帰署の旨あり。

16：30 西牟婁地方事務所長より、本宮地区応援隊として消防団員120名今
朝７時出発の旨あり。

17：45 米軍飛行機から本宮地区方面に隊長名の激励ビラを撒布し、被災者
は奮起している旨本宮署長から報告あり。

※ 『救義』に激励
ビラ２点あり

18：20 CIC係官来庁し、本宮方面に対する食糧投下について隊長に連絡あり。
20：20 伊丹派遣本部員より、本日投下物資の状況について報告あり。

22：00
保安隊、福知山から800名、姫路から500名、千僧から150名（も
しくは200名）ら合計1500名が伊丹から出発。貴志川流域・日高川
流域・有田川流域のほか食糧輸送道路開発に配置予定。

23：00 極東空軍より、明日の投下物資につき投下場所の通報あり。
熊野川水系被害地への飛行機による空中輸送が行われる。
田辺卸組合から22日から23日にかけて20キロ入り200俵を輸送。
新宮市内衣料品店組合寄贈の衣料品をトラックで宮井へ輸送、プロ
ペラ船１隻を利用し宮井に滞貨した毛布、タオル等を本宮に送る。
請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打に物資が支給される。 『洪水』

物資が送付される。 四村水災村救
援物資係 請川村 『救義』

災害救援隊（西牟婁地区消防団）受入を依頼。 東牟婁支所
四村救援隊本部 請川村 『救義』

全国会臨時総会にて政府国会に対し災害に対する抜本的対策を樹立
することを要望する旨決議する。

『救義』
「和町村会第351号」

高田村長から見舞状が送付される。 高田村長 請川村長 『救義』
水害放送内容についての教示依頼、罹災者収容所等でのテレビ受信
機無料貸与計画のこと、ラジオ受信機の必要有無の回答依頼、当地
ラジオ受信機修理予定の報告等がなされる。

和歌山放送局長 請川村長 『救義』

７月23日

13：25 パラシュート回収についてCICより連絡あり、被災地区署長に対し
取りまとめ本部へ送付するよう指令。

16：30 天皇御名代として侍従差遣の旨、宮内庁より通報あり。
坂久五郎議員ら視察団、地方事務所職員を案内に奥熊野一帯を視察。
熊野川のプロペラ船による輸送が可能となる。２隻で60俵を本宮
村へ送り現地の実情に応じて配給。また、熊野川水系被害地への飛
行機による空中輸送が行われる。
県第三次補給物資が田辺に到着。婦人会寄贈品等をプロペラ船に積
込み。勝浦温泉組合から衣料・食器寄贈あり。
新宮市内各学校職員により児童生徒のために寄付された雑誌及び新
宮市内婦人会寄付の衣類が送付される。 東牟婁地方教育長 各村水害対策部 『救義』

新宮市連合婦人会協力、新宮市民寄贈衣料品の送付を通知。 東牟婁
災害救助支隊長

請川村
災害救助分隊長

『救義』
「東民第815号」

勝浦温泉旅館組合寄贈食糧衣類の送付を通知。 災害救助隊
東牟婁支隊長 請川村分隊長 『救義』

「東民第816号」
請川村小学校、大津荷・下郷・上郷・柿・耳打、作業隊・中学生・
富士屋に物資が支給される。 『洪水』

全国町村議会議長会理事・評議員会議において、東牟婁町村議会議
長会会長が今次災害の特異性と窮状を訴える。

『洪水』
「和町村議災第２号」

新宮市長から見舞状及び慰問品を送付。 新宮市長 請川村長 『救義』
事業主宛通知書（「事業主各位　水禍に際して」）の掲示周知を依頼。 和歌山労働基準局長 請川村長 『救義』

田辺市北新町金与紙店から見舞状及びノートの寄付がなされる。 田辺市北新町
金与紙店 請川村役場 『救義』

７月24日

４：00 隊長及び通訳付きで、災害状況を上空より視察のため伊丹航空基地
へ出発。

10：15 伊丹基地へ派遣の本部員から、本日の投下物資について、投下品種
と場所の報告あり。

16：00 米軍飛行機が本宮・三里・請川方面へ応急米三斗入り85俵の一部を
投下する。
町村長会の斡旋による寄贈品が逐次入荷（東牟婁地方）。
全国町村議会議長会臨時総会において、那賀・海草・東牟婁各郡町村
議会議長会会長や代理が出席し、今次災害の未曾有なる状態と復旧方
法について報告し、全国都道府県の協力を要望しその協力を約束。

『洪水』
「和町村議災第２号」

水害対策の経過及び今後の対策の方針を通知。 和歌山県町村会長 各町村長 『救義』
「和町村会第351号」

東牟婁郡町村会の提唱による救援物資送付が25日より始まる旨報告。 災害救助隊
東牟婁支隊長 請川村分隊長 『救義』

「東民第817号」
請川村長から県議会へ要望事項を提出。 請川村長 県議会 『救義』
各町村青年団緊急幹事会を開き対策を協議する。 『救義』
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年 月日 時刻 内容 差出・送り主等 宛先・受取り主等 請川村役場
文書の出典

昭和28年
(1953)

７月24日

水害に対する漂流物拾得届出周知の依頼がなされる。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打に物資が支給される。 『洪水』

物資が送付される。 四村水災村
救援物資係 請川村 『救義』

勝浦町役場から見舞状が送付される。 勝浦町役場 請川村長 『救義』

水害後処理の勤労奉仕を依頼。
請川村長
水害対策本部
作業責任者

各駐在員 『救義』

新宮市教職員組合東牟婁地方支部から市管内教職員生徒児童寄付金
が送付される。

新宮市教職員組合
東牟婁地方支部 水害対策本部 『救義』

７月25日

11：15 県下各地区署長に対し、死者・全壊・流失及び世帯主数等の調査を
至急行うよう指令。

16：40 大阪管区より被害地に食糧投下中の航空機の遭難手配あり、各署に
手配。

18：00 管区本部より、墜落飛行機の捜索を、十津川方面にも手配した旨通
報あり。
敷屋村へ56キロ入り100俵含め計190俵を送り配給する。
町村議会、いくつかの班に分かれ各政府国会に実情と対策について
協議要望する。

『洪水』
「和町村議災第２号」

請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打に物資が支給される。 『洪水』

新宮市衣料品組合及び城南中学校寄贈の衣料、マッチの配給を依頼。
和歌山県
災害救助隊
本宮支隊長

請川村長 『救義』

救援物資受領書の送付を依頼。
災害救助隊
東牟婁支隊
本宮村駐在所

請川村長 『救義』

水害による拾得物の届出周知の依頼がなされる。 東牟婁地方事務所長 被災地村長 『救義』
新宮市議会議長から見舞状が送付される。 新宮市議会議長 請川村議会議長 『救義』

７月26日

各郡会長会議において、県議会議員・県課長・町村会長らが災害対
策の具体策を協議する。

『洪水』
「和町村議災第２号」

請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打に物資が支給される。 『洪水』

物資を送付。 地方事務所
本宮駐在員 請川村長 『救義』

物資を送付。 新宮保健所 請川村長 『救義』

寄贈された救援物資の配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第820号」

災害救援物資の配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第820号の２」

罹災者用救援物資の配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長
『救義』

「東民第821号」、
「東民第823号」、
「東民第824号」

アメリカ軍放出救援物資の配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第822号」

町村会斡旋寄贈物資の配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第825号」

７月27日

請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打・請川小学校に物資が支給さ
れる。 『洪水』

東牟婁地方事務所長から関係村長へ、7.18水害復旧第一次緊急融資
あるため資料作成の依頼あり。 東牟婁地方事務所長 関係村長 『復旧融』

「東総第724号」
西向町婦人会・古座町婦人会及び青年会・勝浦町寄贈物資の配給を
依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』

「東民第832号」
7.18水害復旧第一次緊急融資の交付を通知。 東牟婁地方事務所長 関係村長 『復旧融』
和歌山県教職員組合東牟婁地方支部から見舞状及び寄付金が送付さ
れる。

和歌山県教職員組合
東牟婁地方支部

請川村
水害対策本部 『救義』

東牟婁郡青年団体連絡協議会長から請川村団長へ、緊急幹事会での
協議内容が報告される。

東牟婁郡
青年団体連絡
協議会長

請川村団長 『救義』

７月28日

一般全国民寄贈物資配給を依頼。 東牟婁支地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第836号」

役場職員被害状況の報告を依頼。 東牟婁郡町村会長 請川村長 『救義』
「東町村会第49号」

請川村出身生徒の罹災状況の報告を依頼。
和歌山県立
新宮高等学校
育友会長�
学校長

請川村長 『救義』

衆議院議員世耕弘一から生徒・学務資材のための義援金が送付される。 衆議院議員
世耕弘一 請川村長 『救義』

７月29日

「7.18水害復旧対策実行運動について」が送付され、活動内容を報告。
和歌山県
町村議町
会長平松宗一

各町村議会議長 『洪水』
「和町村議災第２号」

災害罹災者に対する住宅金融公庫特別貸付申込募集を通知。 幸福相互銀行
新宮支店 請川村

『洪水』
「災害罹災者
に対する住宅
金融公庫特別
貸付申込募集
について」
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年 月日 時刻 内容 差出・送り主等 宛先・受取り主等 請川村役場
文書の出典

昭和28年
(1953)

７月29日

災害建築物報告の提出を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『洪水』
「東総第720号」

請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打に物資が支給される。 『洪水』

被災地への小口村連合婦人会・青年協議会募集衣類の配布を依頼。 小口村 東牟婁地方
事務所民生課 『救義』

村議会において、７月18日の災害による請川小学校及び公営住宅・
一般住家建築のため大塔国有林資材払下げを可決する。

『請静建』
「議案第21号」

７月30日 請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打に物資が支給される。また、
米軍放出衣料の配給あり。 『洪水』

７月31日

13：25 県議会水害対策特別委員会が開催され、現地視察結果について各地
域代表者ごとに報告。

7.18水害復旧第一次緊急融資交付決定を通知。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『洪水』
「東総第724号」

請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打に物資が支給される。 『洪水』

新居浜市大島婦人一同から見舞状及び寄付金・物資が送付される。 新居浜市
大島婦人一同 『救義』

役場職員被害状況の報告を提出。 請川村長 東牟婁郡町村会長 『救義』

7.18水害義捐金を送付。 東牟婁地方事務所長 請川村長
『救義』

「東民第839号」、
「東民第839号の１」

学校建築用資材の使途、理由等を申請。 請川村長 新宮営林署長 『請静建』

８月１日

地方事務所（東牟婁地方事務所か）において水害被害に関する会議
を開催。 『洪水』

被災中小商工業者に対する応急復旧資金貸付を通知。 東牟婁地方事務所長 村長 『洪水』
「東経第1453号」

請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打に物資が支給される。 『洪水』
請川村議会定例会を祐川寺で開会。土地買収（校地か）について議論。 『村議』

釘の送付あり。 東牟婁地方
事務所建築係 請川村長 『応急仮』

８月３日
請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打に物資が支給される。 『洪水』

罹災者用救援物資配給措置を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第867号」

８月４日 請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打に物資が支給される。 『洪水』

８月５日

不測の事態における森林法第18条の適用方法を通知。 東牟婁地方
事務所長 請川村長 『洪水』

「東林第727号」
請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打に物資が支給される。 『洪水』
和歌山県知事から水害義捐金を送付。 和歌山県知事 請川村 『洪水』
新宮市民生課長から水害見舞金を送付。 新宮市民生課長 請川村長 『救義』
7.18水害仮設住宅建築工事及び半壊家屋補修工事着工を届出。 高西組請川出張所 請川村長 『応急仮』

８月６日

県への水害復旧陳情日程を通知。 川丈同僚会長 各村長 『洪水』
漂流物件拾得届出内容の周知。 三津ノ村役場 請川村役場 『洪水』
水害復旧対策について、国会審議中「昭和28年六月及び七月の大水
害の被害地域における災害救助に関する特別措置法案」等の送付あ
り。また、今災害での町村職員死亡者、自宅被災者の報告を依頼。

和歌山県町村会長 各町村長 『洪水』

請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打に物資が支給される。 『洪水』

８月７日

災害建築物報告がなされる。 請川村長 東牟婁地方事
務所長

『洪水』
「請庶第1130号」

寄贈義捐物資の配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長
『救義』

「東民第885号」、
「東民第886号」

８月８日

復旧用木材斡旋について申請開始を通知。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『洪水』
「東林第732号」

収容施設給与炊出しその他食品給与実施状況調査のための報告を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『洪水』
「東民第889号」

国の保有物資の罹災者に対する物資支給を通知。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『洪水』
「東民第891号」

7.18水害罹災者用義捐物資の配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『洪水』
「東民第901号」

皆瀬川部落代表から水害義援金を送付。 皆瀬川部落代表 請川村役場 『救義』

８月10日

7.18水害罹災者用義捐物資の配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『洪水』・『救義』
「東民第902号」

「昭和28年六月及び七月の大水害の被害地域における災害救助に関
する特別措置法案」可決の旨及び法案写本送付を連絡。

衆議院議員
世耕弘一 請川村長 『救義』

7.18水害半壊家屋補修工事完了の届出と、請川村建築委員の検査完
了を報告。 高西組出張所長 請川村長 『応急仮』

８月11日

水害功労者表彰のため該当の消防吏員・消防団員・消防機関の者に
関する申請開始を通知。 東牟婁地方事務所長 各町村長 『洪水』

「東総第786号」
請川村大津荷・下郷・上郷・柿・耳打に物資が支給される。 『洪水』

罹災者用義捐物資配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長
『救義』
「東民第号」
※番号なし

８月12日
災害地応急かまど構築講習会を開催する旨を通知。 東牟婁地方事務所長 災害地各村長 『救義』

「東経第1537号」

災害復興事業に関する労働保険料を送付。 請川村長 新宮労働基準
監督署長 『請静建』
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年 月日 時刻 内容 差出・送り主等 宛先・受取り主等 請川村役場
文書の出典

昭和28年
(1953)

８月13日
罹災者用義捐物資の配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長

『救義』
「東民第907号」、
「東民第908号」

応急住宅及び公営住宅施工の期間、能力、職人配置等計画内容を通知。 東牟婁地方
事務所建築主事 請川村長 『応急住』

「東総建第795号」

８月15日

移動相談所開設通知と周知の依頼がなされる。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東総第800号」

和歌山市長から見舞状及び義捐を送付。（受領印日付） 和歌山市長 請川村長 『救義』
和歌山県東牟婁郡西向町立西向中学校長から大塔キャンプ隊・西向
中学校生徒の寄付金を送付。

和歌山県東牟婁郡
西向町立西向中学校長 請川村長 『救義』

請川村長と高西組とが、請川中学校建築工事請負契約を締結。 『請小中』

８月17日

田辺市役所職員一同から見舞状及び寄付金を送付。 田辺市役所職員一同 請川村長 『救義』

7.18水害義捐金を送付。 東牟婁地方事務所長�
東牟婁町村会長 請川村長

『救義』
「東民第921
号」

7.18水害義捐金を送付。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第925号」

８月18日
各寄付者へ礼状を送付。 請川村 各寄付者 『救義』
7.18水害応急仮設住宅建築工事完成を届出。 高西組出張所長 請川村長 『応急仮』
7.18災害による応急住宅検査完了を報告。 請川村建築委員 請川村長

８月19日 請川村長及び職員から礼状を送付。 請川村長及び職員 『救義』

８月22日
電話にて照会のあった職員災害状況を報告。 請川村長 東牟婁地方

事務所長 『洪水』

7.18水害の参考資料として各方面治山事業の今後の計画調査資料と
するため治山事業と水害に関する項目について調査回答を依頼。

東牟婁地方
事務所長 村長 『洪水』

「東林第752号」

８月24日 第二次7.18水害義捐金を送付。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第954号」

８月27日 災害復旧費総額について結果変更の可能性ある旨を通知。 県耕地第一課 請川村長 『洪水』

８月28日

7.18水害による悲話美談等の報告を依頼。 東牟婁地方事務所長 『洪水』
「東総第849号」

7.18水害による墓地、火葬場の堆積土砂排除のための調査回答を依頼。 和歌山県衛生部長 請川村長 『洪水』
「公衛第2049号」

第三次7.18水害義捐金を送付。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第962号」

８月30日
小口村から見舞状、義捐金を送付。
また、７月29日に小口村から東牟婁地方事務所民生課へ、小口村連
合婦人会・青年協議会募集衣類を被災地へ配布依頼した旨を報告。

小口村 請川村長 『救義』

９月 神戸和歌山県人会会長から見舞状・手拭を送付。（日付不明） 神戸和歌山
県人会会長 請川村長 『救義』

９月３日
災害救助法による住宅応急修理取り扱い方法を通知。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『応急住』

「東民第968号」
災害救助法による住宅の応急修理の対象、金額等割り当てと取り扱
いを通知。 東牟婁地方事務所 請川村長 『応急住』

「東民第97■号」

９月６日 7.18水害による経費調を報告。 請川村長 東牟婁地方事
務所

『洪水』
「請第1495号」

請川村長が和歌山県より7.18水害復旧資金として金１万円を借用する。 和歌山県 請川村長 『復旧融』

９月７日 応急住宅及び公営住宅の工事契約、建設賃金の支払方法を通知。 東牟婁地方事務所
建築主事 請川村長 『応急住』

「東総建第898号」

９月11日 東牟婁支会長から南近畿水害NHKたすけあい運動義捐金を送付。 東牟婁支会長 請川村分会長 『救義』
「東民第1036号」

９月17日

和歌山県福祉協議会長・市長会長・町村会長等から夜具を送付。
和歌山県福祉議会長�
市長会長�
町村会長等

市町村長 『救義』

第四次7.18水害義援金を送付。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第1058号」

7.18水害義捐金を送付。 東牟婁地方事務所長�
東牟婁町村会長 請川村長 『救義』

「東民第1059号」

９月22日 第三次今次水害による義捐金を送付。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第1073号」

９月24日 7.18水害及び台風13号被害の復旧を審議する議会定例会を開催。
９月28日 7.18水害及び台風13号被害の復旧を審議する議会定例会を開催。

９月30日

7.18水害及び台風13号被害の復旧を審議する議会定例会を開催。 
※以降、本表では省略するが、12月及び昭和29年も議会定例会で
水害復旧の審議がなされている。なお、昭和29年６月29日議会定
例会にて、7.18水害の１周年記念事業について知事に対して質疑が
あり、知事より県の災害史編纂のことを回答する。

10月１日 請川村長から米国仏教団へ、衣類寄贈の礼状を送付。（米国仏教団
からの寄贈の書状あり） 請川村長 米国仏教団 『救義』

文部省査定官指示により新校舎用地買収並に工事費補助申請書を提出。 請川村長�
教育委員会委員長 東牟婁地方教育局長 『害復旧』

10月２日 請川村長から、7.18水害による第三次義捐金配分について協議出席
を依頼。 請川村長 『救義』

「請号外」

10月３日 7.18水害による罹災者に対し給与した応急救援物資購入配分表を送付。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民号外」

10月15日 応急住宅竣工届を提出。 請川村長 和歌山県知事 『応急住』
「請第1573号」
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年 月日 時刻 内容 差出・送り主等 宛先・受取り主等 請川村役場
文書の出典

昭和28年
(1953)

10月16日 見舞金受領を報告。 請川村長 熊野川電源
開発株式会社 『救義』

10月21日 緊急融資借入金及び支出金調書を提出。 請川村長 『復旧融』
11月１日 市町村応急救助費繰替支弁金（罹災者応急救助活動経費）を請求する。 請川村長 和歌山県知事 『洪水』

11月４日
請川村議会定例会を村役場で開会。請川村災害復旧農業土木事業費
特別会計歳入出予算、地元負担金徴収条例制定、学校建築費歳入出
予算について議論。

『村議』

11月５日 大阪福島野田婦人会長からタオルを送付。 大阪福島
野田婦人会長 請川村長 『救義』

11月６日 応急住宅竣工届を提出。 請川村長 和歌山県知事 『応急住』

11月10日 請川村長から大阪福島野田婦人会長へ、義捐金・物資寄贈の礼状を
送付。 請川村長 大阪福島

野田婦人会長 『救義』

11月14日 災害緊急融資使用状況調査のため書類作成を依頼。 東牟婁地方事務所長 各町村長 『復旧融』
「東総第1179号」

11月25日
請川村議会臨時会を村役場で開会。特別会計歳入出予算・災害によ
る公営住宅・応急住宅建設について議論。 『村議』

応急住宅建設戸数を提出。 請川村長 『応急住』

12月12日 7.18水害による応急仮設住宅入居者名簿作成及び民生課宛に提出を
依頼。 東牟婁地方事務所長 関係町村長 『応急住』

「東民第1420号」

12月14日 公立学校設備・備品災害報告提出を依頼。 東牟婁地方教育局長 各地方教育委員会 『害復旧』
「教東第368号」

12月15日 請川中学校建築工事のため手伝奉仕人差配を依頼。 請川村長 駐在員 『請静建』

12月19日
7.18水害市町村応急救助繰替支弁清算書記入方法説明会開催を通知。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『応急住』

「東民第1436号」

応急仮設住宅状況報告を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『応急住』
「東民第1437号」

12月24日

第四次7.18水害義捐金を送付。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第1424号」

7.18水害及び台風13号義捐金追加分を送付。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第1466号」

日本赤十字社災害義援金及び物資の配給を依頼。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『救義』
「東民第1475号」

12月25日 災害救助法による住宅応急修理竣工を通知。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『応急住』
「東民第1494号」

12月30日 災害義援金受領書を送付。 請川村長 東牟婁地方事務所長 『救義』

昭和29年
（1954）

１月１日 請川村長が和歌山県から、7.18水害緊急復旧資金として金671万円
を借用する。 『復旧融』

１月６日 義捐金、物資の受領書を送付。 請川村長 東牟婁地方事務所長 『救義』

１月７日 昭和28年発生災害緊急融資借替手続きを依頼。 東牟婁地方事務所長 各町村長 『復旧融』
「東総第32号」

１月12日 請川村長から日本赤十字社和歌山市部へ、義捐感謝状を送付。 請川村長 日本赤十字社
和歌山市部 『救義』

１月25日 昭和28年水害による中・小学校、公民館復興資材として払下げを申請。 請川村長 新宮営林署長 『請静建』

２月13日 災害校舎復旧国庫補助金について原案を文部省に携行し承諾を得る
旨を通知。※年は推定。

和歌山県教育委員会
委員坪野賢三 請川村長 『請静建』

２月22日 昭和28年度発生災害による公立学校施設災害復旧費国庫負担申請書
作成方法を通知。 東牟婁地方教育局長 各地方委員会 『請静建』

「教東第459号」

３月９日 市町村繰替支弁応急救助費精算監査実施を通知。 和歌山県民生課長 請川村長 『救義』
「厚第232号」

３月13日
請川村議会定例会を富士屋旅館で開会。災害復旧工事立替施行・災
害復旧農業土木事業費特別会計歳入出予算・負担金徴収条例制定・
学校建築歳入出予算について議論する。

『村議』

３月17日 請川小学校復旧費増額を陳情する。 請川村長 和歌山県教育局長 『請静建』
「請第380号」

３月23日 学校建築敷地工事における村民労力奉仕依頼を通知。 請川村長 『請静建』
「請号外」

３月30日 国庫補助金及び負担金の交付申請を通知。 東牟婁地方教育局長 該当市町村教育長 『請静建』
「教東第499号」

請川中学校増築が竣工。 『請公落』

３月31日 昭和28年水害により被害を受けた市町村の起債の特例法による対策
費起債について調査提出を依頼。 東牟婁地方事務所長 各町村長 『復旧融』

「東総第559号」

４月８日 昭和28年度公立文教施設国庫負担（補助）事業実施上の諸注意を通知。 和歌山県教育長 該当市町村長 『請静建』
「学第182号」

４月26日 中・小学校復旧整備起債並びに補助に関して各省庁との折衝状況の
中間報告。

衆議院議員
世耕弘一 『請静建』

５月 請川小学校鉄筋建築許可がおりる。 『請公落』
５月22日 請川小学校建築についての協議会開催を通知。 請川村長 村会議員 『請静建』

６月８日 請川小学校建築にかかる経費についての嘆願書を提出。 請川村長�
教育委員長 和歌山県教育長 『請静建』

６月10日 昭和28年度災害応急救助費繰替支弁再度監査を通知。 和歌山県民生部長 請川村長 『応急仮』
「厚第608号」

６月11日 昭和28年度文教施設国庫補助（負担）事業予備監査実施を通知。 東牟婁地方教育局長 請川村教育委員会 『請静建』
「教東第930号」

６月17日 静川小学校新校舎建設促進要望書を提出。 静川学区民代表者 請川村長 『請静建』
７月１日 請川村長と工事請負人とが請川中学校運動場工事請負契約を締結。 『請小中』

７月12日 災害救助法による応急仮設住宅の払下げ申請開始を通知。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『応急仮』
「東民第851号」



― 85 ― （16）

年 月日 時刻 内容 差出・送り主等 宛先・受取り主等 請川村役場
文書の出典

昭和29年
（1954）

７月13日 小学校設計図面を送付。 和歌山支所
（高西組か） 請川村長 『請静建』

７月16日 災害応急仮設住宅払下げ申請書を提出。 請川村長 和歌山県知事 『応急仮』
「東民第863号」

７月28日 請川小学校新築設計料内金受領を通知。 日建設計工務株式会社 請川村長 『請静建』
８月15日 請川村長、６月17日提出の静川小学校新校舎建設促進要望書を受領。 請川村長 『請静建』
８月18日 請川小学校物置小屋競争入札周知の依頼がなされる。※年は推定。 請川村長 駐在員 『請静建』

８月25日
請川村長と高西組請川出張所とが、請川小学校建築の工事請負契約
を締結。
また、請川小学校新築工事着工を届出。

高西組請川出張所 請川村長 『請小中』

８月28日 請川小学校新築工事設計料残額受領を通知。 日建設計工務株式会社 請川村長 『請静建』

８月29日 災害救助法による応急仮住宅の払下げ認可を通知。 東牟婁地方事務所長 請川村長 『応急仮』
「東民第851号」

９月１日 村議会において、請川・静川小学校建築工事は高西組と契約する議
案を提出。 『請静建』

９月29日 建築過程を報告。 請川村長 請川村議会議員 『請静建』

10月２日 静川小学校建築において学区内手伝奉仕差配を依頼。
請川村長�
教育委員長�
静川PTA会長

駐在員 『請静建』

10月６日 小学校建築援助を依頼。
請川村長�
村会議長�

教育委員会委員長
『請公落』

10月13日 請川村長と高西組出張所とが、請川中学校工作物復旧の工事請負契
約を締結。また、請川中学校工作物復旧工事着工を届出。 高西組出張所 請川村長 『請小中』

10月28日 砂利・砂払下げ許可を通知。 新宮土木出張所長 請川村長
『請静建』
「新宮土木出張所
指令第2470号」

11月11日 昭和29年度公立学校施設補助事業事務処理方法を通知。 和歌山県教育長 該当市町村長
教育委員会

『請静建』
「学第696号」

11月20日 請川中学校工作物復旧工事竣工を届出。 高西組出張所 請川村長 『請小中』

12月 文教施設災害一時借入金を返還。（日不明。受領印日付は13日か
18日） 請川村長 和歌山県出納長 『復旧融』

12月９日 文教施設関係工事請負事業主名の照会あり。 和歌山労働基準局
労災課 市町村長 『請静建』

「和基災第2197号」

12月10日 公立文教施設関係法令説明会及び同補助事業事務処理説明会の開催
を通知。 東牟婁地方教育長 各地方教育委員会 『請静建』

「教東第280号」

12月15日 静川小学校落成式執行を通知。 請川村長�
教育委員会委員長 『請静建』

12月16日 昭和28年災害起債特例法に基づく地方債元利補給交付申請を通知。 東牟婁地方事務所長 各町村長 『復旧融』
「東総第1664号」

12月20日 請川村長から高西組へ、静川小学校建築建築感謝状あり。
また、請川村長から潮岬村大工棟梁へ、静川小学校建築感謝状あり。 請川村長 高西組・潮岬村大工棟梁 『請静建』

昭和30年
（1955）

１月20日 請川村長と高西組請川出張所とが、請川小学校住宅建築請負契約を
締結。また、請川小学校住宅建築工事着工を届出。 高西組請川出張所 請川村長 『請小中』

１月24日 昭和29年度の国庫費負担枠県査定額通知及び係員派遣を依頼。 和歌山県
教育庁学事課 請川村教育委員会 『請静建』

１月29日 請川中学校監査に関わる回答を報告。 請川村役場 施設係長 『請公落』

１月30日 請川村長と高西組出張所とが請川公民館建築工事請負契約を締結。�
また、請川公民館新築工事着工を届出。 高西組出張所 請川村長 『請小中』

２月10日 公立学校施設補助事業の成功認定検査実施を通知。 東牟婁教育局長 各地教育委員会 『請静建』

２月19日 公立文教施設費による国庫負担（補助）事業廃止と変更を通知。 東牟婁地方教育局長 各地方教育委員会 『請静建』
「教東351号」

２月25日 請川小学校竣工式等打合せを通知。 請川村長 請川学区内駐在員 『請静建』
「教東第339号」

３月９日 請川小学校炊事室兼宿直室、便所の競争入札周知を依頼。 請川村長 駐在員 『請静建』

３月11日 昭和29年度公立社会教育施設災害復旧事業の計画変更の承認申請方
法を通知。 和歌山県教育長 請川村教育委員会 『請静建』

３月16日 昭和29年度国庫負担金交付申請書について係員派遣を依頼。 学事課長 請川村教育委員会 『請静建』
「学第142号」

３月22日 昭和29年度公立文教施設費による国庫負担（補助）次号の実施状況
について調査報告を依頼。 東牟婁地方教育局長 各地教育委員会 『請静建』

「教東36号」

３月24日 昭和29年度公立諸学校建物其の他災害復旧費補助金交付金額内訳書
を送付。 文部大臣 和歌山県

管下市町村
『請静建』

「文施助第330号」

３月31日
請川小学校新築工事・請川小学校住宅建築工事竣工の届出あり、和
歌山県技師建築主事が竣工認定書を発行する。
また、請川公民館新築工事竣工を届出。

高西組
請川出張所 請川村長 『請小中』

４月13日 昭和29年度公立文教施設災害復旧費による国庫負担金の決定ならび
に交付を通知。

『請静建』
「学第208号」

４月25日 請川小学校及び公民館の落成式開催。式開催にかかわる諸々の案
内、派遣依頼状等あり。 『請公落』

７月14日 公立文教施設費による国庫補助事業の成功認定実施方法を通知。 東牟婁地方局長 各地方教育委員会 『請静建』
「教東91号」

７月18日 成功認定申請書を提出。 請川村教育委員会 文部大臣 『請静建』
「請教第19号」

４月25日 公立文教施設費による国庫負担（補助）事業費の清算について書類
提出を依頼。 東牟婁地方教育局長 各地方委員会 『請静建』

「教東第11号」
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四
、
請
川
村
の
復
旧
過
程

【
復
旧
施
策
】　【
資
料
①
】
は
、
東
牟
婁
災
害
救
助
支
隊
長
（
東
牟
婁
郡
地
方
事
務
所
長
池
田

新
之
助
。
図
１
参
照
）
か
ら
分
隊
長
（
各
村
長
か
。
請
川
村
長
は
日
浦
亦
彦
）
に
宛
て
た
通
知

で
あ
る
。
七
月
十
八
日
、
災
害
救
助
法
が
発
動
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
救
助

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
救
助
・
支
援
の
基
本
方
針
と
し
て
、
各
種
経
費
・
期
間
・
食
料
・

生
活
必
需
品
等
・
学
用
品
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　【
資
料
②
】
は
、
請
川
村
に
隣
接
す
る
四
村
村
長
か
ら
請
川
村
村
長
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
四
村
は
、
請
川
村
の
北
に
位
置
す
る
村
で（
地
図
２
参
照
）、
昭
和
二
十
八
年
時
の
人
口
は
二
、

五
六
〇
人
、
世
帯
数
は
五
〇
二
戸
で
あ
る
。
先
述
し
た
坂
久
五
郎
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
四
村
は

比
較
的
被
害
が
少
な
く
、
出
水
と
見
る
や
す
ぐ
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、
村
民
一
体
で
隣
村
の

救
援
作
業
に
あ
た
っ
た
と
い
う
（『
災
害
史
』）。

　
編
成
目
的
に
「
国
家
及
び
県
の
救
護
に
先
立
ち
、
罹
災
者
の
救
恤
及
び
復
旧
差
事
業
に
応
急

適
切
な
る
措
置
を
講
じ
る
」
と
あ
る
。
熊
野
川
流
域
の
村
々
は
、
災
害
に
よ
り
交
通
が
寸
断
さ

れ
や
す
く
、
郡
外
か
ら
の
支
援
が
す
ぐ
に
は
届
き
難
い
。
救
助
活
動
に
お
け
る
初
動
対
応
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
救
援
の
対
象
と
期
間
、
方
法
は
、
被
害
の
程
度
と
復
旧

状
況
に
よ
っ
て
類
別
さ
れ
て
い
る
。
対
象
は
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
三
里
・
本
宮
・
請
川
各
村

で
あ
り
、
救
援
部
隊
を
持
た
な
い
本
宮
村
を
重
点
的
に
救
助
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
坂
久
五
郎
の
報
告
に
は
、

被
災
地
に
お
け
る
住
民
諸
君
が
、
あ
の
荒
廃
し
た
惨
憺
た
る
中
に
あ
つ
て
、
泥
と
汗
ま

み
れ
に
な
り
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
排
除
い
た
し
ま
し
て
、
ひ
た
す
ら
村
の
復
興

と
郷
土
の
再
建
に
奮
起
し
お
り
ま
す
（
中
略
）
東
西
両
牟
婁
郡
の
各
町
村
が
連
日
に
わ

た
り
消
防
団
、
青
年
団
を
動
員
い
た
し
ま
し
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
、
一
意
罹
災
民
の
救

援
に
当
ら
れ
ま
し
た

と
あ
る
。
四
村
の
救
助
隊
と
同
じ
く
、
各
種
団
体
・
村
民
に
よ
る
救
援
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。

報
告
の
通
り
、
西
牟
婁
・
東
牟
婁
両
郡
の
各
町
村
か
ら
連
日
消
防
団
・
青
年
団
が
派
遣
さ
れ
救

援
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
が
【
資
料
③
】
と
【
資
料
⑤
】
で
あ
る
。

　【
資
料
③
】
は
消
防
団
の
派
遣
に
関
す
る
文
書
で
、【
資
料
⑤
】
は
東
牟
婁
郡
青
年
団
体
連
絡

協
議
会
長
か
ら
請
川
村
青
年
団
に
宛
て
た
文
書
で
あ
る
。
本
水
害
の
救
援
活
動
に
お
い
て
消
防

団
と
青
年
団
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
こ
と
が
坂
久
五
郎
の
報
告
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。

前
掲
【
資
料
②
】
の
四
村
救
援
隊
で
も
、
青
年
団
は
協
力
団
体
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

青
年
団
で
は
、
具
体
的
に
は
支
援
物
資
や
義
援
金
の
収
集
と
送
付
を
行
い
、
ま
た
、
出
動
し
て

い
な
い
団
体
以
外
で
も
適
宜
復
旧
活
動
に
従
事
す
る
労
力
奉
仕
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
消
防
団
や
青
年
団
な
ど
、
村
外
か
ら
の
救
援
部
隊
を
受
け
入
れ
つ
つ
村
内
で
も
再
建
に
向
け

た
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
が
【
資
料
④
】
で
あ
る
。
具
体
的
な
作
業
内
容
は
詳
ら

か
で
な
い
が
、
持
参
す
る
道
具
に
「
よ
き
」（
斧
）・「
の
こ
」（
鋸
）・「
え
ん
ぴ
」（
円
匙
。
小

型
の
シ
ャ
ベ
ル
。）
と
あ
る
か
ら
泥
土
・
流
木
処
理
の
作
業
が
中
心
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
水
害
発
生
の
数
日
後
、
消
防
団
や
青
年
団
な
ど
に
よ
る
復
旧
支
援
や
、
支
援

物
資
の
送
付
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
和
歌
山
放
送
局
か
ら
も
援
助
の
申
し
出
が
伝
え
ら
れ
た
。

（17）

図１　『和歌山県災害史』230頁より
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　【
資
料
⑥
】
に
は
、
水
害
の
惨
状
を
全
国
に
知
ら
せ
る
べ
く
、
現
地
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

申
し
出
願
う
と
と
も
に
、
罹
災
者
が
集
ま
る
収
容
所
に
お
い
て
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
配
布
を
行
う

こ
と
、
個
々
の
家
庭
に
お
い
て
は
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
修
理
を
行
う
旨
を
記
し
て
い
る
。

　
ラ
ジ
オ
は
被
災
地
に
お
け
る
娯
楽
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
が
、
次
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
交
通
の
遮
断
に
よ
っ
て
水
害
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
デ
マ
が

は
び
こ
っ
て
い
た
当
時
の
状
況
下
に
お
い
て
は
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
被
災
者
が
正
確
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。

　【
資
料
⑦
】
及
び
【
資
料
⑧
】
の
よ
う
に
、
罹
災
者
宛
の
ビ
ラ
も
作
成
さ
れ
た
。
罹
災
者
へ

の
激
励
と
救
援
物
資
空
中
投
下
の
連
絡
の
こ
と
、
デ
マ
の
注
意
喚
起
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　『
災
害
史
』
に
は
、
七
月
二
十
二
日
に
米
軍
飛
行
機
か
ら
本
宮
地
区
方
面
に
激
励
ビ
ラ
を
撒

布
し
た
こ
と
、
二
十
三
日
及
び
二
十
四
日
に
本
宮
方
面
で
食
糧
投
下
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。『
災
害
史
』
の
記
述
に
鑑
み
る
と
、【
資
料
⑦
】
は
二
十
二
日
に
、【
資
料
⑧
】

は
ア
メ
リ
カ
軍
飛
行
機
か
ら
の
食
糧
投
下
と
同
時
に
撒
か
れ
た
ビ
ラ
と
思
わ
れ
る
。

　
被
災
地
を
見
捨
て
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
加
え
、
デ
マ
へ
の
注
意
喚
起
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
さ
れ
る
。
総
理
府
国
立
世
論
調
査
所
が
行
っ
た
七・一
八
水
害
の
調
査
に
は）

（1
（

、

デ
マ
或
い
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
も
、
当
時
は
或
る
程
度
あ
り
、
そ
の
内
容
は
被
害
の

過
大
、
天
然
ダ
ム
、
貯
水
池
な
ど
の
決
潰
の
如
き
、
恐
怖
的
デ
マ
が
大
部
分
で
あ
っ
た（
中

略
）
河
川
の
上
中
流
域
の
地
区
で
は
、
正
し
い
情
報
が
た
り
ず
、
た
め
に
デ
マ
と
正
し

い
情
報
と
の
識
別
が
出
来
ぬ
危
険
性
が
み
と
め
ら
れ
た

と
あ
る
。
七・一
八
水
害
に
お
い
て
は
割
合
多
く
の
デ
マ
が
発
生
し
た
よ
う
で
、
デ
マ
を
聞
い

た
も
の
は
全
体
の
二
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
結
果
だ
っ
た
（
同
年
、
九
州
地
方
で
死
者
・
行

方
不
明
者
約
一
、〇
〇
〇
人
を
出
し
た
昭
和
二
十
八
年
西
日
本
大
水
害
で
は
、
デ
マ
を
聞
い
た

も
の
は
全
体
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
）。
デ
マ
の
具
体
的
な
内
容
は
、
和
歌
山
市
・
海
南
市
・

箕
島
町
が
全
滅
、
暴
動
（
集
団
強
盗
）、
革
命
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
調
査
所
は
、

罹
災
者
は
正
し
い
情
報
を
与
え
、
デ
マ
と
正
し
い
情
報
を
区
別
出
来
る
力
を
与
え
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
り
、
こ
の
点
本
災
害
に
あ
つ
て
は
、
中
、
上
流
域
の
村
に
あ
つ
て
は
食

糧
の
補
給
に
逐
わ
れ
て
、
そ
こ
ま
で
及
び
得
な
か
つ
た
の
が
実
情
で
あ
ろ
う

と
評
価
し
て
い
る
。【
資
料
⑦
】
及
び
【
資
料
⑧
】
か
ら
も
、
水
害
発
生
後
数
日
の
う
ち
に
デ

マ
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
、
県
で
も
デ
マ
の
発
生
と
そ
の
危
険
性
に
つ
い
て
把
握
し
て
お
り
、

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
世
論
調
査
所
の
調
査
結
果
に
表
れ
て
い
る
よ
う

に
、
デ
マ
の
根
絶
は
困
難
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
は
七
月
中
の
お
も
な
動
向
で
あ
る
。
水
害
か
ら
お
よ
そ
一
ヶ
月
経
過
し
た
八
月
の
半
ば

に
入
り
、
被
災
地
に
お
け
る
生
活
再
建
の
た
め
の
各
種
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。【
資

料
⑨
】
で
は
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
三
里
・
本
宮
・
請
川
各
村
に
お
い
て
各
家
庭
で
の
応
急
か

ま
ど
構
築
の
た
め
の
講
習
会
を
実
施
す
る
旨
を
通
知
し
て
い
る
。【
資
料
⑩
】
で
も
、
前
掲
三

ヶ
村
に
敷
屋
村
を
加
え
た
四
ヶ
村
に
お
い
て
、
職
員
を
派
遣
し
生
活
・
生
業
、
具
体
的
に
は
農

林
業
、
厚
生
・
住
宅
、
土
木
事
業
に
関
す
る
相
談
会
を
実
施
す
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。

　
熊
野
川
の
洪
水
に
よ
り
流
域
の
村
々
の
家
屋
に
損
壊
が
生
じ
た
が
、
当
然
被
害
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。【
資
料
⑪
】
は
、
三
津
ノ
村
か
ら
の
漂
流
物
拾
得
に
関
す
る
通
知
で
あ
る
。

三
津
ノ
村
は
、
請
川
村
よ
り
も
熊
野
川
下
流
に
位
置
し
て
お
り
、
洪
水
に
よ
り
上
流
の
村
か
ら

様
々
な
も
の
が
流
れ
着
い
た
。
洪
水
に
よ
っ
て
家
財
な
ど
が
流
失
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
里
・

本
宮
・
請
川
各
村
で
全
壊
し
た
家
や
浸
水
し
た
家
が
多
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
三
津
ノ
村

か
ら
の
本
通
知
で
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
流
失
し
た
も
の
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
ろ
う
。

　
政
府
な
ど
に
よ
る
積
極
的
な
救
援
を
訴
え
る
運
動
も
活
発
で
あ
っ
た
。【
資
料
⑫
】
か
ら
【
資

料
⑭
】
は
和
歌
山
県
町
村
会
長
戸
西
倍
一
及
び
和
歌
山
県
町
村
議
長
会
長
平
松
宗
一
か
ら
届
い

た
、
七・一
八
水
害
復
旧
運
動
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
。

　
和
歌
山
県
町
村
会
で
は
、
十
八
日
の
水
害
発
生
時
に
す
ぐ
さ
ま
政
府
関
係
機
関
、
各
政
党
本

部
、
議
員
ら
に
救
援
依
頼
を
打
電
し
、
十
九
日
に
は
被
害
状
況
確
認
の
た
め
来
県
し
た
大
臣
、

議
員
ら
に
援
助
を
懇
請
し
て
い
た
。
二
十
二
日
に
は
全
国
会
臨
時
総
会
に
お
い
て
政
府
及
び
国

会
に
対
す
る
活
動
方
針
や
要
望
事
項
を
決
議
し
て
い
る
（
以
上
【
資
料
⑫
】）。

　
二
十
三
日
か
ら
、
和
歌
山
県
町
村
議
長
会
長
ら
に
よ
っ
て
水
害
復
旧
運
動
を
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
、
国
会
議
員
、
中
央
省
庁
な
ど
に
対
し
て
展
開
し
て
い
る
。
二
十
三・二
十
四
日
は
、

県
内
各
郡
町
村
議
長
会
が
会
議
・
総
会
に
出
席
し
、
被
害
の
窮
状
を
訴
え
、
復
旧
協
力
を
要
望

し
て
い
る
。
二
十
五
日
は
、
会
長
代
理
ら
が
上
京
し
、
複
数
の
班
に
わ
か
れ
て
陳
情
・
要
望
を

（18）
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行
っ
た
。
第
一
班
は
、
衆
議
院
や
各
省
庁
・
大
臣
に
対
し
て
、
第
二
班
は
、
各
政
党
の
委
員
長

ら
と
の
面
会
を
望
み
、
水
害
の
実
情
を
伝
え
、
特
別
立
法
の
法
制
化
を
要
望
し
た
。
県
町
村
議

長
会
と
面
接
し
た
、「
紀
州
の
勢
に
通
じ
て
い
る
」
自
由
党
幹
事
長
の
佐
藤
栄
作
は
、
和
歌
山

山
間
部
の
道
路
復
旧
に
つ
い
て
特
に
力
説
し
、
和
歌
山
県
災
害
の
特
異
性
を
懇
談
す
る
と
と
も

に
復
旧
対
策
を
約
束
し
た
と
い
う
（
以
上
【
資
料
⑬
】）。

　
八
月
に
は
、
和
歌
山
県
町
村
会
も
上
京
し
、
町
村
議
長
会
各
郡
会
長
、
県
議
会
ら
と
と
も
に

陳
情
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、【
資
料
⑭
】
に
み
え
る
「
昭
和
二
十
八
年
六
月
及
び
七
月

の
大
水
害
の
被
害
地
域
に
お
け
る
災
害
救
助
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
案
に
つ
い
て
、
法
の

適
用
範
囲
や
予
算
の
問
題
は
残
る
た
め
、
送
付
す
る
法
案
の
写
し
で
事
前
に
精
査
し
て
お
く
こ

と
を
各
村
長
に
要
請
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
水
害
発
生
直
後
か
ら
和
歌
山
県
町
村
会
、
町
村
議
長
会
ら
は
復
旧
に
む
け

て
の
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
被
災
地
へ
逐
一
経
過
報
告
を
行
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
県
出
身
の
国
会
議
員
に
よ
る
運
動
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。【
資
料
⑮
】
の
差
出
人
で

あ
る
世
耕
弘
一
（
敷
屋
村
〔
現
田
辺
市
本
宮
町
敷
屋
及
び
新
宮
市
熊
野
川
町
西
敷
屋
〕
出
身
）

は
、『
災
害
史
』
に
よ
れ
ば
、
七・一
八
水
害
発
生
の
翌
日
、
衆
議
院
議
員
辻
原
弘
市
（
田
辺
町

〔
当
時
〕
出
身
）・
坊
秀
男
（
天
野
村
〔
現
か
つ
ら
ぎ
町
〕
出
身
）
と
と
も
に
来
県
し
、
東
京
で

の
動
向
を
伝
え
、
ま
た
、
被
災
地
の
視
察
を
行
っ
た
。
故
郷
と
そ
の
周
辺
の
村
々
の
惨
状
を
目

に
し
た
世
耕
弘
一
の
そ
の
後
の
動
向
の
一
端
に
つ
い
て
は
、『
請
川
村
役
場
文
書
』
の
七・一
八

水
害
関
係
資
料
に
収
録
さ
れ
た
【
資
料
⑮
】
を
含
む
三
点
の
世
耕
弘
一
の
書
簡
か
ら
判
明
す
る
。

こ
れ
ら
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
後
誠
介
氏
に
よ
る
紹
介
と
考
察
が
あ
る）

（1
（

。

　「
災
害
救
助
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
」
と
は
、【
資
料
⑭
】
で
も
触
れ
た
「
昭
和
二
十
八
年

六
月
及
び
七
月
の
大
水
害
の
被
害
地
域
に
お
け
る
災
害
救
助
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
案
で

あ
る
。
和
歌
山
県
町
村
会
で
も
事
前
に
、
審
議
中
の
法
案
の
概
要
に
つ
い
て
各
村
に
伝
達
し
て

い
た
が
、
世
耕
弘
一
の
十
日
付
の
書
簡
に
は
、
法
案
が
可
決
し
、
案
の
写
を
作
成
し
て
送
る
の

で
和
歌
山
県
と
も
十
分
に
打
ち
合
わ
せ
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。「
早
急
写
本
作
製
致
候
た
め
脱

字
な
ど
あ
る
や
も
計
り
難
く
」（
急
い
で
写
し
を
作
成
し
た
の
で
脱
字
な
ど
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
）
の
一
文
か
ら
は
、
故
郷
の
早
期
復
旧
に
か
け
る
世
耕
弘
一
の
熱
意
が
窺
え
よ
う
。

　
世
耕
弘
一
は
、
教
育
面
で
も
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
残
る
二
点
の
書
簡
の
う
ち
、
七
月

二
十
八
日
付
の
書
簡
か
ら
は
、
生
徒
の
学
習
資
材
用
と
し
て
一
万
円
を
寄
付
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
の
書
簡
で
は
、
請
川
村
村
長
宛
に
学
校
復
旧
費
用
に
関
す
る
関

係
省
庁
と
の
折
衝
の
経
過
と
見
通
し
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
た
び
た
び
被
災
地
と
自

宅
の
あ
る
奈
良
県
生
駒
町
（
現
生
駒
市
）
と
、
東
京
と
の
間
を
往
復
し
て
い
た
よ
う
で
、
国
会

で
の
災
害
対
策
委
員
会
で
は
被
災
地
出
身
議
員
と
し
て
復
旧
に
関
す
る
質
疑
を
提
出
し
て
い

た）
（1
（

。
い
ず
れ
の
書
簡
か
ら
も
、
敷
屋
村
の
出
身
議
員
で
あ
り
教
育
者
で
も
あ
っ
た
世
耕
弘
一
の
、

復
旧
の
行
動
力
と
熱
情
が
窺
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
七・一
八
水
害
を
う
け
て
、
和
歌
山
県
で
は
水
害
の
原
因
や
被
害
の
記
録
に
つ
い
て
調
査
し

収
集
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
活
動
に
関
わ
る
の
が
【
資
料
⑯
】
と
【
資
料
⑰
】
で
あ
る
。

　【
資
料
⑯
】
で
は
、
の
ち
の
治
山
事
業
遂
行
の
た
め
に
、
今
水
害
の
発
生
と
山
林
の
管
理
状

況
と
の
関
連
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
山
林
崩
壊
が
生
じ
た
地
域
で
の
事
例
や
調
査

記
録
の
報
告
を
求
め
て
い
る
。

　
当
時
の
調
査
で
は
、
今
次
水
害
が
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

山
林
の
乱
伐
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。【
資
料
⑯
】
が
作
成
さ
れ
る
約
十
日
前
に
は
、
水
害
発
生

の
学
術
的
究
明
と
対
策
確
立
を
目
的
と
し
た
近
畿
各
大
学
連
合
水
害
化
学
調
査
団
が
和
歌
山
県

に
訪
れ
て
い
る
。
調
査
団
は
八
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
期
間
、
有
田
川
中
・
下
流
域
を

調
査
し
た
。
そ
の
結
果
は
『
和
歌
山
水
害
報
告
書
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る）

（1
（

。
こ
の
時
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
植
生
・
植
林
は
中
・
小
規
模
の
山
崩
れ
に
対
し
て
は
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た

と
い
う
。
和
歌
山
県
で
は
こ
の
調
査
結
果
も
ふ
ま
え
て
、
山
林
の
管
理
状
況
と
被
害
と
の
相
関

関
係
に
つ
い
て
改
め
て
調
査
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　【
資
料
⑰
】
で
は
、
被
災
地
に
お
け
る
悲
話
美
談
に
つ
い
て
、
日
時
・
場
所
・
人
・
内
容
の

詳
細
を
ま
と
め
、
報
告
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
和
歌
山
県
を
代
表
す
る

詩
人
・
作
家
の
佐
藤
春
夫
に
依
頼
し
て
、
収
集
し
た
悲
話
美
談
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
ま
と
め

る
予
定
だ
っ
た
ら
し
い
。
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
、
こ
の
依
頼
に
よ
っ
て
冊
子
が
作
成
さ
れ

た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
未
曾
有
の
水
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
後
世
に
伝
え
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（19）
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な
お
、
昭
和
二
十
九
年
六
月
二
十
九
日
の
和
歌
山
県
議
会
定
例
会
で
は
、
日
高
郡
上
南
部
村

（
現
み
な
べ
町
）
出
身
の
丸
山
弘
県
議
会
議
員
が
、
水
防
・
治
山
事
業
を
主
軸
に
県
政
に
取
り

組
む
必
要
性
を
訴
え
、そ
の
計
画
の
具
体
案
と
、七・一
八
水
害
一
周
年
の
記
念
事
業
に
つ
い
て
、

県
知
事
小
野
真
次
に
質
疑
し
て
い
る
。
知
事
か
ら
治
山
事
業
に
関
す
る
回
答
は
な
か
っ
た
が
、

記
念
事
業
に
つ
い
て
は
「
県
の
災
害
史
を
つ
く
っ
て
み
た
い
」
と
答
え
て
い
る
。

【
応
急
住
宅
】　
請
川
村
で
は
応
急
住
宅
の
補
修
及
び
建
築
工
事
が
八
月
五
日
か
ら
始
ま
り
、
十

日
に
は
補
修
工
事
の
、
十
八
日
に
は
建
築
工
事
完
了
の
届
出
が
提
出
さ
れ
た（
表
５
　
同
日
条
）。

【
資
料
⑱
】
か
ら
【
資
料
⑳
】
は
、
こ
れ
ら
補
修
・
建
築
工
事
の
取
扱
い
に
関
す
る
通
知
で
あ
る
。

　【
資
料
⑱
】で
は
、
村
ご
と
の
応
急
仮
設
住
宅
と
公
営
住
宅
の
戸
数
、
工
事
請
負
業
者
の
分
担
、

工
期
、
資
材
、
そ
の
他
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
資
金
や
一
部
の
建
築
資
材
は

工
事
請
負
業
者
が
立
替
で
負
担
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
各
村
か
ら
の
意
見
の
聴
取
や
打
合
せ

が
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
の
通
知
で
は
あ
る
が
、
通
知
の
末
尾
に
「
最
も
迅
速
に
建
設
す
る

に
は
之
よ
り
他
に
方
法
が
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
罹
災
民
の
居
所

を
確
保
す
る
こ
と
を
優
先
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　【
資
料
⑲
】
と
【
資
料
⑳
】
と
は
、
災
害
救
助
法
に
関
わ
る
応
急
修
理
費
用
補
助
の
取
り
決

め
に
関
す
る
通
知
で
あ
る
。【
資
料
⑲
】
に
は
、
災
害
救
助
法
が
改
正
さ
れ
た
八
月
三
日
を
基

準
と
し
て
、
対
象
と
な
る
補
修
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
請
川
村
で
の
応
急
仮

設
住
宅
の
建
設
が
八
月
五
日
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、【
資
料
⑬
】と【
資
料
⑭
】

に
み
え
る
特
別
措
置
法
の
事
例
と
同
様
、
災
害
救
助
法
の
改
正
以
前
か
ら
、
請
川
村
に
対
し
て

改
正
法
案
の
内
容
が
知
ら
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。【
資
料
⑳
】
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
家

屋
補
修
台
帳
」
と
は
、『
昭
和
廿
八
年
　
七
．
一
八
災
害
　
同
十
三
号
台
風
災
害
　
応
急
仮
設

住
宅
関
係
』
に
合
綴
さ
れ
た
『
七
．
一
八
災
害
応
急
家
屋
修
理
台
帳
』
の
こ
と
で
あ
る
。

　【
資
料
㉑
】
と
【
資
料
㉒
】
は
七・一
八
水
害
を
受
け
て
設
営
さ
れ
た
応
急
仮
設
住
宅
の
払
下

げ
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。
水
害
か
ら
約
一
年
を
経
て
、
応
急
仮
設
住
宅
は
希
望
が
あ
れ
ば
払

下
げ
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
請
川
村
で
は
、
和
歌
山
県
知
事
に
届
け
出
た
応
急
仮
設
住
宅

四
十
四
戸
（
七・一
八
水
害
に
よ
る
も
の
は
三
十
八
戸
、
台
風
十
三
号
に
よ
る
も
の
は
六
戸
）

の
う
ち
三
十
戸
の
払
下
げ
を
申
請
し
た
。

　
払
下
げ
申
請
が
な
さ
れ
た
応
急
仮
設
住
宅
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、【
資

料
⑱
】
に
も
み
え
る
、
公
営
住
宅
は
そ
の
後
も
長
く
活
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
部
の

公
営
住
宅
は
、
水
害
が
発
生
し
た
際
に
住
人
が
一
時
避
難
を
す
る
家
屋
と
し
て
、
熊
野
川
流
域

の
地
域
に
み
ら
れ
る
「
上
が
り
家
」
に
転
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。

【
学
校
施
設
の
復
旧
】　【
資
料
㉓
】・【
資
料
㉔
】
は
静
川
小
学
校
復
旧
に
関
す
る
資
料
で
、
児

童
の
良
質
な
教
育
環
境
確
保
の
た
め
、
静
川
小
学
校
の
早
期
再
建
を
希
求
す
る
村
民
の
要
望

書
と
、
そ
れ
に
対
す
る
請
川
村
村
長
の
回
答
で
あ
る
。【
資
料
㉕
】
は
、
昭
和
三
十
年
四
月

二
十
五
日
の
請
川
小
学
校
及
び
公
民
館
の
落
成
式
に
お
け
る
小
学
校
再
建
経
過
報
告
の
原
稿
で

あ
る
。【
資
料
㉓
】・【
資
料
㉔
】
か
ら
も
窺
え
る
通
り
、
そ
も
そ
も
請
川
小
学
校
・
静
川
小
学

校
と
も
に
、
校
舎
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
昭
和
二
十
八
年
以
前
に
建
替
が
検
討
さ
れ
、

資
材
の
確
保
の
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
七・一
八
水
害
の
発
生
に
よ
っ
て
校
舎

が
損
壊
を
被
り
、
校
舎
の
再
建
も
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
の
資
料
も
、
こ
の
間
の
経

緯
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
水
害
後
し
ば
ら
く
の
児
童
ら
の
教
育
環
境

に
つ
い
て
も
知
り
得
る
。

　
も
と
も
と
請
川
・
静
川
両
小
学
校
建
替
の
た
め
の
建
築
資
材
も
用
意
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

ら
は
水
害
で
被
害
を
受
け
た
家
屋
等
の
再
建
・
建
築
に
あ
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
と
き
校
舎

や
応
急
住
宅
の
建
築
用
材
と
し
て
大
塔
官
有
林
か
ら
の
木
材
払
下
げ
申
請
を
行
っ
て
い
る
が
、

九
月
の
台
風
で
林
道
が
大
破
し
木
材
の
輸
送
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
ま
た
財
政
的
な
問
題
も

あ
り
校
舎
の
再
建
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
年
、
再
び
官
有
林
の
木
材
の
払
下
げ

申
請
を
行
う
と
と
も
に
、「
昭
和
二
十
八
年
六
月
及
び
七
月
の
大
水
害
に
よ
る
公
立
教
育
施
設

の
災
害
の
復
旧
事
業
に
つ
い
て
の
国
の
費
用
負
担
及
び
補
助
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
適
用

を
申
請
し
た
。
請
川
小
学
校
に
関
し
て
は
、
校
舎
の
設
計
、
設
備
、
費
用
な
ど
が
詳
細
に
記
さ

れ
て
お
り
、
と
く
に
新
校
舎
の
設
備
に
関
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
長
所
を
み
れ
ば
、
旧
校
舎
と

比
較
し
て
教
育
環
境
が
大
き
く
改
善
さ
れ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

　
以
上
、
請
川
村
に
お
け
る
水
害
復
旧
に
関
わ
る
活
動
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
資
料
を
取
り

上
げ
て
確
認
し
て
き
た
。
復
旧
活
動
は
、
七
月
十
八
日
の
水
害
発
生
当
日
に
始
ま
り
、
昭
和

三
十
年
（
一
九
五
五
）
四
月
の
請
川
小
学
校
落
成
式
と
、
同
年
七
月
の
校
舎
建
築
の
成
功
認
定

（20）
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申
請
書
の
提
出
以
後
、
確
認
が
で
き
な
く
な
る
。
請
川
村
の
復
旧
は
、
約
二
年
の
歳
月
を
経
て
、

小
学
校
の
再
建
を
も
っ
て
よ
う
や
く
一
応
の
完
了
を
み
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
請
川
村
に
お
け
る
七・一
八
水
害
の
被
害
状
況
及
び
復
旧
に
つ
い
て
、『
請
川
村
役

場
文
書
』
七・一
八
水
害
関
係
資
料
を
中
心
に
み
て
き
た
。『
災
害
史
』
等
で
十
分
に
は
言
及
さ

れ
得
な
か
っ
た
村
の
復
旧
過
程
に
つ
い
て
大
略
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
資
料
の
性
質

上
、
そ
の
実
態
が
判
明
す
る
の
は
請
川
村
の
復
旧
活
動
が
中
心
で
あ
る
の
は
当
然
だ
が
、
隣
接

す
る
村
の
状
況
や
動
向
に
つ
い
て
も
判
明
す
る
部
分
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
請
川
村
に
近
い
三
津
野
村
・
九
重
村
・
玉
置
口
村
に
お
け
る
七・一
八
水
害
の
被
害

及
び
復
旧
に
つ
い
て
、『
熊
野
川
町
史）

（1
（

』
に
関
係
資
料
と
そ
の
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
個

別
の
村
ご
と
に
七・一
八
水
害
に
お
け
る
被
害
・
動
向
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
そ
れ
ぞ
れ
を

対
照
し
て
い
け
ば
、
ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
す
れ
ば
交
通
が
遮
断
し
、
孤
立
し
や
す
い
当
該
地

域
全
体
に
お
け
る
、
よ
り
総
体
的
か
つ
具
体
的
な
復
旧
・
支
援
状
況
や
、
災
害
時
に
お
け
る
熊

野
川
流
域
の
村
々
の
活
動
と
つ
な
が
り
に
つ
い
て
も
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
前
述
の
通
り
、
七・一
八
水
害
に
お
い
て
は
、
有
田
川
流
域
と
比
べ
れ
ば
請
川
村
が
あ
っ
た

地
域
の
被
害
は
少
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
熊
野
川
流
域
の
こ
の
地
域
に
お
い
て
、

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
九
月
の
紀
伊
半
島
大
水
害
で
も
熊
野
川
が
氾
濫
し
て
甚
大
な
被

害
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
熊
野
川
流
域
で
は
歴
史
的
に
も
洪
水
が
た
び
た
び
発
生
し
て
お
り
、
今

後
も
こ
の
地
が
大
規
模
な
水
害
に
み
ま
わ
れ
る
こ
と
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。

　『
請
川
村
役
場
文
書
』
含
め
、
熊
野
川
流
域
の
水
害
に
関
わ
る
資
料
を
活
用
し
、
水
害
に
よ

っ
て
地
域
・
先
人
た
ち
が
い
か
な
る
被
害
を
受
け
、
い
か
に
復
旧
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
過

去
を
知
る
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
記
録
を
残
し
て
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
も
、
将
来
起
こ
り
得
る
水

害
へ
の
備
え
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（21）

注�（
１
） 

藤
隆
宏
「
令
和
３
～
５
年
度
の
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
に
つ
い
て
―
田
辺
市
・
上
富
田
町
―
」

（
本
誌
『
和
歌
山
県
立
文
書
館
年
報
・
研
究
報
告
』
一
、二
〇
二
四
）

（
２
） 『
和
歌
山
県
災
害
史
』（
和
歌
山
県
、
一
九
六
三
）

（
３
） 

な
お
、
本
稿
の
内
容
は
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
三
月
二
日
、
和
歌
山
県
田
辺
市
の
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
「
た
な
べ
る
」
で
開
催
さ
れ
た
「
歴
史
か
ら
学
ぶ
防
災
２
０
２
３
―
命
と
文
化
遺
産
を

守
る
―
」
に
お
い
て
筆
者
が
報
告
し
た
「
昭
和
28
年
水
害
を
ふ
り
か
え
る
―
請
川
村
役
場
文
書
に

み
る
復
旧
の
よ
う
す
―
」
を
も
と
に
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
４
） 『
紀
伊
続
風
土
記
』
巻
八
十
五
「
牟
婁
郡
第
十
七
」

（
５
）  『
昭
和
二
十
八
年
七
月
十
八
日
水
害
　
救
援
及
義
捐
関
係
』（『
請
川
役
場
村
文
書
』）
所
収
〔
御
見

舞
礼
状
〕

（
６
） 『
昭
和
二
十
八
年
七
月
十
八
日
水
害
　
救
援
及
義
捐
関
係
』（『
請
川
役
場
村
文
書
』）
所
収
「
陳
情
」

（
７
） 『
昭
和
28
年
版
　
和
歌
山
県
統
計
書
』
第
三
章
「
２
．
住
民
登
録
に
よ
る
人
口
及
び
世
帯
数
」（
和

歌
山
県
、
一
九
五
四
）

（
８
）  

以
上
、『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
　
30
和
歌
山
県
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
一
）

（
９
） 『
本
宮
町
史
　
近
現
代
史
料
編
』（
本
宮
町
、
二
〇
〇
〇
）

（
10
） 『
昭
和
29
年
度
　
和
歌
山
県
統
計
年
鑑
』
第
二
章
「
１
．
本
県
人
口
累
年
比
較
」（
和
歌
山
県
、

一
九
五
六
）

（
11
） 『
昭
和
28
年
版
　
和
歌
山
県
統
計
書
』
第
三
章
「
２
．
住
民
登
録
に
よ
る
人
口
及
び
世
帯
数
」（
和

歌
山
県
、
一
九
五
四
）

（
12
） 『
和
歌
山
県
災
害
史
』（
和
歌
山
県
、
一
九
六
三
）
二
〇
二
頁
～
。

（
13
） 『
本
宮
町
史
　
通
史
編
』（
本
宮
町
、
二
〇
〇
四
）

（
14
） 『
世
論
調
査
報
告
書
　
調
査
番
号
―
86
　
和
歌
山
県
水
害
に
つ
い
て
の
世
論
調
査
』（
総
理
府
国
立

世
論
調
査
所
、
一
九
五
三
）

（
15
）  

後
誠
介
「
世
耕
弘
一
先
生
の
請
川
村
村
長
宛
の
書
簡
　
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
紀
伊
半
島
大

水
害
の 

復
旧
に
関
連
し
て
」（『A

 W
ay of Life 

―Seko Koichi

―
』https://note.com

/
futoukan/n/n3006f64e7cb6

　
最
終
閲
覧
二
〇
二
四
年
九
月
五
日
）

（
16
）  

注
15
に
同
じ
。

（
17
）  
近
畿
地
区
大
学
連
合
水
害
科
学
調
査
団
『
和
歌
山
県
水
害
報
告
書
』（
日
本
教
職
員
組
合
近
畿
地
区

協
議
会
大
学
部
、
一
九
五
三
）

（
18
）  
落
合
知
帆
「
洪
水
時
一
時
避
難
の
た
め
の
「
上
が
り
家
」
に
関
す
る
研
究
―
和
歌
山
県
田
辺
市
本

宮
町
請
川
地
区
を
事
例
と
し
て
―
」〔『
公
益
社
団
法
人
日
本
都
市
計
画
学
会
都
市
計
画
報
告
集
』

一
三
、二
〇
一
五
〕）

（
19
） 『
熊
野
川
町
史
　
通
史
編
』（
新
宮
市
、
二
〇
〇
八
）、『
熊
野
川
町
史
　
史
料
編
Ⅱ
』（
熊
野
川
町
、

二
〇
〇
四
）
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凡
例
（
資
料
紹
介
）

一
、 【
資
料
①
】
～
【
資
料
㉕
】
は
、
田
辺
市
教
育
委
員
会
所
蔵
『
請
川
村
役
場
文
書
』
の
う
ち
、

昭
和
二
十
八
年
七
月
十
八
日
水
害
（
七・一
八
水
害
）
に
お
け
る
請
川
村
の
被
害
、
復
旧

な
ど
に
関
す
る
文
書
の
一
部
で
あ
る
。

一
、 

資
料
は
、【
復
旧
施
策
】・【
応
急
住
宅
】・【
教
育
】
に
わ
け
て
掲
載
し
た
。

一
、 【
資
料
（
番
号
）】
は
本
稿
掲
載
に
あ
た
っ
て
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
あ
り
、『
請
川
村

役
場
文
書
』
中
の
資
料
番
号
で
は
な
い
。

一
、 

紙
数
及
び
体
裁
の
都
合
上
、
改
行
は
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
本

文
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
字
下
げ
や
行
頭
揃
え
な
ど
の
処
理
を
行
っ
た
。

一
、 

字
体
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
書
き
改
め
た
。

一
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、  

原
文
に
は
も
と
も
と
句
読
点
が
打
た
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
読
み
や
す
さ
を
重
視
し

て
新
た
に
句
読
点
を
打
ち
直
し
た
。

一
、 

破
損
な
ど
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
文
字
は
、
字
数
が
確
定
で
き
る
も
の
は
そ
の
字
数
分
を

■
で
示
し
た
。

一
、 

文
字
の
判
読
に
つ
い
て
、
筆
者
に
よ
る
推
定
は
当
該
文
字
の
右
傍
に
（
　
　
）
も
し
く
は

（
　
　
ヵ
）
で
示
し
た
。

一
、 

文
字
の
右
傍
に
（
マ
マ
）
と
示
し
た
も
の
は
、
そ
の
文
字
が
そ
の
ま
ま
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

一
、
見
せ
消
ち
・
抹
消
文
字
は
翻
刻
せ
ず
、
訂
正
後
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

一
、
本
文
中
〔
　
〕
で
示
し
た
も
の
は
筆
者
に
よ
る
注
を
示
す
。

＊ 

資
料
に
頻
出
す
る
金
額
の
参
考
と
し
て
、『
昭
和
28
年
版
　
和
歌
山
県
統
計
書
』
第
十
七
章

「
１
．
消
費
実
態
調
査
年
次
別
比
較
」（
和
歌
山
県
、
一
九
五
四
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
七

年
十
一
月
の
一
人
当
た
り
一
ヶ
月
平
均
支
出
額
（
内
訳
は
食
料
・
被
服
・
光
熱
・
住
居
・
雑

費
）
は
、
新
宮
市
で
は
三
、九
一
九
円
、
田
辺
市
で
は
四
、一
四
一
円
で
あ
る
。

【
復
旧
施
策
】

【
資
料
①
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
日
条
　『
洪
水
』「
東
民
第
804
号
の
４
」）

　
東
民
第
八
〇
四
号
ノ
四

　
　
　
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
牟
婁
災
害
救
助
支
隊
長

　
　
　
　
各
分
隊
長
殿

　
　
　
　
　
　
災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
の
程
度
方
法
及
び
期
間
に
つ
い
て

　
十
八
日
末
の
大
雨
に
依
り
全
県
下
に
相
当
の
被
害
あ
り
。
被
害
者
の
応
急
救
助
の
た
め
十
八

日
午
前
九
時
廿
五
分
現
在
災
害
救
助
法
を
発
令
し
た
が
、
こ
れ
が
救
助
の
程
度
方
法
期
間
に
つ

い
て
は
昭
和
廿
三
年
和
歌
山
県
告
示
第
四
九
号
に
よ
り
公
示
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
が
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
よ
ら
れ
た
く
通
知
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

一
、
収
容
施
設
の
供
与

　
　
経
費
及
び
期
間

　
　
一
人
当
り
一
日
三
円
以
内
と
し
期
間
二
日
以
内
と
す
る
。

二
、
炊
出
そ
の
他
に
よ
る
食
品
給
与

　
　 

罹
災
者
に
対
し
炊
出
し
を
実
施
し
た
場
合
は
、
こ
れ
を
確
認
し
、
左
の
額
の
範
囲
内
に
止

め
る
こ
と
。

　
　 

な
お
青
年
団
、
消
防
団
、
婦
人
団
等
郊
外
救
助
に
従
事
し
た
る
者
に
対
す
る
炊
出
し
の
費

用
は
絶
対
■
な
い
。

　
　
一
人
一
日
当
り
三
十
四
円
以
内
と
し
期
間
は
二
日
以
内
と
す
る
。

三
、
被
服
、
寝
具
、
そ
の
他
生
活
必
需
品
の
給
与

　
　
１
． 

寝
具
等
（
毛
布
タ
オ
ル
等
）
は
県
に
お
い
て
措
置
す
る
か
ら
、
現
地
調
弁
は
こ
れ
を

避
け
る
こ
と
。

　
　
２
． 
生
活
必
要
品
は
左
の
範
囲
以
内
に
お
い
て
厳
選
調
弁
せ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
全
か〔

壊
〕い

、
流
失
世
帯
に
つ
い
て

　
　
　
　
一
人
世
帯
　
八
七
三
円
以
内

（22）
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二
人 

〃 

　
九
四
五
円 

〃

　
　
　
　
三
人 

〃 

　
一
、〇
二
八
円 

〃

　
　
　
　
四
人 
〃 

　
一
、〇
五
九
円 

〃

　
　
　
　
五
人
世
帯
　
一
、一
四
三
円
以
内

　
五
人
以
上
一
人
を
増
す
毎
に
九
〇
円
以
内
を
加
算
す
る
。

半
か〔

壊
〕い

床
上
浸
水
世
帯
に
つ
い
て

　
　
　
　
一
人
世
帯
　
三
一
五
円
以
内

　
　
　
　
二
人 

〃 

　
三
四
二
円 
〃

　
　
　
　
三
人 

〃 

　
三
九
六
円 

〃

　
　
　
　
四
人 

〃 

　
四
〇
五
円 

〃

　
　
　
　
五
人 

〃 

　
四
七
七
円 

〃

　
五
人
以
上
一
人
増
す
毎
に
九
〇
円
以
内
を
加
算
す
る
。

四
、
学
用
品
の
給
与
に
つ
い
て

　
　
学
用
品
の
給
与
の
た
め
与
出
す
る
費
用
は
次
の
限
度
内
に
止
め
る
こ
と
。

　
　
１
．
住
宅
の
流
失
全
か〔

壊
〕い

せ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
二
七
五
円
以
内
。

　
　
２
． 

住
宅
の
半
か〔

壊
〕い

床
上
浸
水
（
床
下
は
含
め
な
い
）
せ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ

き
五（

マ
マ
）五

以
内
。

五
、
輸
送
費

　 

　
被
害
者
避
難
の
た
め
の
移
送
及
び
救
助
物
資
等
の
輸
送
に
要
す
る
費
用
は
公
定
価
格
に
依

る
実
費
を
支
出
す
る
。

六
、
人
夫
賃

　
　 

救
助
の
た
め
必
要
な
人
夫
の
傭
上
げ
に
要
す
る
費
用
は
昭
和
廿
二
年
労
働
省
告
示
第
八
号

の
標
準
賃
金
の
範
囲
に
お
い
て
実
費
を
支
出
す
る
。

　
　 

　
但
し
避
難
所
開
設
の
た
め
使
用
す
る
人
夫
の
傭
上
げ
の
費
用
は
避
難
所
開
設
の
費
用
と

し
て
（
収
容
施
設
の
供
与
）
に
定
め
る
費
用
に
含
め
る
も
の
と
す
る
。

【
資
料
②
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
日
条
『
救
義
』「
四
庶
号
外
」）

四
庶
号
外

　
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
〇
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
村
長
　
西
　
律
（
印
）

請
川
村
長
殿

　
　
災
害
連
絡
に
つ
い
て

七・一
八
水
害
救
援
の
た
め
、
別
冊
の
通
り
対
処
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
爾
後
の
救

援
に
関
す
る
一
切
の
連
絡
は
、「
四
村
災
害
救
援
隊
本
部
長
」
宛
御
願
い
致
し
ま
す
。

　
尚
関
係
者
一
同
全
力
を
あ
げ
て
助
力
申
上
げ
る
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、
何
か
と
手
落
が
あ
る

こ
と
ゝ
思
い
ま
す
。

　
御
遠
慮
な
く
御
註
文
下
さ
れ
ば
御
期
待
に
添
う
様
、
活
動
さ
し
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

〔
表
紙
〕

「
　
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
十
八
日

　
　
四
村
災
害
救
援
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
村
（
印
）　
　
」

〔
本
文
〕

四
村
災
害
救
援
隊
編
成

 

備
考

１
．
救
援
実
施
に
伴
い
必
要
と
思
料
さ
る
場
合
は
本
編
成
の
改
編
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

（23）
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２
．
協
力
団
体
の
動
員
は
動
員
係
を
通
じ
各
団
体
責
任
者
に
要
請
す
。

任
務

１
．
本
部
長
　 
関
係
機
関
及
協
力
団
体
と
連
■

（
携
ヵ
）を

維
持
し
執
行
部
、
実
働
部
隊
を
指
揮
し
て
災

害
救
助
の
実
行
に
任
ず
。

２
．
副
　
長
　 

本
部
長
を
補
佐
し
執
行
部
及
び
実
働
隊
の
指
揮
に
当
る
。

３
．
部
　
員
　
救
援
計
画
の
樹
立
に
参
画
し
必
要
と
す
る
外
交
を
担
当
す
る
。

４
．
動
員
係
　 

村
内
よ
り
派
遣
す
る
人
員
の
動
員
を
行
い
編
成
及
配
置
を
為
し
併
せ
て
庶
務
を

掌
る
。

５
．
補
給
係
　 

救
援
物
資
の
シ

（
マ
マ
）

ュ
ウ
集
を
為
し
適
切
な
る
補
給
を
行
い
併
せ
て
給
与
及
会
計
を

掌
る
。

６
．
輸
送
係
　
補
給
係
と
連
絡
し
救
援
地
に
対
す
る
人
員
及
物
資
の
輸
送
を
掌
る
。

７
．
連
絡
係
　
関
係
機
関
及
協
力
団
体
と
の
報
告
及
連
絡
を
掌
る
。

８
．
衛
生
係
　
主
と
し
て
罹
災
地
区
の
防
疫
治
療
に
協
力
す
る
。

一
、
目
的

　 「
七・一
八
水
害
」
の
被
害
隣
接
村
に
対
し
、
国
家
及
び
県
の
救
護
に
先
立
ち
、
罹
災
者
の
救

恤
及
び
復
旧
事
業
に
応
急
適
切
な
る
救
援
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
。

二
、
措
置

　
１
．
救
援
隊
の
設
置

　
　
救
援
実
施
の
た
め
救
援
隊
を
設
置
す
。
編
成
及
任
務
別
表
の
通
り
。

　
２
．
救
援
の
対
象

　
　（
イ
）
甲
地
区
＝
三
里
、
本
宮
、
請
川
三
ヶ
村

　
　（
ロ
）
乙
地
区
＝
そ
の
他
の
川
丈
各
被
害
村

　
　
甲
地
区
に
対
し
て
は
、
直
接
人
員
の
派
遣
及
び
物
資
の
補
給
を
す
る
。

　
　 

乙
地
区
に
対
し
て
は
、
慰
問
、
激
励
を
差
遣
し
、
甲
地
区
の
余
力
あ
れ
ば
実
動
班
を
派
遣

す
る
。

　
　
但
し
村
内
に
救
援
部
落
を
有
せ
ざ
る
本
宮
村
に
実
動
の
重
点
を
指
向
す
る
。

　
３
．
救
援
期
間
及
派
遣
人
員

　
　（
イ
）
第
一
期
間
＝
実
動
班
の
全
力
と
、
各
種
団
体
奉
仕
隊
の
全
力
を
指
向
す
。

　
　
　
　
　第
一
期
間
と
は
、
公
共
災
害
物
の
整
理
と
交
通
路
の
開
設
終
了
迄
と
す
。

　
　（
ロ
）
第
二
期
間
＝
実
動
班
の
全
力
と
協
力
団
体
の
一
部
を
指
向
す
。

　
　
　
　
　第
二
期
間
と
は
、第
一
期
間
の
状
態
を
脱
し
、各
戸
の
処
理
に
協
力
す
る
段
階
と
す
。

　
　（
ハ
）
第
三
期
間
＝
実
動
班
を
以
て
適
宜
救
援
を
講
ず
。

　
　
　
　
　但
し
協
力
団
体
の
任
意
出
動
を
さ
ま
た
げ
ず
。

　
４
．
物
資
の
補
給

　
　（
イ
）
救
恤
金

　
　
　
村
費
よ
り
支
出
す
る
外
　
婦
人
会
組
織
を
以
っ
て
村
民
全
戸
よ
り
募
金
す
る
。

　
　（
ロ
）
日
用
雑
貨

　
　
　（
イ
）
に
準
ず
。

　
　（
ハ
）
食
糧
品

　
　
　
Ⓐ
主
食

　
　
　
　 

食
糧
事
務
所
、
地
方
事
務
所
と
連
絡
、
現
四
村
農
協
倉
庫
の
保
管
米
を
各
村
の
実
情

に
応
じ
輸
送
す
る
。

　
　
　
Ⓑ
副
食

　
　
　
　
農
協
及
び
村
内
各
商
店
の
現
品
を
計
画
的
に
買
収
し
て
補
給
計
画
を
立
て
る
。

　
　
　
　
　
村
内
各
戸
か
ら
生
野
菜
の
供
出
を
要
請
し
、
補
給
計
画
を
立
て
る
。

　
　
　
　
右
の
蒐
集
及
発
送
は
、
主
と
し
て
農
協
に
於
い
て
実
施
す
る
。

　
５
．
医
療
救
護

　
　 

村
医
及
衛
生
係
に
於
い
て
保
健
所
及
関
係
村
衛
生
係
と
連
絡
、
医
薬
品
並
び
に
医
療
資
材

の
確
保
を
行
い
、
被
害
地
の
防
疫
、
治
療
対
策
を
立
て
る
外
、
巡
回
衛
生
班
を
被
害
各
村

に
差
遣
す
る
。

　
６
．
そ
の
他

　
　（
イ
）
管
外
よ
り
の
救
援
班
等
あ
る
場
合
は
、
そ
の
■

（
給
ヵ
）与

、
宿
舎
の
斡
旋
を
行
う
。

　
　（
ロ
）
復
旧
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
別
に
罹
災
者
の
収
容
を
斡
旋
す
る
。

　
　（
ハ
）
伝
染
病
発
生
を
考
慮
し
、
隔
離
病
棟
の
準
備
を
す
る
。
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　（
ニ
）
そ
の
他
必
要
な
救
援
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
状
況
に
応
じ
対
処
す
る
。

　
７
．
経
費

　
　 

右
措
置
を
円
滑
適
切
に
実
行
す
る
た
め
、
村
予
算
よ
り
応
急
救
援
資
金
五
〇
万
円
を
支
出

す
る
。

【
資
料
③
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
二
日
条
『
救
義
』）

28
　
７
　
22
出
発
　
　
　
　
　
　
東
牟
婁
支
所
四
村
救
援
隊
本
部

　
　
請
川
村
御
中

　
　
　
　
　
災
害
救
援
隊
受
入
に
つ
い
て

　
　 

二
十
二
日
午
前
六
時
三
十
分
発
（
田
辺
）
西
牟
婁
地
区
消
防
団
六
〇
名
、
午
後
一
時
頃
御

地
え

（
マ
マ
）到

着
す
る
様
手
配
致
し
ま
す
か
ら
受
入
に
万
全
を
期
せ
ら
れ
度
通
知
致
し
ま
す
。

　
　
尚
作
業
配
置
に
つ
い
て
は
貴
村
長
の
指
示
に
一
任
し
ま
す
。

　
　
右

〔
以
下
欠
〕

【
資
料
④
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
四
日
条
『
救
義
』）

　
　
七
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
川
村
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
害
対
策
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
業
責
任
者
榎
木
正
義

　
　
各
駐
在
員
殿

　
　
　
水
害
後
処
理
の
勤
労
奉
仕
御
願
ひ
に
つ
い
て

　
　
標
記
に
つ
い
て
次
の
通
り
御
願
ひ
す
る
事
に
な
つ
た
の
で
宜
し
く
御
願
ひ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
　
貴
部
落
奉
仕
人
員
　
　
名

　
　
　
　
　
　（
な
る
べ
く
男
子
を
御
願
ひ
す
る
）

　
集
合
日
時
場
所

　
　
　
日
時
　
七
月
二
十
五
日
午
前
八
時
　
集
合

　
　
　
場
所
　
下
地
商
店
前

　
そ
の
他

　
　
　
昼
食
の
準
備
し
て
居
り
ま
す

　
　
　
　
　（
準
備
の
都
合
上
出
席
確
定
数
報
告
願
ひ
ま
す
）

　
　
　
持
参
器
具
　
よ
き
　
の
こ
　
え
ん
ぴ

【
資
料
⑤
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
七
日
条
　『
救
義
』）

　
　
　
　
　
昭
和
廿
八
年
七
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
牟
婁
郡
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
長
　
中
村
利
男
（
印
）

　
　
請
川
村
団
長
榎
木
■
■
殿

　
　 

　
去
る
七
月
十
八
日
の
大
水
害
に
貴
団
に
お
か
れ
ま
し
て
も
甚
大
な
災
害
を
受
け
ら
れ
た

事
を
承
り
、
心
か
ら
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　 

幸
に
し
て
災
害
を
受
け
な
か
っ
た
各
町
村
団
で
は
直
ち
に
救
援
対
策
に
着
手
い
た
し
ま
し

た
が
、
郡
団
も
去
る
二
十
四
日
も
緊
急
幹
事
会
を
開
き
（
除
罹
災
地
団
幹
事
）
そ
の
対
策

を
協
議
、
右
記
の
様
な
件
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
１
．
九
州
見
舞
は
一
度
見
合
せ
る

　
　
２
．
第
一
次
対
策
　
衣
料
を
送
る
　
実
施
中

　
　
　
　
〃
二
〃
　
　
　
資
金
カ
ン
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 
各
町
村
青
年
団
員
に
よ
る
カ
ン
パ
を
罹
災
地
団
長
に
送
り
罹
災
団
員
に

配
分
し
て
い
た
ゞ
く
（
方
法
は
団
長
一
任
）
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七
月
末
迄
に
教
育
局
で
集
め
る

　
　
　
　
〃
三
〃
　
　
以
降
は
民
政
課
と
協
議
の
上
決
定

　
　
３
．
労
力
奉
仕

　
　
　
　
　 
既
に
出
動
し
た
団
も
あ
る
が
、
今
後
地
元
の
要
望
に
応
じ
て
出
動
す
る
（
宿
舎
、

食
料
の
関
係
で
）

大
体
以
上
の
様
な
決
定
に
も
と
づ
き
動
き
出
し
ま
し
た
が
、
何
と
申
し
ま
し
て
も
村
の
復
興
は

青
年
の
双
肩
に
か
ゝ
っ
て
居
り
ま
す
。

水
害
の
あ
と
に
く
る
種
々
の
苦
難
を
の
り
き
つ
て
、
御
健
斗
な
さ
ら
ん
こ
と
を
切
に
御
願
い
申

上
げ
ま
す
。

郡
団
と
い
た
し
ま
し
て
も
出
来
得
る
限
り
の
事
は
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
御

連
絡
下
さ
い
。

右
　
御
見
舞
旁
々
　
ご
連
絡
迄
。

【
資
料
⑥
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
二
日
条
　『
救
義
』）

　
　
　
　
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
放
送
局
長

　
　
請
川
村
長
殿

拝
啓

　 

県
下
未
曾
有
の
水
害
に
衷
心
か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
復
興
の
日
の
一
日
も
早

か
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　 

な
お
当
局
と
し
て
も
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
て
、
ラ
ジ
オ
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
こ
の
大

害
を
全
国
に
周
知
す
べ
く
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
な
お
不
十
分
の
点
も
多
く
あ
ら

う
か
と
惧
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
際
お
気
付
き
の
点
ご
希
望
の
点
は
ど
し
〴
〵
お
申

出
で
願
え
ば
放
送
に
取
り
上
げ
さ
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　 

次
に
、
罹
災
者
収
容
所
等
に
お
い
て
ラ
ジ
オ
受
信
機
が
必
要
か
と
存
じ
ま
す
の
で
、
出
来

る
だ
け
無
料
貸
与
の
方
法
も
講
じ
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
取
敢
ず
ラ
ジ
オ
受
信
機
必
要
の

有
無
を
御
回
報
願
え
ば
好
都
合
に
存
じ
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
此
の
上
と
も
い
よ
〳
〵
御
健

斗
の
ほ
ど
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
　
追
伸

　
　 

一
般
御
家
庭
の
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
被
害
も
多
か
ら
う
と
存
じ
ま
す
の
で
、
近
々
修
理
班
を

派
遣
し
て
奉
仕
的
修
理
に
当
ら
し
む
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
節
は
特
に
御

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
資
料
⑦
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
二
日
条
に
関
連
　『
救
義
』）

　
　
罹
災
者
の
皆
様
‼

　
　
　
未
曾
有
の
水
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、

　
　
ま
こ
と
に
同
情
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
　
　
災
害
発
生
以
来
、
県
は
全
力
を
尽
し
て
、
こ
れ
が

　
　
対
策
に
あ
た
つ
て
い
ま
す
が
、
交
通
、
通
信
網
も
寸
断

　
　
さ
れ
て
い
る
現
状
で
、
皆
様
方
に
対
す
る
救
援
が
意
に

　
　
ま
か
せ
な
い
の
を
お
そ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
や
政
府
は
じ
め
米
軍
、
保
安

　
　
隊
な
ど
全
国
各
方
面
か
ら
も
協
力
な
救
援
の
手
が
さ

　
　
し
の
べ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
　
　
こ
の
際
、
わ
た
く
し
は
と
く
に
皆
様
方
が
デ
マ
な

　
　
ど
に
迷
わ
さ
れ
ず
、
政
府
及
び
県
機
関
を
信
頼
し
て

　
　
力
強
く
災
禍
の
克
服
に
立
ち
上
ら
れ
る
こ
と
を
お
ね

　
　
が
い
し
ま
す
。

　
　
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
知
事
　
小
　
野
　
真
　
次

　
　
　
　
　
奥
地
の
方
に
は
飛
行
機
で
救
援
物
資
を
投
下
し
ま
す
か
ら
、
空
か
ら
見

　
　
　
　
　
え
る
よ
う
に
、
目
じ
る
し
を
つ
く
つ
て
お
い
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
な
お
、
投
下
の
際
、
危
険
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
資
料
⑧
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
二
日
条
に
関
連
　『
救
義
』）

　
　
水
害
地
の
皆
さ
ま
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今
し
ば
ら
く
水
魔
と
た
た
か
つ
て
下
さ
い

　
　
私
達
は
救
援
の
為
に
総
ゆ
る
手
を
う
つ
て

　
　
い
ま
す

　
　
こ
の
飛
行
機
か
ら
投
下
さ
れ
る
救
援
物
資

　
　
は
米
軍
の
好
意
に
よ
る
も
の
で
す
役
場
の

　
　
人
や
巡
査
等
に
相
談
し
て
被
が
い
の
甚
し

　
　
い
人
か
ら
順
に
分
け
て
行
く
様
に
し
て
下

　
　
さ
い
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
は
註
在
所
に
届
け
で

　
　
く
だ
さ
い

　
　
皆
様
！

　
　
流
言
に
迷
わ
ず
身
体
を
大
切
に
げ
ん
気
を

　
　
出
し
て
　
が
ん
ば
つ
て
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
国
家
地
方
警
察
隊
長

【
資
料
⑨
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
十
二
日
条
　『
救
義
』「
東
経
第
1537
号
」）

東
経
第
一
五
三
七
号

　
昭
和
二
十
八
年
八
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
牟
婁
地
方
事
務
所
長

　
　
災
害
地
各
村
長
殿

　
　
　
　
災
害
地
の
応
急
か
ま
ど
構
築
講
習
会
開
催
に
つ
い
て

災
害
後
の
各
家
庭
の
復
旧
処
置
に
つ
い
て
種
々
御
骨
折
の
事
と
思
わ
れ
る
が
、
か
ま
ど
に
つ
い

て
は
至
急
自
家
構
築
の
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
農
業
改
良
課
に
お
い
て
実
験
結
果
効
率

の
優
秀
な
応
急
か
ま
ど
を
強
力
に
普
及
さ
れ
た
い
。
こ
れ
が
普
及
の
た
め
構
築
指
導
班
を
各
地

区
に
於
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
構
築
指
導
に
万
全
を
期
せ
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

こ
の
指
導
班
に
対
し
て
の
技
術
指
導
講
習
会
は
左
記
の
日
程
で
実
施
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
一
、八
月
十
七
日
　
　
請
川
村
請
川

　
一
、 

〃  

十
八
日
　
　
本
宮
村

　
一
、 

〃  

十
九
日
　
　
三
里
村
萩

【
資
料
⑩
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
十
五
日
条
　『
救
義
』「
東
総
第
800
号
」）

東
総
第
八
〇
〇
号

　
　
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
十
五
日
　
　
　
東
牟
婁
地
方
事
務
所
長

　
　
請
川
　
村
長
殿

　
　
　
　
移
動
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

七
、一
八
和
歌
山
県
水
害
に
よ
る
罹
災
地
に
対
し
、
別
紙
要
項
に
も
と
づ
き
県
に
お
い
て
移
動

相
談
所
を
編
成
し
、
主
と
し
て
奥
地
の
交
通
不
便
な
地
域
に
派
遣
し
て
罹
災
民
の
生
活
、
生
業

等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
民
生
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
ゝ
と
な
っ
た
の
で
右
の
趣
旨
を
御
了

知
の
上
、
罹
災
民
多
数
利
用
す
る
よ
う
特
別
の
御
手
配
願
い
た
い
。

　
　
　
　
移
動
相
談
所
派
遣
要
項

一
、
派
遣
目
的

　
　
　 

七
、一
八
和
歌
山
県
水
害
に
よ
る
罹
災
地
を
移
動
巡
回
し
、
罹
災
民
の
生
活
、
生
業
等

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
も
っ
て
民
生
安
定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
派
遣
方
面
及
箇
所

　
　
　
熊
野
川
方
面
　
三
里
村
、
本
宮
村
、
請
川
村
、
敷
屋
村

一
、
相
談
所
の
編
成
及
職
務
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
備
考
１
．
長
は
班
員
を
兼
務
す
る
も
の
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
．
農
林
班
に
農
林
金
融
担
当
者
一
名
を
含
め
る
も
の
と
す
る

（27）
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３
． 

各
班
に
属
し
な
い
問
題
担
当
者
と
し
て
企
画
広
報
課
及
教
育
長

各
一
名
参
加
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
．
連
絡
員
と
し
て
当
所
よ
り
一
名
参
加
す
る

一
、
開
所
日
程

　
　
　
八
月
二
十
日
　
（
木
）　
敷
屋
村

　
　
　
〃
二
十
一
日
（
金
）　
請
川
村

　
　
　
〃
二
十
二
日
（
土
）　
本
宮
村

　
　
　
〃
二
十
三
日
（
日
）　
三
里
村

　
　
　
各
村
に
お
け
る
開
所
時
刻
は
概
ね
午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。

【
資
料
⑪
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
六
日
条
　『
洪
水
』）

　
　
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
三
津
ノ
村
役
場

請
川
村
役
場
御
中

　
　
　
　
漂
流
物
件
拾
得
届
出
に
つ
い
て

　 

七・一
八
水
害
の
際
本
村
地
内
に
於
て
、
左
記
漂
流
物
件
拾
得
届
出
あ
り
ま
し
た
の
で
、
流

失
物
件
に
対
し
心
当
り
の
も
の
は
当
村
役
場
に
申
出
る
よ
う
、
一
般
に
周
知
方
御
取
計
相
成

度
、
此
段
御
通
知
申
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
　
拾
得
物
件
　
　
　
　
数
量
　
　
　
　
拾
得
物
件
　
　
数
量

一
、
木
箱
一
尺
角
位
　
　
一
個
　
　
一
、
木
炭
　
　
　
　
一
俵

一
、
桶
　
　
　
　
　
　
　
一
〻
　
　
一
、
前
黒
ヌ
リ
　

タ
ン
ス
引
出
　
　
　  

一
個

一
、
漬
物
樽
　
　
　
　
　
一
〻
　
　
一
、
古
板
　
　
　
　
二
枚

一
、
鎌
　
　
　
　
　
　
　
一
〻
　
　
一
、
ゴ
ム
車
（
大
）
一
ケ

一
、
マ
ナ
板
　
　
　
　
　
一
〻
　
　
一
、
荷
な
い
　
　
　
一
荷

一
、
二
間
ス
リ
柱
　
　
　
一
本
　
　
一
、
じ
ゆ
た
ん
よ
う
の
　

布
黒
色
　
約
二
十
尺
　
　 

一
巻

【
資
料
⑫
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
四
日
条
　『
救
義
』「
和
町
村
会
第
351
号
」）

　
和
町
村
会
第
三
五
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
町
村
会
長
　
戸
西
倍
一
（
印
）

　
　
各
町
村
長
殿

　
　
　
　
　
　
七
　
一
八
水
害
対
策
等
に
つ
い
て

今
回
の
未
曾
有
の
水
害
は
、
わ
れ
わ
れ
町
村
長
と
し
て
は
同
憂
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
、
特

に
被
害
甚
大
の
町
村
に
対
し
謹
ん
で
御
見
舞
申
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
復
旧
に
御
奮
闘
な

さ
れ
ん
こ
と
を
切
に
御
祈
り
申
上
げ
ま
す
。
今
回
の
水
害
対
策
の
経
過
及
び
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
、
大
体
左
の
方
針
で
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
御
協
力
の
程
を
御
願
い
た
し
ま
す
。

な
お
左
記
以
外
に
中
央
及
び
県
に
対
す
る
要
望
、
そ
の
他
水
害
対
策
に
対
す
る
御
意
見
が
あ
れ

ば
当
会
え

（
マ
マ
）御

通
知
下
さ
れ
た
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

一
、 七
月
十
八
日
各
地
か
ら
水
害
の
通
知
に
接
す
る
や
取
り
あ
え
ず
政
府
関
係
機
関
、
各
政
党

本
部
、
県
選
出
国
会
議
員
に
救
援
方
を
打
電
し
、
翌
十
九
日
以
後
は
被
害
地
視
察
の
た
め

来
県
し
た
大
臣
国
会
議
員
等
に
緊
急
援
助
方
を
懇
請
す
る
と
と
も
に
、
県
水
害
対
策
本
部

と
連
繁
を
保
ち
遺
洩
な
き
を
期
し
た
。

二
、 七
月
二
十
二
日
全
国
会
臨
時
総
会
に
戸
西
会
長
、
和
田
副
会
長
、
海
草
郡
梶
本
副
会
長
が

出
席
し
総
会
に
お
い
て
満
場
一
致
を
も
っ
て
左
の
見
舞
決
議
を
さ
れ
、
本
県
と
し
て
戸
西

会
長
こ
れ
に
対
し
謝
辞
を
述
べ
た
。
な
お
総
会
に
お
い
て
政
府
及
び
国
会
に
対
し
災
害
に

対
す
る
抜
本
的
対
策
を
速
か
に
樹
立
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
左
の
決
議
を
な
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
決
　
　
議

　
　 

今
次
西
日
本
及
び
近
畿
地
方
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
は
、
そ
の
惨
状
真
に
眼
を
蔽
う
も
の
が

あ
り
、
こ
こ
に
被
害
地
町
村
に
対
し
、
深
甚
な
る
御
同
情
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
急
速

な
る
復
旧
を
希
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　
　右
　
決
議
す
る
。
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
二
日
　
　
全
国
町
村
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
決
　
　
議

　
　 

今
次
西
日
本
及
び
近
畿
地
方
に
お
け
る
豪
雨
災
害
は
、
そ
の
惨
状
言
語
に
絶
す
る
も
の
が

あ
る
。
之
が
応
急
対
策
に
つ
い
て
は
、
政
府
、
国
会
に
お
い
て
機
宜
の
措
置
を
と
ら
れ
つ

つ
あ
る
も
、
そ
の
急
速
復
旧
と
頻
発
す
る
災
害
防
除
に
対
し
、
政
府
、
国
会
は
左
記
事
項

（28）
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を
考
慮
し
、
抜
本
的
対
策
を
速
か
な
る
樹
立
を
期
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
　
一
、
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
金
の
交
付
二
ヶ
年
完
了
を
法
定

　
　
二
、
異
常
災
害
に
当
り
民
生
を
安
定
し
産
業
を
急
速
に
復
旧
す
る
臨
時
措
置
法
の
制
定

　
　
三
、
災
害
地
、
地
方
財
政
に
対
す
る
特
別
補
給
金
制
度
の
樹
立

　
　
四
、
風
水
害
そ
の
他
災
害
防
除
に
関
す
る
基
本
的
計
画
の
速
か
な
る
策
定

　
　
　
右
　
決
議
す
る
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
二
日
　
全
国
町
村
会
臨
時
総
会

三
、七
月
二
十
三
日
各
郡
会
長
、政
調
合
同
協
議
会
を
開
催
し
て
協
議
し
左
の
対
策
を
申
合
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
　（
一
）
政
府
国
会
に
対
す
る
要
望
事
項

〔
以
下
欠
〕

【
資
料
⑬
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
七
月
二
十
九
日
条
　『
洪
水
』「
和
町
村
議
災
第
２
号
」）

和
町
村
議
災
第
弐
号

　
　
　
　
　
　
昭
和
弐
八
年
七
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
町
村
議
長
会
長
平
松
宗
一

各
町
村
議
会
議
長
殿

　
　
　
　
七・一
八
水
害
復
旧
対
策
実
行
運
動
に
つ
い
て

拝
啓

　 

今
次
の
県
下
各
地
に
お
い
て
突
如
の
水
魔
に
よ
つ
て
、
多
数
の
人
霊
を
奪
い
且
つ
巨
額
の
財

産
を
泥
土
に
埋
没
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
天
災
の
禍
と
は
言
え
余
り
に
も
悲
惨
な
る
状
態
、

今
後
の
復
旧
に
は
、
多
大
な
る
日
数
と
労
力
を
要
し
ま
す
が
一
日
も
早
く
そ
の
復
興
に
御
健

闘
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
会
と
し
て
の
対
策
に
万
全
を

期
し
た
く
第
一
回
実
行
運
動
と
し
て
左
の
通
り
御
報
告
申
上
ま
す
。

　 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会
幷
中
央
政
府
・
国
会
に
対
し
て
本
会
会
長
代
理
那
賀
郡
会

長
山
本
清
次
氏
、
海
草
郡
会
長
中
前
貢
氏
、
東
牟
婁
郡
会
長
槙
野
正
夫
氏
、
事
務
局
山
本
氏

が
出
席
し
た
。

七
月
二
十
三
日
　
　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
理
事
・
評
議
員
会
議

　 

東
牟
婁
郡
町
村
議
会
議
長
会
槙
野
会
長
が
代
理
出
席
し
て
、
本
県
に
対
す
る
各
都
道
府
県
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
見
舞
を
謝
し
、
今
次
災
害
の
特
異
性
と
窮
状
を
訴
え
た
。

七
月
二
十
四
日
　
　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
那
賀
郡
町
村
議
会
議
長
会
　
山
本
会
長
　
本
県
会
長
代
理

　
海
草
郡
　
　
　
〃
　
　
　
　
中
前
会
長

　
東
牟
婁
郡
　
　
〃
　
　
　
　
槙
野
会
長

　
　
事
務
局
　
　
　
　
　
　
　
山
本
局
長
代
理

本
県
会
長
代
理
山
本
会
長
は
全
国
各
府
県
か
ら
の
御
見
舞
に
対
し
て
深
甚
な
る
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
、
今
次
水
害
の
未
曾
有
な
る
状
態
を
詳
細
報
告
、
そ
の
原
因
と
す
る（

マ
マ
）述

べ
復
旧
に
対
し
て
、

１
．
堤
防
決
壊
の
応
急
復
旧
幷
国
直
轄
工
事
せ
ら
れ
る
や
う

２
．
流
失
し
た
保
有
米
及
麦
に
対
す
る
共
済
保
険
金
支
払
に
対
す
る
立
法
化
の
措
置

３
．
住
宅
資
金
の
融
資

４
．
被
害
農
地
に
対
す
る
敏
速
な
る
復
旧
処
置

５
．
営
農
・
営
業
資
金
の
融
資

右
の
五
項
目
に
つ
い
て
、
全
国
各
都
道
府
県
の
協
力
を
要
望
し
た
に
対
し
て
、
各
都
道
府
県
か

ら
そ
の
復
旧
の
早
急
を
望
み
そ
の
協
力
を
約
さ
れ
た
。

　
七 

月
二
十
五
日
　
　
実
行
運
動
に
本
県
会
長
代
理
山
本
会
長
は
、
災
害
県
代
表
と
し
て
各
政

府
国
会
に
そ
の
実
情
と
対
策
に
つ
い
て
協
議
要
望
し
た
。

　
要
望
左
記
は
左
の
通
り

　
第
一
斑

　
　
一
、
衆
議
院
内
各
常
任
委
員
長

　
　
１
．
地
方
行
政
　
２
．
予
算
　
３
通
産
　
４
農
林
　
５
運
輸
　
６
建
設

　
　
　
そ
れ
〴
〵
委
員
長
不
在
に
付
き
、
専
門
員
に
要
望
書
を
託
し
詳
細
説
明
を
遂
げ
た
。

　
　
二
、
農
林
省
　
東
畑
事
務
次
官
に
面
接
、
農
池
の
水
害
を
陳
情
し
た
。

　
　
三
、
総
理
大
臣
官
房
次
官
秘
書
に
要
望
書
託
す
。

　
　
四
、
衆
議
院
　
堤
議
長
に
面
接
陳
情
、
右
記
五
項
目
を
要
望
し
た
。

　
　
五
、 

自
治
庁
　
通
産
　
運
輸
　
建
設
　
各
省
と
も
大
臣
国
会
に
於
け
る
委
員
会
開
会
中
に

（29）
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て
面
接
不
能
の
た
め
、
建
設
省
は
石
破
二
郎
官
房
長
、
通
産
省
は
岡
野
秘
書
官
　
自

治
庁
、運
輸
省
は
そ
れ
ぞ
れ
秘
書
に
要
望
書
を
託
し
、申
出
の
要
旨
伝
達
方
要
求
し
た
。

　
第
二
班

　
　
１
．
地
方
行
政
委
員
長
　
　
　
　
内
村
清
次

　
　
２
．
〃
　
委
員
　
　
　
　
　
　
　
石
村
幸
作

　
　
３
．
改
進
党
参
院
建
設
委
員
長
　
石
川
清
一

　
　
４
．
緑
風
会
政
策
審
議
会
長
　
　
舘
哲
二

　
　
５
．
自
由
党
国
会
対
策
委
員
長
　
平
井
太
郎

　
　
６
．
国
務
大
臣
　
　
　
　
　
　
　
大
野
木
秀
次
郎

　
　
７
．
参
院
議
長
不
在
に
つ
き
秘
書

　
一
、 

異
常
災
害
に
対
す
る
特
別
立
法
が
法
制
化
さ
れ
る
よ
う
に
、
特
に
自
由
党
国
会
対
策
委

員
長
平
井
氏
と
懇
談
要
望

　
二
、 

地
方
行
政
法
律
案
は
参
議
院
小
委
員
会
通
過
、
衆
議
院
委
員
会
で
審
理
中
、
今
国
会
通

過
九
月
か
ら
実
施
の
見
込

　
三
、 

危
険
校
舎
補
助
二
四
億
国
民
保
険
二
割
給
付
も
、
改
進
党
石
川
清
一
氏
か
ら
通
過
見
込

の
回
答

　 

別
行
動
の
海
草
郡
会
長
中
前
貢
氏
、
東
牟
婁
郡
会
長
槙
野
正
夫
氏
は
、
県
選
出
代
議
士
坊
秀

男
氏
幷
県
出
張
所
長
中
沢
哲
夫
氏
と
そ
の
復
旧
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
、
受
理
方
法
等
決
定

後
、
自
由
党
幹
事
長
佐
藤
栄
作
氏
と
面
接
、
災
害
の
実
情
を
詳
細
に
報
告
、
そ
の
対
策
に
つ

い
て
要
望
し
た
。

　 

佐
藤
幹
事
長
は
懇
切
な
る
見
舞
申
さ
れ
、
緊
急
融
資
に
つ
い
て
は
九
州
災
害
の
実
情
を
話
さ

れ
、
速
に
そ
の
復
旧
計
画
を
な
し
提
出
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
政
府
と
し
て
融
資
実
体
が
把

握
出
来
な
い
、
特
に
紀
州
の
勢
に
通
じ
て
い
る
佐
藤
幹
事
長
は
山
間
僻
地
の
道
路
の
復
旧
を

特
に
力
説
さ
れ
た
。

　
尚
復
旧
対
策
に
つ
い
て
力
強
く
約
束
さ
れ
た
。

　 

和
歌
山
県
災
害
の
特
異
性
に
つ
い
て
よ
く
懇
談
さ
れ
、
最
後
に
災
害
地
住
民
の
あ
く
ま
で
復

旧
す
る
意
思
を
強
く
要
望
さ
れ
、
そ
の
自
治
に
あ
た
る
我
々
に
そ
の
点
の
改
革
を
望
ま
れ
た
。

　
七
月
二
十
六
日
　
各
郡
会
長
会
議

　
　
　
１
．
災
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
２
．
県
民
友
愛
運
動
に
つ
い
て

　 

県
議
会
か
ら
的
場
議
員
、
殿
垣
内
課
長
、
県
か
ら
池
田
厚
生
課
長
、
町
村
会
長
戸
西
氏
が
出

席
さ
れ
て
具
体
策
を
協
議
し
た
が
、
更
に
八
月
三
日
午
后
一
時
よ
り
町
村
議
長
会
各
郡
会
長
　

町
村
会
各
郡
会
長
、
県
議
会
か
ら
の
三
者
合
同
会
議
開
催
、
そ
の
政
府
国
会
関
係
当
局
に
対

す
る
実
行
運
動
の
具
体
的
協
議
を
な
し
て
、
今
後
に
処
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
尚
災
害
に
つ
き
、
要
望
幷
御
意
見
あ
れ
ば
本
会
ま
で
御
通
知
下
さ
れ
度
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

【
資
料
⑭
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
六
日
条
　『
洪
水
』）

昭
和
二
十
八
年
八
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌
山
県
町
村
会
長
　
戸
西
　
倍
一

　
　
　
　
各
町
村
長
殿

　
　
　
　
　
　
　
水
害
復
旧
対
策
に
つ
い
て

水
害
対
策
の
経
過
並
び
に
政
府
等
に
対
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
御
通
知
申
上
げ

て
置
き
ま
し
た
が
、
本
月
三
日
波
状
陳
情
の
第
一
回
と
し
て
、
戸
西
会
長
、
和
田
副
会
長
、
西

居
北
野
上
村
長
（
海
草
郡
町
村
会
長
代
）、
森
田
応
其
村
長
（
伊
都
郡
町
村
会
長
代
）、
二
澤
有

田
郡
町
村
会
長
、
田
ノ
岡
上
山
地
村
長
（
日
高
郡
町
村
会
長
代
）
の
六
名
上
京
し
、
四
、五
の

両
日
に
亘
り
、
県
、
県
議
員
団
、
並
び
に
上
京
中
の
町
村
長
と
密
接
な
連
絡
を
保
ち
つ
ゝ
、
関

係
方
面
に
水
害
復
旧
に
関
し
具
に
陳
情
い
た
し
ま
し
た
。
目
下
国
会
に
お
い
て
審
議
中
の
「
昭

和
二
十
八
年
六
月
及
び
七
月
の
大
水
害
の
被
害
地
域
に
お
け
る
災
害
救
助
に
関
す
る
特
別
措
置

法
案
」
外
十
五
法
案
を
御
送
り
い
た
し
ま
す
。
本
法
案
は
、
衆
院
水
害
地
緊
急
対
策
特
別
委
員

会
の
審
議
を
経
、
既
に
参
議
院
に
回
付
中
の
も
の
で
今
明
日
中
に
も
法
律
化
さ
れ
る
も
の
と
思

は
れ
ま
す
が
、
政
令
に
委
ね
ら
れ
る
地
域
の
指
定
並
び
に
こ
れ
が
予
算
化
に
つ
い
て
な
お
幾
多

の
問
題
が
残
る
も
の
と
思
は
れ
ま
す
の
で
、
別
紙
法
案
に
つ
き
予
め
御
研
究
の
上
さ
ら
に
要
望

す
べ
き
事
項
が
あ
れ
ば
至
急
県
町
村
会
ま
で
御
申
出
で
願
い
た
く
、
本
会
に
お
い
て
は
近
日
さ

ら
に
役
員
会
と
開
催
し
て
今
後
の
対
策
を
決
定
し
、
さ
き
に
御
通
知
申
上
げ
た
通
り
各
郡
町
村

会
長
二
、三
名
の
御
同
行
を
願
い
、
特
に
止
む
を
得
な
い
以
外
は
郡
及
町
村
の
個
々
の
陳
情
は

（30）
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な
る
べ
く
さ
け
、
統
一
の
あ
る
運
動
を
す
る
こ
と
が
も
つ
と
も
効
果
的
と
考
え
ま
す
の
で
御
協

力
を
御
願
い
た
し
ま
す
。

　 

な
お
別
紙
法
案
の
写
は
各
町
村
一
部
づ
ゝ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
議
会
と
共
同
御
研
究
下

さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
た
し
ま
す
。

◎
御
願
い

　 

今
回
の
水
害
に
よ
つ
て
町
村
職
員
の
死
亡
し
た
者
の
氏
名
職
名
及
町
村
職
員
の
自
宅
の
全
壊

流
失
又
は
埋
没
し
た
者
の
氏
名
、
職
名
を
御
報
告
下
さ
い
。
聊
か
で
も
弔
慰
金
、
見
舞
金
を

差
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
資
料
⑮
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
十
日
条
　『
救
義
』）

急
啓
　
昭
和
二
十
八
年
六
月
及
び
七
月
の
大
水
害
の
被
害
地
域
に
お
け
る
災
害
救
助
に
関
す
る

特
別
措
置
法
案
が
国
会
に
於
て
可
決
仕
り
候
間
、
昨
日
（
九
日
）
一
括
御
送
付
申
上
候
。

実
は
早
急
写
本
作
製
致
候
た
め
脱
字
な
ど
あ
る
や
も
計
り
難
く
候
間
、
適
用
並
に
実
施
に
あ
た

つ
て
は
県
当
局
と
も
よ
く
御
打
合
せ
下
さ
れ
度
。

尚
小
生
は
議
会
終
了
後
、
直
ち
に
再
度
災
害
現
地
視
察
旁
々
親
し
く
拝
顔
の
上
、
万
々
更
に
対

策
御
協
議
申
上
度
候
、
何
卒
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。
な
ほ
暑
中
の
折
柄
御
自
愛
の
上
、
復
旧
の
た

め
御
健
闘
下
さ
れ
度
御
願
ひ
申
上
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
々

昭
和
二
十
八
年
八
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
衆
議
院
議
場
内
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
　
耕
　
弘
　
一

　
請
川
村
長

　
日
浦
亦
彦
様

過
日
、
書
留
便
入
手
被
下
候
哉
、
御
伺
申
上
候
。

【
資
料
⑯
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
二
十
二
日
条
　『
洪
水
』「
東
林
第
752
号
」）

　
東
林
第
七
五
二
号

　
　
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
牟
婁
地
方
事
務
所

　
　
　
　
村
長
殿

　
　
　
七・一
八
水
害
の
参
考
資
料
に
つ
い
て

　
標
記
災
害
復
旧
の
た
め
何
か
と
御
繫
忙
の
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
が
、
つ
き
て
は
こ
の
機
会
を
鑑

ミ
て
各
方
面
の
治
山
事
業
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
今
後
の
計
画
調
査
資
料
と
致
し
た
い
の
で
、

左
記
事
項
或
は
之
に
関
す
る
事
実
が
あ
り
ま
し
た
ら
本
月
末
日
迄
に
報
告
煩
わ
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

一
、 

森
林
が
あ
っ
た
為
山
林
の
崩
壊
が
少
な
く
、
被
害
を
軽
減
し
た
事
例
と
か
過
去
に
於
て
治

山
事
業
が
施
行
さ
れ
て
ゐ
た
為
に
被
害
を
軽
減
し
た
事
例
。

二
、
植
栽
樹
種
の
相
違
に
よ
っ
て
山
林
の
崩
壊
に
影
響
が
あ
っ
た
事
例
。

三
、 

そ
の
他
災
害
と
治
山
事
業
と
の
相
関
々
係
を
示
す
顕
著
な
事
例
、
地
元
有
力
者
の
手
記
又

は
現
地
調
査
を
し
た
者
の
手
記
等
。

尚
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
出
来
得
れ
ば
写
真
を
添
付
さ
れ
た
い
。

【
資
料
⑰
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
二
十
八
日
条
　『
洪
水
』「
東
総
第
849
号
」）

東
総
第
八
四
九
号

　
昭
和
二
十
八
年
八
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
牟
婁
地
方
事
務
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
　
七・一
八
水
害
に
よ
る
悲
話
、
美
談
等
の
報
告
依
頼
に
つ
い
て

　
本
県
を
襲
っ
た
今
次
の
災
害
は
県
下
各
地
に
お
い
て
予
想
外
の
大
惨
害
を
も
た
ら
し
、
一
瞬

に
し
て
多
く
の
尊
い
人
名
と
財
産
を
奪
い
去
り
、
そ
の
惨
状
は
誠
に
目
を
蔽
わ
し
め
る
の
で
あ

っ
て
、
罹
災
現
地
に
お
い
て
は
こ
の
災
害
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
生
々
し
い
幾
多
の
悲
話
、

美
談
等
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
ゝ
思
料
さ
れ
ま
す
。

　
つ
い
て
は
今
回
、
こ
の
災
害
の
記
録
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
悲
話
、
美
談
等
を
集
録
し
て
後
世

に
も
伝
え
る
べ
く
、
県
に
お
い
て
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
該
当
事
項
が
あ
れ
ば
左
記
に
よ
り

九
月
五
日
ま
で
報
告
煩
わ
し
た
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
和
歌
山
県
水
害
救
援
本
部
（
東
京
在
住
県
人
に
よ
る
水
害
救
援
本
部
、
本
部
長
野
村
吉

三
郎
氏
）
か
ら
、
本
県
出
身
の
作
家
佐
藤
春
夫
氏
に
依
頼
し
て
、
こ
れ
ら
美
談
、
悲
話
を
ス
ト

（31）
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ー
リ
ー
と
し
て
小
冊
子
の
も
の
を
作
る
予
定
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
の
題
材
と
な
る
べ
き
悲

話
、
美
談
の
送
付
方
の
依
頼
も
あ
っ
た
か
ら
申
し
添
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

一
、
事
実
発
生
の
日
時
、
場
所
及
び
人
物

一
、
事
実
の
内
容
（
で
き
る
限
り
詳
細
に
）

【
応
急
住
宅
】

【
資
料
⑱
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
十
三
日
条
　『
応
急
住
』「
東
総
建
第
795
号
」）

　
　
東
総
建
第
七
九
五
号

　
　
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
牟
婁
地
方
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
築
主
事
（
印
）

　
　
　
　
　
　
請
川
村
長
殿

　
　
　
応
急
住
宅
及
公
営
住
宅
の
施
工
に
つ
い
て

　
標
記
の
件
に
つ
い
て
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
十
二
日
、
各
村
会
推
薦
の
請
負
者
と
打
合
せ
を

し
ま
し
た
所
、
補
助
金
が
遅
れ
る
見
込
（
十
二
月
頃
に
な
る
予
定
）
に
つ
き
、
請
負
人
に
於
て

資
金
を
立
替
へ
共
同
管
理
を
す
る
事
に
決
定
、
期
間
、
能
力
、
職
人
の
配
置
等
を
計
画
し
て
左

の
通
り
分
担
す
る
事
に
決
定
し
ま
し
た
。

　 公
営
住
宅
は
全
壊
流
失
数
の
半
分
迄
建
設
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
追
加
申
し
込
み
の

分
は
過
日
配
布
し
ま
し
た
建
設
希
望
数
の
所
を
増
し
て
下
さ
い
。

猶
資
材
購
入
、
輸
送
等
も
分
担
責
任
を
持
ち
諸
職
も
出
来
得
る
限
り
共
通
で
施
工
し
ま
す
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
未
だ
各
村
の
御
意
見
及
び
決
定
を
得
て
居
り
ま
せ
ん
が
御
同
意
は
頂
け
る

事
と
思
い
ま
す
。

村
当
局
で
御
世
話
を
お
願
致
し
た
い
の
は
、
宿
舎
下
小
屋
の
位
置
建
設
場
所
等
の
決
定
等
で
詳

細
は
更
に
打
合
せ
の
上
、
御
連
絡
致
し
ま
す
。

一
、
応
急
住
宅

　
１
．
工
期
　
昭
和
二
十
八
年
九
月
三
十
日
迄
に
全
部
完
了
。

　
２
．
資
材
　
木
材
―
管
材
及
び
流
木
等
で
村
当
局
で
用
意
す
る
。

　
　
　
　
　
　
他
の
資
材
―
公
営
住
宅
と
同
様
請
負
団
体
で
用
意
す
る
。

二
、
公
営
住
宅

　
１
．
工
期
―
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日

　
２
．
資
材
―
木
材
―
国
有
林
払
下
げ
を
使
用
担
当
地
方
事
務
所
林
務
課

建
設
係

　
　
　
　
　
セ
メ
ン
ト
―
奈
和
建
設

　
　
　
　
　
鋼
材
―
仝

　
　
　
　
　
畳
―
高
西
組

　
　
　
　
　
建
具
硝
子
建
具
金
属
―
昌
和
建
設

　
　
　
　
　
屋
根
―
池
端
瓦
房
　
東
郡
商
会

　
　
　
　
　
電
気
工
事
―
仝

　
　
　
　
　
襖
―
高
西
組

　
　
　
　
　
竃
―
仝

　
　
　
　
　
便
器
手
洗
―
地
方
事
務
所
建
築
係

　
　
　
　
　
ベ
ン
チ
レ
ー
タ
ー
　
　
　
仝

　
　
　
　
　
輸
送
―
各
村
迄
美
里
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
倉
庫
よ
り
現
場
迄
担
当
請
負
人

　 

建
設
場
所
の
状
況
で
輸
送
及
び
工
事
費
に
担
当
差
異
が
出
る
と
思
い
ま
す
の
で
一
括
平
均
し

ま
す
。

　 

例
え
ば
三
里
村
切
畑
に
建
設
す
る
場
合
と
三
津
ノ
村
日
足
へ
建
設
す
る
場
合
と
同
値
と
致
し

（32）
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ま
す
。

　 

詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
打
合
せ
を
致
し
ま
す
が
、
最
も
迅
速
に
建
設
す
る
に
は
之
よ
り
他
に

方
法
が
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
敷
く
御
同
意
の
程
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
資
料
⑲
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
九
月
三
日
条
　『
応
急
住
』「
東
民
第
968
号
」）

　
東
民
第
968
号

　
　
　
　
昭
和
二
十
八
年
九
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
牟
婁
地
方
事
務
所
長
（
印
）

　
　
　
請
川
村
長
殿

　
　
　
　
災
害
救
助
法
に
依
る
住
宅
の
応
急
修
理
に
つ
い
て

　 

災
害
救
助
法
第
二
十
三
条
第
六
号
の
災
害
に
か
か
っ
た
住
宅
の
応
急
修
理
（
昭
和
二
十
八
年

法
律
第
百
六
十
六
号
災
害
救
助
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
っ
て
改
正
追
加
さ
れ
昭
和

二
十
八
年
八
月
三
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
）に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
取
扱
う
こ
と
と
い
た
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
一
、 

災
害
に
よ
り
住
宅
を
破
壊
さ
れ
た
も
の
（
半
か〔

壊
〕い

家
屋
に
限
り
自
力
で
補
修
し
が
た
い

も
の
）
に
対
し
、
三
割
を
限
度
と
し
一
戸
当
り
二
万
円
以
内
で
支
給
す
る
。

　
二
、 

応
急
修
理
に
つ
い
て
は
現
物
（
釘
・
板
・
瓦
等
補
修
材
料
・
大
工
・
左
官
等
）
を
も
っ

て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

　
三
、 

昭
和
二
十
八
年
八
月
二
日
以
前
に
お
い
て
応
急
修
理
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
法
律
の
規

定
上
、
当
然
適
用
よ
り
除
外
さ
れ
る
こ
と
。

　
四
、 

昭
和
二
十
八
年
八
月
二
日
以
前
に
発
生
し
た
災
害
に
よ
っ
て
半
壊
し
た
住
宅
が
昭
和

二
十
八
年
八
月
三
日
以
後
な
お
応
急
的
修
理
を
な
し
得
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の

規
定
の
適
用
あ
る
も
の
と
す
る
。

　
五
、 

応
急
修
理
を
な
し
得
る
期
間
は
今
次
水
害
に
限
り
災
害
発
生
の
日
よ
り
三
ヶ
月
以
内
と

す
る
。

【
資
料
⑳
】（
表
５
　
昭
和
二
十
八
年
九
月
三
日
条
　『
応
急
住
』「
東
民
第
97■
号
」）

　
東
民
第
97■
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
八
年
九
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
牟
婁
地
方
事
務
所

　
　
　
　
　
　
請
川
村
長
殿

　
　
　
　
　
災
害
救
助
法
に
依
る
住
宅
の
応
急
修
理
に
つ
い
て

　 

標
記
に
つ
い
て
は
、
先
に
東
民
第
九
六
八
号
を
も
っ
て
通
牒
い
た
し
た
の
で
あ
る
が
、
貴
村

に
対
し
別
記
の
通
り
割
当
を
す
る
か
ら
、
取
扱
に
つ
い
て
は
左
記
に
よ
ら
れ
た
く
再
度
通
知

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
一
、
補
修
対
象
及
び
金
額

　
　 

半
壊
家
屋
戸
数
の
三
割
を
限
度
と
し
、
自
力
で
補
修
を
な
し
得
な
い
も
の
に
対
し
一
戸
当

り
五
坪
、
坪
当
り
四
、〇
〇
〇
円
一
万
円
以
内
で
現
物
支
給
す
る
。

　
二
、
補
修
方
法

　
　
　
１
． 

補
修
工
事
の
施
行
は
市
町
村
に
委
託
実
施
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
従
っ
て

市
町
村
自
体
に
お
い
て
工
事
を
施
行
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
２
． 

市
町
村
に
お
い
て
補
修
を
行
う
各
戸
に
つ
き
、
簡
易
な
設
計
書
仕
様
書
図
面
（
青

写
真
等
は
不
要
）
を
作
製
す
る
と
と
も
に
左
記
様
式
に
よ
る
家
屋
補
修
台
帳
を
整

備
し
お
く
こ
と
。

　
　
　
３
． 

補
修
限
度
は
一
戸
に
つ
き
五
年
以
内
坪
当
り
四
、〇
〇
〇
円
以
内
を
厳
守
し
、
総

額
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
か
れ
こ
れ
流
用
せ
ざ
る
こ
と
。

　
　
　
４
． 

補
修
に
当
っ
て
は
市
町
村
に
お
い
て
木
材
・
釘
・
瓦
等
の
補
修
資
材
を
調
達
し
、

大
工
・
佐
官
等
を
傭
入
巡
回
補
修
の
方
法
を
と
ら
れ
た
い
。

　
三
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
九
月
三
日
東
民
第
九
六
八
号
通
牒
の
通
り
で
あ
る
。

 

本
援
助
の
趣
旨
は
災
害
に
か
か
つ
た
者
で
自
力
を
も
っ
て
し
て
は
補
修
を
な
し
得
な
い
も
の
に

（33）
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〔
以
下
、
綴
部
分
に
あ
た
り
内
容
確
認
で
き
ず
〕

【
資
料
㉑
】（
表
５
　
昭
和
二
十
九
年
七
月
十
二
日
　『
応
急
仮
』「
東
民
第
851
号
」）

　
東
民
第
八
五
一
号

　
　
　
　
昭
和
二
十
九
年
七
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
牟
婁
地
方
事
務
所
長

　
請
川
村
長
殿

　
　
　
　
災
害
救
助
法
に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
払
下
げ
に
つ
い
て

昭
和
二
十
八
年
七
月
十
八
日
及
び
同
九
月
二
十
五
日
発
生
の
災
害
に
際
し
建
築
し
た
応
急
住
宅

に
つ
い
て
は
、
既
に
そ
の
使
命
を
果
た
し
ま
し
た
こ
と
ゝ
思
う
の
で
、
払
下
げ
を
貴
村
に
す
る

か
ら
別
紙
申
請
書
に
よ
り
至
急
提
出
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

  

　 

応
急
仮
設
住
宅
は
県
の
営
造
物
で
あ
る
が
そ
の
目
的
を
達
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
そ
の
と
き

の
時
価
に
よ
っ
て
換
価
処
分
し
、
そ
の
負
担
区
分
に
応
じ
て
国
庫
及
び
府
県
の
収
入
と
す
る

の
が
原
則
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
仮
設
住
宅
は
何
分
に
も
小
屋
掛
程
度
に
バ
ラ
ツ
ク
で
あ

り
、
相
当
期
間
経
過
す
る
と
き
は
そ
の
残
存
価
値
は
通
常
殆
ん
ど
無
価
値
に
等
し
く
な
る
の

で
、
こ
れ
を
換
価
処
分
と
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ゝ
民
生
安
定
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
方
針

が
あ
る
。

　
処
分
に
対
す
る
方
針
は
原
則
と
し
て
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
１
． 

払
下
げ
の
目
的
は
そ
の
ま
ゝ
生
活
困
窮
者
の
住
宅
又
は
社
会
福
祉
施
設
に
転
用
し
、
民

生
安
定
社
会
福
祉
の
増
進
に
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
２
．
払
下
げ
の
対
象
は
町
村
等
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
。

　
３
．
払
下
げ
の
時
期
は
大
体
建
築
し
て
か
ら
一
年
乃
至
三
年
を
経
過
し
た
と
き
で
あ
る
。

　
４
．
払
下
げ
価
格
は
原
則
と
し
て
有
償
で
あ
る
。

　 

お
っ
て
無
償
払
下
げ
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
理
由
を
詳
記
さ
れ
た
く
、
尚
提
出
期

限
は
七
月
二
十
日
を
厳
守
さ
れ
た
く
お
願
い
す
る
。

　
発
翰
番
号

　
　
　
年
　
月
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
村
長

　
県
知
事
宛

　
　
　
　
　
水
害
応
急
仮
設
住
宅
払
下
申
請
書

　 

標
記
水
害
に
よ
る
左
記
応
急
仮
設
住
宅
は
既
に
そ
の
使
命
を
果
た
し
ま
し
た
か
ら
払
下
げ
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

一
、
設
置
場
所

一
、
同
戸
数

一
、
有
償
無
償
の
理
由

一
、
摘
要

【
資
料
㉒
】（
表
５
　
昭
和
二
十
九
年
七
月
十
六
日
条
　『
応
急
仮
』「
東
民
第
863
号
」）

　
請
第
八
六
三
号

　
　
昭
和
二
十
九
年
七
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
川
村
長
日
浦
亦
彦

　
　
和
歌
山
県
知
事
小
野
真
次
殿

　
　
　
災
害
応
急
仮
設
住
宅
払
下
申
請
書

　 

標
記
水
害
に
よ
る
左
記
応
急
仮
設
住
宅
は
既
に
そ
の
使
命
を
果
た
し
た
か
ら
払
下
げ
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

　
一
、
設
置
場
所
　
　
請
川
村

　
一
、
同
戸
数
　
　
　
三
十
戸

　
一
、
無
償
の
理
由
　 

昨
年
罹
災
の
為
村
財
政
的
の
疲
弊
甚
し
く
、
有
償
に
て
払
下
げ
を
処
せ

ら
れ
た
い
。
亦
、
入
居
者
に
無
償
を
以
て
払
下
を
し
な
け
れ
ば
罹
災
後

一
ヶ
年
に
て
は
尚
本
建
築
を
移
す
余
裕
の
あ
る
者
無
く
、
当
分
は
此
住

宅
に
居
住
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
に
あ
る
。

【
学
校
施
設
の
復
旧
】

【
資
料
㉓
】（
表
５
　
昭
和
二
十
九
年
六
月
十
七
日
条
　『
請
静
建
』）

（34）
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静
川
小
学
校
新
校
舎
建
設
促
進
要
望
書

　
戦
後
の
混
乱
し
た
社
会
情
勢
下
日
々
の
生
活
に
あ
え
ぐ
私
達
は
、
せ
め
て
我
が
子
の
義
務
教

育
だ
け
は
、
世
間
並
に
終
ら
せ
日
進
月
歩
の
世
に
出
し
て
や
り
た
い
念
願
か
ら
中
学
校
の
完
成
、

電
灯
の
設
置
に
引
続
い
て
、
静
川
小
学
校
の
増
改
築
問
題
に
発
展
し
、
昭
和
二
十
七
年
九
月
法

泉
禅
寺
の
移
築
、
仝
二
十
八
年
十
月
運
動
場
の
新
設
作
業
に
学
区
民
こ
ぞ
っ
て
延
六
百
日
の
労

力
奉
仕
を
提
供
し
て
、
仝
年
二
月
末
、
新
校
舎
百
十
坪
五
教
室
の
設
計
成
り
、
こ
の
一
日
も
早

き
完
成
を
、
ひ
た
す
ら
祈
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
不
幸
に
し
て
、
七・一
八
水
害
、
十
三
号
台
風
と
、
重
な
る
災
禍
に
見
舞
わ
れ
こ

の
傷
手
、
筆
舌
に
絶
す
る
も
の
あ
り
。
幸
に
し
て
、
村
当
局
の
迅
速
適
切
な
る
処
置
の
賜
に
依

り
復
旧
の
見
通
し
つ
き
、
そ
の
上
、
請
川
小
学
校
の
東
郡
唯
一
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
を
計
画
、

来
春
開
校
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
村
百
年
の
大
計
の
基
礎
を
立
っ
た
も
の
と
、
ま
こ

と
に
慶
賀
に
堪
え
な
い
次
第
に
あ
り
、
厚
く
感
謝
申
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
乍
ら
、
重
な
る
災
害
の
た
め
と
は
云
え
、
静
川
校
の
旧
校
舎
の
移
修
築
が
日
に
延
引

し
て
、
二
十
八
年
十
一
月
よ
り
二
十
九
年
の
四
月
ま
で
、
半
才
の
長
日
月
を
要
し
、
今
日
尚
、

一
部
完
成
に
至
ら
ず
、
あ
ま
つ
さ
え
運
動
場
の
舗
装
、
排
水
施
設
、
周
囲
の
垣
、
未
だ
未
工
の

有
様
に
て
、
起
債
を
見
て
早
や
、
足
か
け
三
年
に
垂
ん
と
し
て
お
り
此
の
状
態
で
は
、
私
達
の

第
二
の
村
民
で
あ
る
子
供
達
の
希
望
と
念
願
が
到
底
か
な
え
ら
れ
そ
う
も
な
く
、
ま
こ
と
に
憂

慮
お
く
能
わ
ざ
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
静
川
校
の
建
設
が
水
害
後
に
発
し
た
問
題
な
れ
ば
、
何
ら
疑
義
も
不
安
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

事
昭
和
二
十
六
年
に
は
じ
ま
り
、
昭
和
二
十
七
年
に
起
債
の
わ
く
を
と
り
、
昭
和
二
十
八
年
三

月
設
計
図
と
予
算
成
っ
て
、
業
者
に
請
負
引
渡
し
ま
で
完
了
し
て
居
り
な
が
ら
、
旧
校
舎
六
十

坪
で
さ
え
、
六
月
を
要
し
て
尚
細
部
未
完
成
の
状
態
を
見
る
に
至
っ
て
は
、
学
区
民
の
不
安
、

失
望
此
の
上
な
く
此
の
分
で
は
今
後
村
発
展
の
為
の
諸
施
策
に
何
一
つ
協
力
す
る
意
欲
さ
え
、

持
ち
難
く
な
る
を
懸
念
致
し
ま
す
。

　
子
供
達
も
ま
た
、
親
の
言
を
信
用
し
な
く
な
り
全
く
希
望
な
き
子
供
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
此
の
際
、
私
達
は
、
決
し
て
無
理
難
題
を
、
申
上
げ
る
気
持
ち
は
な
く
、
且
、
モ
デ
ル
ス
ク

ー
ル
の
如
き
立
派
な
も
の
も
決
し
て
望
ま
ず
、
只
、
現
在
前
新
校
舎
内
四
坪
半
の
廊
下
に
あ
ふ

れ
た
十
五
名
の
児
童
、
十
二
坪
に
二
十
人
、
同
じ
く
十
二
坪
に
二
十
四
名
、
十
六
坪
に
二
十
四

名
、
計
八
十
三
名
が
板
一
枚
の
仕
切
り
で
、
喧
噪
に
、
且
他
に
他
を
遠
慮
し
な
が
ら
、
す
し
ず

め
四
学
年
も
学
習
し
、
物
置
き
な
く
、
通
路
に
あ
ふ
れ
た
諸
備
品
の
危
険
な
間
を
、
か
い
ま
ぐ

っ
て
通
行
す
る
不
自
由
か
ら
、
一
日
も
早
く
開
放
す
る
た
め
、
現
に
計
画
中
の
最
小
に
し
て
最

大
と
ゆ
う
そ
の
図
面
の
も
の
を
建
設
す
べ
く
直
ち
に
実
行
に
移
さ
れ
ま
す
こ
と
を
切
願
す
る
の

余
り
、
こ
こ
に
学
区
民
代
表
者
が
連
署
し
て
、
校
舎
建
設
促
進
の
要
望
書
を
斯
の
如
く
提
出
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
尚
こ
れ
に
対
す
る
村
当
局
の
誠
意
あ
る
回
答
を
文
書
を
以
て
折
り
返
し
な
さ
れ
、
か
つ
、
直

ち
に
実
行
に
移
さ
れ
ん
事
を
併
せ
て
お
ね
が
い
致
し
ま
す
。

　
昭
和
二
十
九
年
六
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
静
川
学
区
民
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
静
川
区
　
小
原
　〔
個
人
名
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　〔
個
人
名
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
　〔
個
人
名
〕

　
　
　
　
　
　
　
上
大
野
区
　
　
　
　〔
個
人
名
〕

　
　
　
　
　
　
　
東
和
田
区
　
　
　
　〔
個
人
名
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
白
瀬
区
　
　
　
　〔
個
人
名
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
簑
尾
谷
　
　
　
　〔
個
人
名
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
野
竹
区
　
　
　
　〔
個
人
名
〕

請
川
村
長
　
日
浦
亦
彦
殿

【
資
料
㉔
】（
表
５
　
昭
和
二
十
九
年
八
月
十
五
日
条
　『
請
静
建
』）

六
月
十
七
日
付
静
川
学
区
民
代
表
者
各
位
よ
り
提
出
せ
ら
れ
ま
し
た
「
静
川
校
新
校
舎
建
設
促

進
要
望
書
」
は
八
月
十
五
日
受
領
致
し
ま
し
た
。

当
校
は
老
朽
校
舎
と
し
て
改
築
を
計
画
し
、
之
を
予
算
化
し
た
の
が
昨
年
一
月
十
五
日
で
あ
り

ま
し
た
。
尓
来
、
着
々
其
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
処
、
不
図
も
七
．
一
八
及
九
．
二
五
の
大

水
害
を
受
け
学
校
建
築
に
一
大
頓
挫
を
来
し
た
の
は
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

建
築
に
当
り
ま
し
て
は
、
資
材
の
大
部
分
を
占
め
る
木
材
は
大
塔
官
林
の
払
下
を
受
け
る
こ
と

（35）
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が
最
有
利
で
あ
り
ま
す
の
で
其
計
画
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
処
、
九
．
二
五
災
害
に
よ
り
林
道

の
大
破
損
と
言
う
不
詳
事
に
逢
遇
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

此
の
間
、
村
議
会
に
於
て
も
種
々
論
議
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
折
角
大
塔
国
有
林
の
払
下
を
受
け

た
事
で
も
あ
り
、
且
其
材
が
立
派
で
あ
る
為
、
出
来
得
れ
ば
之
を
使
用
し
て
少
し
で
も
質
の
よ

い
校
舎
に
し
た
い
念
願
で
今
日
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

尓
来
、
営
林
署
の
復
旧
事
業
も
や
っ
と
本
月
末
に
は
完
成
の
見
透
が
つ
き
ま
し
た
。

然
し
本
月
末
を
以
っ
て
林
道
が
開
通
致
し
ま
し
て
も
、
長
期
間
輸
送
が
杜
絶
し
て
い
た
為
開
通

後
は
相
当
輸
送
の
輻
湊
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
待
た
る
ゝ
資
材
も
尚
遅
延
す
る
憂
が
多
分
に
あ

る
訳
で
あ
り
ま
す
。

此
の
上
、
建
築
が
延
引
す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
の
で
一
応
心
な
ら
ず
も
官
材
に
よ
る
建
築
を
見

合
し
、
資
材
を
業
者
に
請
負
し
め
る
こ
と
に
決
定
し
、
八
月
十
五
日
株
式
会
社
高
西
組
に
左
の

通
り
契
約
致
し
ま
し
た
。

左
の
通
り
、
当
局
と
し
て
も
荏
苒
日
を
延
し
た
の
で
は
な
く
、
止
む
な
き
事
情
に
よ
り
今
日
に

至
り
ま
し
た
こ
と
を
御
賢
察
下
さ
い
ま
し
て
、
新
校
舎
の
建
築
に
際
し
ま
し
て
此
上
と
も
御
協

力
を
切
望
致
す
次
第
で
御
座
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

　
　
一
、
校
舎
五
教
室
　
　
百
坪
　
　
一
、
屋
根
塩
焼
赤
瓦

　
　
一
、
渡
廊
下
　
　
　
　
六
坪
　
　
一
、
天
井
テ
ッ
ク
ス
張

〔
後
欠
ヵ
〕

【
資
料
㉕
】（
表
５
　
昭
和
三
十
年
四
月
二
十
五
日
条
　『
請
公
落
』）

　
　
請
川
小
学
校
並
に
公
民
館
落
成
に
於
け
る
経
過
報
告

一
、
建
築
の
動
機
に
つ
い
て

　
　 

今
は
姿
を
消
し
ま
し
た
請
川
小
学
校
が
明
治
三
十
六
年
の
建
築
に
か
ゝ
り
、
建
坪
百
十
五

坪
、
建
築
費
二
千
五
百
円
、
当
時
の
木
造
建
築
と
し
て
は
実
に
堂
々
た
る
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
尓
来
、
星
霜
五
十
年
余
を
経
過
し
た
の
で
老
朽
甚
だ
し
く
、
危
険
校
舎
と
し
て
指

定
を
受
け
た
の
で
建
築
の
計
画
を
立
て
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　 

静
川
小
学
校
も
同
様
な
状
態
に
あ
り
ま
す
の
で
、
両
小
学
校
共
再
建
築
の
計
画
を
立
て
た

の
で
あ
り
ま
す
。
亦
、
中
学
校
も
学
年
を
二
学
級
に
別
け
な
け
れ
ば
収
容
出
来
な
い
状
態

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
茲
に
於
て
三
校
の
建
築
を
計
画
し
、
議
会
の
承
認
を
求
め
た
の
が

即
災
害
の
前
年
昭
和
二
十
七
年
十
月
十
四
日
で
あ
り
ま
し
た
。

二
、
災
害
と
分
散
教
育

　
　 

尓
来
、
着
々
と
し
て
其
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
処
、
其
翌
年
即
ち
二
八
年
七
月
十
八
日

か
の
大
災
害
に
見
舞
れ
、
校
舎
並
に
運
動
場
は
廃
墟
と
化
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

此
の
大
災
害
は
六
十
三
年
前
の
明
治
二
十
二
年
の
大
災
害
に
次
ぐ
大
災
害
で
あ
り
ま
し
て
、

村
の
心
臓
部
た
る
請
川
の
惨
状
は
実
に
言
語
に
絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　 

村
に
於
て
は
罹
災
者
の
救
助
等
と
相
俟
っ
て
、
学
校
の
分
散
教
育
を
五
ヶ
所
に
亘
っ
て
実

施
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　 

請
川
小
学
校
の
復
旧
に
つ
い
て
は
県
教
育
局
と
種
々
な
手
続
上
の
事
務
が
あ
り
ま
し
て
、

早
急
に
建
築
に
取
か
ゝ
る
こ
と
が
出
来
な
い
事
情
に
あ
り
ま
す
の
で
此
の
分
散
教
育
を
一

日
も
速
に
解
決
す
る
為
に
は
、
災
害
前
に
決
定
し
た
中
学
校
の
増
築
を
早
急
に
実
施
し
て
、

茲
に
一
時
児
童
を
収
容
す
る
こ
と
が
最
も
適
切
で
あ
り
ま
す
か
ら
全
力
を
中
学
校
の
増
築

に
集
中
し
ま
し
た
。
其
結
果
、
昨
二
十
九
年
三
月
三
十
日
中
学
校
の
増
築
が
竣
工
し
ま
し

た
の
で
、
茲
に
分
散
教
室
か
ら
児
童
を
収
容
、
一
学
年
だ
け
を
社
務
所
に
収
容
し
ま
し
た
。

災
害
以
来
十
ヶ
月
不
自
由
な
分
散
教
育
も
之
で
若
干
緩
和
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

三
、
建
築
の
経
過
に
つ
い
て

　
　 

昭
和
二
十
八
年
の
大
災
害
は
本
県
に
と
り
ま
し
て
非
常
に
大
き
な
災
害
で
あ
り
ま
し
た
。

之
が
為
、
学
校
施
設
の
被
害
も
非
常
に
大
き
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　 

此
の
学
校
施
設
の
被
害
復
旧
に
つ
い
て
は
政
府
に
於
て
「
公
立
教
育
施
設
の
災
害
復
旧
特

別
措
置
法
」
と
い
う
法
律
の
発
布
を
見
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　 
此
の
法
律
の
条
文
中
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
な
か
つ
た
も
の
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
に
改
良
し
て
復
旧
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
其
費
用
の
四
分
の
三
を
国
庫
が
負
担
す
る
、

と
云
う
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
此
の
法
律
の
発
布
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
是
に
よ
り
ま

し
て
本
村
と
致
し
ま
し
て
も
県
当
局
へ
鉄
筋
を
要
望
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
県
へ
の

鉄
筋
の
枠
が
あ
り
ま
す
。
而
も
希
望
す
る
町
村
が
多
く
県
は
之
を
如
何
に
割
振
す
る
か
と

（36）
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云
う
こ
と
が
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
　 
村
長
は
、
こ
の
枠
の
獲
得
に
つ
い
て
非
常
な
努
力
を
要
し
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
村
と
し
て

は
、
一
方
に
於
て
分
散
教
育
を
し
て
い
る
関
係
上
一
日
も
早
々
学
校
を
建
て
た
い
。
木
造

な
ら
ば
直
ぐ
建
築
に
か
ゝ
れ
る
の
で
す
が
、
鉄
筋
は
そ
う
は
行
か
な
い
。
県
当
局
か
ら
は

指
令
が
延
び
に
〳
〵
な
つ
て
、
仲
々
枠
が
お
り
て
来
な
い
と
云
う
こ
と
で
村
民
と
県
の
中

間
に
立
つ
て
、
当
局
と
し
て
は
一
時
苦
境
に
立
つ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
と
う
〳
〵
其

望
が
叶
つ
て
昨
年
五
月
遂
に
鉄
筋
の
許
可
を
受
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
設
計

　
　 

設
計
に
つ
い
て
は
西
日
本
屈
指
の
設
計
技
術
を
有
す
る
大
阪
の
日
建
設
計
工
務
株
式
会
社

に
依
頼
し
ま
し
た
。

　
敷
地

　
　
敷
地
に
つ
い
て
は
寺
の
上
の
山
と
現
位
置
付
近
と
二
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　 

議
会
に
於
て
も
現
公
民
館
地
と
現
校
舎
地
と
二
案
あ
り
ま
し
た
が
、
之
亦
検
討
を
加
へ
た

結
果
、
現
位
置
に
決
定
を
見
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　 

校
舎
建
築
に
当
つ
て
民
家
三
戸
の
移
転
を
要
し
ま
す
の
で
、〔
個
人
名
〕、〔
個
人
名
〕、〔
個

人
名
〕
さ
ん
の
三
人
に
御
無
理
を
御
願
し
て
立
退
て
戴
き
ま
し
た
。
亦
敷
地
に
つ
い
て
は

〔
個
人
名
〕
さ
ん
に
御
願
し
て
約
六
十
坪
の
土
地
を
無
償
提
供
を
受
け
ま
し
た
。
以
上
の

方
々
に
厚
く
御
礼
申
上
ま
す
。

四
、
校
舎
の
規
模
に
つ
い
て

　
　
本
館
　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
　
　
延
二
百
五
十
二
坪

　
　
　
　
普
通
教
室
　
六
　
　
特
別
教
室
　
二
（
理
科
、
音
楽
）

　
　
　
　
　
職
員
室
　
一
、　
　
応
接
室
　
　
一
、

　
　
　
　
　
図
書
室
　
一
、　
　
放
送
室
　
　
一
、

　
　
　
理
科
準
備
室
　
一
、　
　
宿
直
室
　
　
一
、

　
　
　
　
　
教
材
室
　
一
、　
　
　
物
置
　
　
一
、

　
　
　
計
　
十
六
室

　
　
給
食
棟
　
　
同
鉄
筋
造
　
　
一
六
坪

　
　
便
　
所
　
　
木
造
　
　
　
　
一
一
坪

　
　
渡
廊
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
坪

　
総
坪
数
　
　
二
八
七
坪

五
、
建
物
の
長
所

　
　 

設
計
は
日
建
の
卓
抜
し
た
技
術
と
ざ
ん
新
な
設
計
に
よ
り
ま
し
て
、
殊
に
次
の
点
が
誇
り

う
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

１
、
屋
上
は
運
動
場
と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

２
、 

屋
外
の
階
段
は
ス
マ
ー
ト
な
設
計
で
、
此
の
坪
数
は
建
物
の
坪
数
に
算
入
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
屋
内
に
階
段
を
設
け
る
と
き
は
之
に
大
き
な
坪
数
を
と
ら
れ
て
、
そ
れ
だ
け
教
室
の

坪
数
が
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
屋
外
へ
階
段
を
持
っ
て
行
っ
た
訳
で
あ

り
ま
す
。

３
、音
楽
室
は
防
音
テ
ツ
ク
ス
を
以
て
し
て
い
ま
す
の
で
、音
響
の
調
節
に
意
を
用
い
て
い
ま
す
。

４
、 

将
来
の
放
送
教
育
に
備
へ
て
、
各
教
室
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
取
付
け
、
放
送
室
に
は
防
音
装

置
を
し
ま
し
た
。

５
、
暖
房
装
置
、
即
ち
ス
ト
ー
ブ
を
た
く
為
の
煙
突
の
設
備
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
、 

水
道
の
設
備
が
充
分
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
運
動
場
に
面
し
た
建
物
の
外
側
に
足
洗

場
二
ヶ
所
を
設
け
て
い
ま
す
。

７
、 

塵
埃
の
捨
場
を
設
け
て
い
る
の
で
二
階
か
ら
で
も
ゴ
ミ
を
放
込
む
こ
と
が
出
来
る
装
置
に

な
つ
て
い
ま
す
。

８
、
炊
事
室
は
衛
生
面
に
良
く
註
意
さ
れ
、
且
調
理
の
利
便
を
勘
案
し
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

９
、
天
井
は
二
重
張
り
に
な
つ
て
い
る
の
で
防
暑
と
音
響
の
防
壁
に
な
つ
て
い
ま
す
。

10
、
外
部
の
窓
は
ス
チ
ー
ル
サ
ツ
シ
を
以
て
作
ら
れ
、
防
火
の
用
意
を
し
て
い
ま
す
。

六
、
工
事
契
約
に
つ
い
て

　
　 
請
負
業
者
の
選
定
と
工
事
費
の
契
約
接
渉
は
最
も
慎
重
を
要
す
る
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
に
於
て
も
再
々
検
討
し
た
結
果
、
昨
年
八
月
十
五
日
株
式
会
社
高
西
組
と
随
意
契
約

を
致
し
ま
し
た
。

　
　 

契
約
接
渉
の
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
長
く
な
り
ま
す
の
で
右
略
さ
せ
て
戴
き
ま
す
が
、
請

（37）
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負
業
者
の
誠
意
に
よ
り
ま
し
て
鉄
筋
の
坪
当
り
単
価
約
五
万
七
千
円
で
契
約
を
見
た
の
で

あ
り
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
当
時
鉄
材
が
下
落
し
て
底
を
つ
い
た
時
で
あ
り
ま
し
た
の
と
、

高
西
の
誠
意
に
よ
り
ま
し
て
か
く
安
価
に
契
約
を
み
た
も
の
と
存
じ
ま
す
。

七
、
工
事
費
に
つ
い
て

　
　
　
設
計
費
　
　
　
三
八
万
円

　
　
　
工
事
請
負
金
　
一
、六
三
〇
万
円

　
　
　
基
礎
調
査
費
　
一
〇
万
円

　
　
　
補
償
金
　
　
　
一
二
万
円
（
家
屋
移
転
費
）

　
　
　
其
他
諸
費
　
　
一
〇
〇
万
円

　
会
計
一
、七
九
〇
万
円

収
入

　
国
庫
負
担
金
　
一
、一
一
一
万
円

　
起
　
　
債
　
　
四
二
〇
万
円

　
寄
附
金
　
　
　
二
〇
〇 

〃

　
繰
入
金
　
　
　
五
九
万 

〃

合
計
一
、七
九
〇
万
円

　
　
外
に
学
区
民
の
勤
労
奉
仕
約
一
千
日

住
宅
復
旧
に
つ
い
て

　
災
害
の
対
照
　
請
川
校
長
住
宅
流
失
の
為
其
対
照
と
な
つ
た
、

　
建
坪
　
十
六
坪
半
　
構
造
　
十
畳
　
六
畳
　
三
畳
　
台
処
、

　
工
事
請
負
金
　
二
六
万
円

　
資
材
費
　
　
　
三
〇 

〃

　
計
　
　
　
　
　
五
六 

〃

収
入

　
国
庫
負
担
金
　
三
二
万
円

　
寄
附
金
　
　
　
二
四 

〃

計
　
　
　
　
　
　
五
六 

〃

事
業
繰
越
に
つ
い
て

　
三
十
年
度
へ
繰
越
し
た
も
の

　
　
運
動
場
の
復
旧
　
　
工
事
対
照
八
十
万
円

　
　
工
作
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
五
万
円

〔
中
略
〕

　
以
上
の
数
字
は
目
下
決
算
整
理
中
で
あ
つ
た
多
少
の
増
減
が
あ
り
ま
す
。

結
び

　
以
上
を
以
て
大
体
の
経
過
の
報
告
を
終
り
ま
し
た
。

　 

校
舎
の
建
築
に
当
つ
て
特
別
な
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
県
の
教
育
委
員
会
に
対
し
、
重
ね
て

厚
く
〳
〵
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

　 

亦
、
設
計
幷
に
監
督
を
為
さ
れ
ま
し
た
日
建
の
卓
抜
し
た
技
術
と
施
工
者
高
西
組
の
良
心
的

な
施
工
が
両
々
相
俟
つ
て
、
有
終
の
美
を
な
し
た
も
の
と
存
じ
ま
し
て
深
々
感
謝
致
し
ま
す
。

　 

幸
に
し
て
着
工
以
来
何
等
の
事
故
も
な
く
、
此
の
大
工
事
が
完
成
を
見
ま
し
た
こ
と
は
何
よ

り
も
幸
で
あ
つ
た
と
存
じ
ま
す
。

　 

亦
、
一
方
に
於
て
は
村
民
皆
様
方
の
一
致
協
力
是
等
の
綜
合
し
た
力
が
一
つ
と
な
つ
て
初
め

て
此
の
大
事
業
の
成
功
を
見
た
訳
で
あ
り
ま
し
て
、
鉄
筋
校
舎
と
共
に
永
久
に
光
と
し
て
光

を
放
つ
も
の
と
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
者
　
　
助
役
　
宇
恵
岩
次
郎
、
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